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上尾市教育委員会では、「「「「夢夢夢夢・・・・感動教育感動教育感動教育感動教育    あげおあげおあげおあげお」」」」のキャッチフレーズの下、教育行政重点施

策として「生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進」、「生きる喜びを分かち合える生涯学習の推

進」、「健康で活力に満ちた市民スポーツ活動の推進」を掲げ、大きな夢を抱き、様々な体験を通じ

て笑顔と感動を市民の皆様に送ることができるような教育施策を実施しております。 

昨今、教育行政を取り巻く環境は、社会情勢、ライフスタイルの変化や、教育に対するニーズの多

様化等により大きく変化し、確かな学力の育成、教職員の資質向上、校舎等の耐震化、食の安全

等、取り組まなければならない重要な課題が山積しております。このような厳しい状況の中にあって、

市民の皆様の信頼に応える行政を運営していくためには、事業の成果だけを求めるのではなく、効率

的で効果的な行政運営を心がけるとともに、市民の皆様に対しまして説明責任を果たすことが重要

であると考えております。 

平成１９年６月、教育委員会の組織やその運営方法等を定めた「地方教育行政の組織及び運営

に関する法律」が改正され、各教育委員会は、毎年、教育に関する事務の管理執行状況について、

点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成して、議会に報告するともに、公表しなけれ

ばならないことが定められました。 

上尾市教育委員会では、法の趣旨に則り、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民の

皆様への説明責任を果たすため、平成１９年度に実施した教育に関する事務について、点検及び

評価を実施し、本報告書を作成しました。 

今後は、市民の皆様からいただく貴重なご意見を真摯に受け止めるとともに、自己の点検評価の

結果と教育に関し学識経験を有する方々からのご意見を踏まえ、改善すべき点は改善し、各事業

をより効率的に、効果的に実施してまいります。 

 

平成２１年３月  上尾市教育委員会 
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１１１１１１１１        点点点点点点点点検検検検検検検検評評評評評評評評価価価価価価価価制制制制制制制制度度度度度度度度のののののののの趣趣趣趣趣趣趣趣旨旨旨旨旨旨旨旨        

平成１８年１２月の教育基本法の改正、平成１９年３月の中央教育審議会答申等を踏まえ、平成

１９年６月、教育委員会の組織やその運営方法等を定めた「地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律」が改正されました。この法改正の大きな柱の一つである『地方における教育行政の中心的

な担い手である教育委員会が、より高い使命感をもって責任を果たすために、教育委員会の責任体

制の明確化を図ること』を実現する一つの方策として、平成２０年４月１日から、各教育委員会は、

毎年、教育に関する事務の管理執行状況について、点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成して、議会に報告するともに、公表しなければならないことが定められました。 

さらに、この点検評価の実施に当たっては、教育に関し学識経験を有する者の意見を聴取する機

会を設けるなど、知見を活用することにより、教育委員会が行った点検評価結果の客観性を確保す

ることが求められています。 

 

２２２２２２２２        上上上上上上上上尾尾尾尾尾尾尾尾市市市市市市市市教教教教教教教教育育育育育育育育委委委委委委委委員員員員員員員員会会会会会会会会ににににににににおおおおおおおおけけけけけけけけるるるるるるるる点点点点点点点点検検検検検検検検評評評評評評評評価価価価価価価価のののののののの対対対対対対対対象象象象象象象象事事事事事事事事業業業業業業業業        

本年度の点検及び評価は、平成１９年度に教育委員会が実施した事業のうち、上尾市行財政３ヵ年

実施計画に掲げられている教育委員会所管の７２の事業を対象としています。 

この行財政３か年実施計画は、総合計画の基本計画に位置付けられた施策から、財政フレームとの

整合性を図りながら３年間で積極的・重点的に行う施策を選択し、毎年度見直しを行いながら計画的な

行財政運営を遂行するための実施計画であり、「経常的事業」以外の全ての事業を政策的事業に位置

付けています。 

        

３３３３３３３３        上上上上上上上上尾尾尾尾尾尾尾尾市市市市市市市市教教教教教教教教育育育育育育育育委委委委委委委委員員員員員員員員会会会会会会会会ににににににににおおおおおおおおけけけけけけけけるるるるるるるる点点点点点点点点検検検検検検検検評評評評評評評評価価価価価価価価のののののののの方方方方方方方方法法法法法法法法        

点検及び評価の実施にあたっては、７２の事業について、その進捗状況、事業の課題を分析し、今後

の取組みの方向性等について、教育委員会自ら点検評価を実施しました。また、客観性を確保する観

点から、教育に関し学識経験を有する方からご意見ご助言をいただくこととしました。 

聖学院大学教授   小川  洋  氏  （おがわ よう） 

弁護士         甲原 裕子 氏  （こうはら ゆうこ）       ※５０音順 

 

 

○○○○地方教育行政地方教育行政地方教育行政地方教育行政のののの組織及組織及組織及組織及びびびび運営運営運営運営にににに関関関関するするするする法律法律法律法律（（（（昭和昭和昭和昭和３１３１３１３１年法律第年法律第年法律第年法律第１６２１６２１６２１６２号号号号））））［抜粋］    

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委

任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局職員等に委

任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その

結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用を図るものとする。 
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〔 Ⅰ 平成１９年度 教育費決算 〕 3 

ⅠⅠⅠⅠ    平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度 教育費決算教育費決算教育費決算教育費決算 

１ 教育費決算 節別内訳 （一般会計） 

  教育費合計 教育総務費 小学校費 中学校費 幼稚園費 社会教育費 保健体育費 

１節 報酬 133,464,772 33,146,662 0 0 363,750 34,782,000 65,172,360 

２節 給料 831,111,176 202,705,095 83,053,200 15,541,200 18,871,200 246,967,668 263,972,813 

３節 職員手当等 498,289,851 129,712,581 47,129,774 8,958,052 11,829,363 145,712,000 154,948,081 

４節 共済費 221,968,886 53,133,852 24,164,598 4,513,556 5,334,526 63,333,606 71,488,748 

５節 災害補償費 0 0 0 0 0 0 0 

６節 恩給退職年金 0 0 0 0 0 0 0 

７節 賃金 270,289,993 148,883,938 0 0 99,950 3,983,090 117,323,015 

８節 報償費 19,928,517 5,328,800 2,352,190 2,256,333 26,989 8,489,607 1,474,598 

９節 旅費 2,520,787 1,497,126 17,171 0 107,897 748,510 150,083 

１０節 交際費 398,000 398,000 0 0 0 0 0 

１１節 需用費 610,841,264 26,859,988 260,155,305 133,087,390 1,504,719 55,188,800 134,045,062 

 消耗品費 158,152,424 22,661,601 60,594,060 36,632,932 599,483 12,065,960 25,598,388 

 燃料費 59,304,785 0 5,918,977 3,745,282 276,831 446,860 48,916,835 

 食糧費 371,500 0 0 0 0 87,180 284,320 

 印刷製本費 13,188,882 4,198,387 2,837,708 1,449,362 303,575 1,965,764 2,434,086 

 光熱水費 266,048,129 0 141,035,634 64,591,022 0 31,030,922 29,390,551 

 修繕料 103,186,052 0 49,768,926 26,668,792 313,830 9,570,083 16,864,421 

 賄材料費 0 0 0 0 0 0 0 

 飼料費 0 0 0 0 0 0 0 

 医薬材料費 10,589,492 0 0 0 11,000 22,031 10,556,461 

１２節 役務費 40,458,190 1,391,198 17,076,814 11,194,715 183,821 4,341,520 6,270,122 

１３節 委託料 679,353,929 93,718,151 117,690,262 40,722,168 626,640 138,652,831 287,943,877 

１４節 使用料及び賃借料 245,647,981 1,908,515 107,933,169 59,382,089 19,910 55,732,453 20,671,845 

１５節 工事請負費 1,030,380,540 0 411,586,350 579,363,750 1,299,900 35,612,640 2,517,900 

１６節 原材料費 2,233,163 0 1,379,451 636,403 0 0 217,309 

１７節 公有財産購入費 0 0 0 0 0 0 0 

１８節 備品購入費 198,865,344 0 60,756,394 37,454,257 646,560 75,481,358 24,526,775 

１９節 負担金補助及び交付金 407,278,390 23,904,056 6,584,000 7,310,000 314,364,870 7,985,004 47,130,460 

２０節 扶助費 101,490,836 0 19,754,945 24,050,999 0 0 57,684,892 

２１節 貸付金 6,060,000 6,060,000 0 0 0 0 0 

２２節 補償・補てん及び賠償金 0 0 0 0 0 0 0 

２３節 償還金・利子及び割引料 0 0 0 0 0 0 0 

２４節 投資及び出資金 0 0 0 0 0 0 0 

２５節 積立金 141,134 0 0 0 0 141,134 0 

２６節 寄附金 0 0 0 0 0 0 0 

２７節 公課費 0 0 0 0 0 0 0 

２８節 繰出金 0 0 0 0 0 0 0 

合  計 5,300,722,753 728,647,962 1,159,633,623 924,470,912 355,280,095 877,152,221 1,255,537,940 

 

（単位：円） 
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4 〔 Ⅰ 平成１９年度 教育費決算 〕 

２ 教育費決算 性質別歳出内訳及び財源内訳 （普通会計） 

保健体育費 
 総 額 教育総務費 小学校費 中学校費 幼稚園費 社会教育費 

体育施設費等 学校給食費 

人件費 １，６８２，１３９ ４１９，１８１ １８８，５３４ ５１，９６０ ３６，３６０ ４９１，４６６ ２０３，７６３ ２９０，８７５ 

物件費 １，９００，５６３ ８８，７００ ６１６，２７３ ３４７，５７３ ７１３ ３２６，６６３ ６３，６３０ ４５７，０１１ 

維持補修費 ３５，６３１  ２１，９８１ １０，７７７  ２，２０５ ２９３ ３７５ 

扶助費 １０３，６７０  １９，５９２ ２３，７７１ ２，６２２  １，１２４ ５６，５６１ 

補助費等 ４２８，８００ ３４３，６９７ ２０，５０７ １７，３５０ ９０ １７，２１１ ２９，５２８ ４１７ 

普通建設事業費 １，４０９，０８８  ４８３，４０３ ６０９，２７１ １，３３９ ３１２，４８２ ２，５９３  

積立金 １４１     １４１   

投資及び出資金         

貸付金 ６，０６０ ６，０６０       

繰出金         

歳出合計 ５，５６６，０９２ ８５７，６３８ １，３５０，２９０ １，０６０，７０２ ４１，１２４ １，１５０，１６８ ３００，９３１ ８０５，２３９ 

国庫支出金 ３３５，２７１ ５８，２９２ ９８，２７７ １７８，１５８  ５００ ４４  

都道府県支出金 ２４，６９９ ２２，２７３ ６５２ １，５２４  ２５０   

使用料・手数料 ４５，６７８    ７，３２０ １８，６１０ １９，７４８  

分担金・負担金 
・寄付金 ７     ７   

財産収入 １３４     １３４   

繰入金         

諸収入 １９，７６７ １４，１９５    ４，５８４ ９８８  

繰越金 ７７，３７７  ２８，６２１ ４８，７５６     

地方債 ６３７，５００  １４９，４００ ２４７，６００  ２４０，５００   

一般財源等 ４，４２５，６５９ ７６２，８７８ １，０７３，３４０ ５８４，６６４ ３３，８０４ ８８５，５８３ ２８０，１５１ ８０５，２３９ 

［出典：平成１９年度 地方財政状況調査（１１表）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人件費：報酬、給料、手当等、一定の勤務に対する
対価、報酬として地方公共団体から支払われる一切
の経費。 

物件費：人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以
外の地方公共団体が支出する消費的性質の経費の
総称で、パート賃金、旅費、教育委員会交際費、需
用費、役務費、備品購入費、報償費、委託料、使用
料及び賃借料、原材料費等をいう。 

維持補修費：地方公共団体が管理する公共用又は公
用施設の効用を維持するための経費をいう。 

扶助費：地方公共団体が法律に基づいて支給する費
用及び地方公共団体が単独で行う各種扶助の支出額
をいう。教育費では就学援助費等が該当する。 

補助費等：報償費のうち報償金及び賞賜金、役務費
のうち保険料、物件費に計上されない委託料、負担
金補助及び交付金、公課費などをいう。 

普通建設事業費：投資的経費の代表的なもので、道
路、橋りょう、学校などの建設・大規模修繕等に要
する経費。 

（単位：千円） 

物件費 
１，９００，５６３ 
（３４．１５％） 

人件費 
１，６８２，１３９

（３０．２２％） 

普通建設事業費 
１，４０９，０８８ 

（２５．３２％） 

維持補修費 
３５，６３１ 
（０．６４％） 

補助費等 
４２８，８００ 
（７．７０％） 

扶助費 
１０３，６７０ 
（１．８６％） 



〔 第２部 平成１９年度教育委員会の活動状況 〕 

〔 Ⅰ 平成１９年度 教育費決算 〕 5 

３ 一般会計・教育費歳出決算額の推移 
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     ※平成 16 年度一般会計歳出決算額については、減税補てん債借換債の額を除いた金額 

 

 

  教育総務費 小学校費 中学校費 幼稚園費 社会教育費 保健体育費 教育費 合計 

平成１０年度 671,245,010 1,866,029,143 948,504,878 282,016,620 930,385,828 1,590,453,120 6,288,634,599 

平成１１年度 627,325,346 1,682,286,965 966,467,762 292,983,961 957,007,491 1,560,277,438 6,086,348,963 

平成１２年度 650,240,718 1,940,640,935 1,521,166,235 400,362,546 929,326,241 1,484,150,363 6,925,887,038 

平成１３年度 669,990,999 1,622,574,390 797,628,858 322,915,019 994,894,467 1,405,791,309 5,813,795,042 

平成１４年度 692,839,790 2,349,331,019 570,026,237 343,571,595 938,128,728 1,419,296,002 6,313,193,371 

平成１５年度 722,452,630 1,434,802,075 521,193,590 339,829,795 909,768,579 1,355,541,212 5,283,587,881 

平成１６年度 725,433,972 1,319,977,332 488,190,111 359,627,499 975,589,484 1,294,158,846 5,162,977,244 

平成１７年度 748,159,084 1,413,347,842 474,620,752 359,665,665 1,208,903,848 1,292,397,530 5,497,094,721 

平成１８年度 708,236,734 1,742,294,265 463,654,326 350,290,465 846,117,609 1,295,276,923 5,405,870,322 

平成１９年度 728,647,962 1,159,633,623 924,470,912 355,280,095 877,152,221 1,255,537,940 5,300,722,753 

 
  一般会計歳出額 教育費 合計 構成比（%） 増減率（%） 

平成 1０年度 51,034,598,745 6,288,634,599 12.32  

平成１１年度 53,430,839,240 6,086,348,963 11.39 ▲3.22 

平成１２年度 50,909,438,661 6,925,887,038 13.60 13.79 

平成１３年度 54,036,327,088 5,813,795,042 10.76 ▲16.06 

平成１４年度 50,389,327,787 6,313,193,371 12.53 8.59 

平成１５年度 53,794,998,277 5,283,587,881 9.82 ▲16.31 

平成１６年度 49,819,808,570 5,162,977,244 10.36 ▲2.28 

平成１７年度 48,968,489,988 5,497,094,721 11.23 6.47 

平成１８年度 49,803,916,276 5,405,870,322 10.85 ▲1.66 

平成１９年度 51,536,553,337 5,300,722,753 10.29 ▲1.95 

 

（単位：千円） 

一般会計決算額 教育費決算額 
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6 〔Ⅱ 教育委員会会議 〕 

ⅡⅡⅡⅡ    教育委員会会議教育委員会会議教育委員会会議教育委員会会議 

１ 教育委員会会議の開催状況 

定例会・臨時会 開催日時 場 所 出席委員数 

平成１９年４月定例会 
平成１９年４月２４日（火） 

１５：０５～１６：５０ 
上尾市役所 教育委員室 ５名 

平成１９年５月定例会 
平成１９年５月２２日（火） 

１０：００～１０：５０ 
〃 ５名 

平成１９年６月定例会 
平成１９年６月２７日（水） 

１４：００～１６：００ 
〃 ５名 

平成１９年７月定例会 
平成１９年７月２０日（金） 

１４：００～１４：４０ 
〃 ５名 

平成１９年８月定例会 
平成１９年８月２２日（水） 

１４：００～１４：５０ 
〃 ５名 

平成１９年９月定例会 
平成１９年９月２５日（水） 

１４：００～１５：０５ 
〃 ５名 

平成１９年第２回臨時会 
平成１９年１０月１１日（木） 

１７：１０～１７：３０ 
〃 ４名 

平成１９年１０月定例会 
平成１９年１０月２３日（火） 

１４：００～１４：３０ 
〃 ４名 

平成１９年１１月定例会 
平成１９年１１月２１日（水） 

１５：３５～１６：４０ 
〃 ４名 

平成１９年１２月定例会 
平成１９年１２月２８日（金） 

１０：００～１０：４５ 
〃 ５名 

平成２０年１月定例会 
平成２０年１月２３日（水） 

１５：４０～１６：００ 
〃 ５名 

平成２０年２月定例会 
平成２０年２月２０日（木） 

１４：００～１４：５０ 
〃 ５名 

平成２０年第１回臨時会 
平成２０年２月２８日（木） 

１３：５０～１４：２０ 
〃 ５名 

平成２０年３月定例会 
平成２０年３月２４日（月） 

１４：２０～１５：１５ 
〃 ５名 

２ 教育委員会議決案件 

議案番号 議 案 名 
採決 
結果 

議決番号 
議決 

年月日 

議案第１２号 工事計画について 
全員一致 

可決 
議決第１２号 

議案第１３号 
上尾市教育委員会事務委任規則の一部を改正する 
規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第１３号 

議案第１４号 
上尾市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する 
規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第１４号 

議案第１５号 上尾市図書館協議会委員の任命について 
全員一致 

可決 
議決第１５号 

議案第１６号 
上尾市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の
公務災害補償に関する条例施行規則の一部を改正す
る規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第１６号 

議案第１７号 学校医の委嘱について 
全員一致 

可決 
議決第１７号 

平成１９年 
４月２４日 
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議案番号 議 案 名 
採決 
結果 

議決番号 
議決 

年月日 

議案第１８号 産業医の委嘱について 
全員一致 

可決 
議決第１８号 

議案第１９号 衛生管理者の任命について 
全員一致 

可決 
議決第１９号 

議案第２０号 
上尾市小・中学校結核対策委員会委員の委嘱 
又は任命について 

全員一致 
可決 

議決第２０号 

平成１９年 
４月２４日 

議案第２１号 
上尾市人権教育推進協議会委員の委嘱及び任命 
について 

全員一致 
可決 

議決第２１号 

議案第２２号 
上尾市立人権教育集会所運営委員会委員の委嘱 
及び任命について 

全員一致 
可決 

議決第２２号 

議案第２３号 
上尾市図書館規則の一部を改正する規則の制定 
について 

全員一致 
可決 

議決第２３号 

議案第２４号 
上尾市立小・中学校通学区域検討協議会委員の委嘱又
は任命について 

全員一致 
可決 

議決第２４号 

議案第２５号 上尾市幼児教育振興協議会委員の任命について 
全員一致 

可決 
議決第２５号 

議案第２６号 
上尾市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の
公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 

全員一致 
可決 

議決第２６号 

議案第２７号 
上尾市立小学校給食運営委員会の委嘱又は任命につ
いて 

全員一致 
可決 

議決第２７号 

議案第２８号 
上尾市立中学校給食共同調理場運営委員会委員の委
嘱又は任命について 

全員一致 
可決 

議決第２８号 

平成１９年 

５月２２日 

議案第２９号 上尾市社会教育委員の任命について 
全員一致 

可決 
議決第２９号 

議案第３０号 上尾市スポーツ振興審議会委員の任命について 
全員一致 

可決 
議決第３０号 

議案第３１号 
上尾市立小・中学校通学区域検討協議会委員の委嘱又
は任命について 

全員一致 
可決 

議決第３１号 

議案第３２号 学校医の委嘱について 
全員一致 

可決 
議決第３２号 

平成１９年 
６月２７日 

議案第３３号 上尾市図書館協議会委員の委嘱又は任命について 
全員一致 

可決 
議決第３３号 

平成１９年 
７月２０日 

議案第３４号 
学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う 
関係条例の整理に関する条例の制定について 

全員一致 
可決 

議決第３４号 
平成１９年 
８月２２日 

議案第３５号 
上尾市入学準備金・奨学金貸付条例の一部を改正 
する条例の制定について 

全員一致 
可決 

議決第３５号 

議案第３６号 
上尾市教育委員会事務局組織規則及び上尾市教育委
員会の所管に属する機関の職制等に関する規則の 
一部を改正する規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第３６号 

議案第３７号 
上尾市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定 
について 

全員一致 
可決 

議決第３７号 

議案第３８号 
上尾市図書館規則の一部を改正する規則の制定 
について 

全員一致 
可決 

議決第３８号 

議案第３９号 上尾市就学支援委員の委嘱又は任命について 
全員一致 

可決 
議決第３９号 

平成１９年 
９月２５日 
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議案番号 議 案 名 
採決 
結果 

議決番号 
議決 

年月日 

議案第４０号 教育委員会事務局管理職の人事異動について 
全員一致 

可決 
議決第４０号 

平成１９年 
９月２５日 

議案第４１号 教育委員会委員の辞職の同意について 
全員一致 

可決 
議決第４１号 

平成１９年 
１０月１１日 

議案第４２号 
上尾市図書館規則の一部を改正する規則等の一部を
改正する規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第４２号 
平成１９年 

１０月２３日 

議案第４３号 平成２０年度市費学校職員人事異動方針について 
全員一致 

可決 
議決第４３号 

議案第４４号 
上尾市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定
について 

全員一致 
可決 

議決第４４号 

議案第４５号 
学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係教育委員会規則の整理に関する規則の制定 
について 

全員一致 
可決 

議決第４５号 

議案第４６号 
上尾市立公民館条例の一部を改正する条例の制定 
について 

全員一致 
可決 

議決第４６号 

平成１９年 
１１月２１日 

議案第４７号 教育委員会事務局管理職の人事異動について 
全員一致 

可決 
議決第４７号 

平成１９年 
１２月２８日 

議案第１号 
学校教育法施行規則の一部改正に伴う関係規則の 
整理に関する規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第１号 

議案第２号 上尾市スポーツ振興審議会委員の委嘱について 
全員一致 

可決 
議決第２号 

議案第３号 
上尾市立小・中学校通学区域検討協議会委員の委嘱に
ついて 

全員一致 
可決 

議決第３号 

平成２０年 
１月２３日 

議案第４号 
上尾市教育委員会公印規則の一部を改正する規則の
制定について 

全員一致 
可決 

議決第４号 

議案第５号 
上尾市立小・中学校管理規則の一部を改正する 
規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第５号 

平成２０年 
２月２０日 

議案第６号 平成２０年度当初教職員人事異動について 
全員一致 

可決 
議決第６号 

平成２０年 
２月２８日 

議案第７号 
平成２０年度上尾市教育委員会教育行政重点施策 
について 

全員一致 
可決 

議決第７号 

議案第８号 
上尾市教育委員会事務委任規則の一部を改正する 
規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第８号 

議案第９号 
上尾市立公民館管理規則の一部を改正する規則の 
制定について 

全員一致 
可決 

議決第９号 

議案第１０号 上尾市社会教育指導員の委嘱について 
全員一致 

可決 
議決第１０号 

議案第１１号 
上尾市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則の
制定について 

全員一致 
可決 

議決第１１号 

議案第１２号 
上尾市立小・中学校職員服務規程の一部を改正する規
則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第１２号 

議案第１３号 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について 
全員一致 

可決 
議決第１３号 

議案第１４号 
平成２０年度当初教育委員会事務局管理職の 
人事異動について 

全員一致 
可決 

議決第１４号 

平成２０年 

３月２４日 
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ⅠⅠⅠⅠ    教育環境教育環境教育環境教育環境のののの整備整備整備整備・・・・充実充実充実充実 

１ 現況と課題 

学校教育では、社会環境の変化や地方分権が進められる中、情報化、国際化、環境問題、人権教育

などの様々な課題に対応した教育を推進し、学校と家庭、地域住民が連携し地域に開かれた特色ある

学校づくりをする必要があります。そのためには、学校経営の改善・充実、教職員の指導力の強化や

専門性を高めるなどの教職員の資質向上、少人数学級編制、習熟の程度に応じた学習などの多様な指

導形態、指導方法の展開が求められています。上尾市教育委員会においては、全国に先駆けて実施し

てきた３０人程度学級「あげおっ子アッピープラン」を引き続き実施するほか、文部科学省や埼玉県

教育委員会の委嘱を受けるなど、様々な指導方法の研究を進めてきました。 

また、大地震等に備え各学校の耐震化、児童生徒を犯罪から守るための防犯対策など、より安心・

安全な学校づくりが喫緊の課題になっております。上尾市教育委員会においても、上尾市立小・中学

校耐震化推進計画に基づき、校舎の耐震化を２４年度までに、屋内運動場の耐震化を２５年度までに

実施します。 

さらには、人口の地域的な偏り等、学校規模の不均衡が広がりつつあり適正化が求められています。

このような状況を踏まえ、長期的に児童生徒数を予測し、学校規模の適正化を図るとともに、通学区

域について総合的な見直しを行うことにより、児童生徒にとってより適切な学習環境の実現を推進し

ていかなければなりません。 

また、児童生徒のいじめ、不登校、非行等の増加に伴い、学校や関係機関と連携した教育相談体制

の充実が必要となっており、教育センターを中心に、児童生徒・保護者の相談に応じ問題解決に当た

るとともに、教員への研修会等を積極的に実施する等、相談体制の充実を図ります。                          

２ 平成１９年度に実施した主な事業 

 ① 開かれた特色ある学校づくりへの対応  

（１） ３０人程度学級「あげおっ子アッピープラン」事業 

（２） 学校支援事業 

（３） 元気な学校をつくる地域連携推進事業 

（４） 小学校理科支援員配置事業

 ② 教育施設、教材・教具の充実 

（５） 小学校校舎大規模改造(耐震補強)事業 

（６） 中学校校舎大規模改造(耐震補強)事業 

（７） 小学校コンピュータ整備事業 

（８） 小学校図書整備事業 

（９） 小学校給水設備改修事業 

（１０） 中学校コンピュータ整備事業 

（１１） 中学校図書整備事業 

（１２） 準教科書・副読本整備事業 

（１３） 学校図書館支援員派遣事業

 ③ 児童生徒の防犯対策 

（１４） 浅間台・小泉地区巡回誘導員配置委託事業 （１５） 学校安全パトロールカー事業

 ④ 教育相談体制の充実 

（１６） さわやか相談室運営事業 

（１７） 不登校児童生徒の学校適応指導事業 

（１８） 教育相談事業 

 ⑤ 教職員の人材の育成 

（１９） 魅力ある学校づくり事業

 ⑥ 就学支援の充実 

（２０） 入学準備金・奨学金貸付事業 

（２１） 幼稚園就園奨励費補助事業 

（２２） 私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 

（２３） 小学校特別支援教育就学奨励事業 

（２４） 中学校特別支援教育就学奨励事業 

（２５） 小学校就学援助費補助事業 

（２６） 中学校就学援助費補助事業 

（２７） 要・準要保護児童生徒医療費援助事業 

（２８） 準要保護児童生徒給食費援助事業
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整理番号 １ 事業名 ３３３３３３３３００００００００人人人人人人人人程程程程程程程程度度度度度度度度学学学学学学学学級級級級級級級級「「「「「「「「ああああああああげげげげげげげげおおおおおおおおっっっっっっっっ子子子子子子子子アアアアアアアアッッッッッッッッピピピピピピピピーーーーーーーーププププププププラララララララランンンンンンンン」」」」」」」」事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 学務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小学１年生・２年生  中学１年生 

対象人数・対象数 

小学１年生 ２，２２０人 

小学２年生 ２，２５７人 

中学１年生 ２，０４５人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 

子どもの個性を伸ばし豊かな人間性を育むために、小学校１年生、２年生及び中学

校１年生を対象に１クラス３０人程度学級を編制するため、上尾市独自に臨時教員

を採用する。 

事業の目的・目標 
学級集団の少人数化を図ることは、きめ細やかな個に応じた指導の徹底ができ、基

礎学力の向上に効果が出る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

８２，８７１ 千円 

［内訳］ 

○賃金：82,278,221  ○旅費：592,863 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

少人数学級補助員数   ２６人 

アンケートによる満足度調査 保護者・教員の満足度  ９５％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

小学校教育小学校教育小学校教育小学校教育のののの初期初期初期初期であるであるであるである１１１１・・・・２２２２年生年生年生年生ではではではでは、、、、基本的生活習慣基本的生活習慣基本的生活習慣基本的生活習慣のののの育成育成育成育成やややや学校生活学校生活学校生活学校生活にににに

おけるおけるおけるおけるルールルールルールルールのののの獲得獲得獲得獲得などになどになどになどに応応応応じたじたじたじた指導指導指導指導がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。中学中学中学中学１１１１年生年生年生年生はははは、、、、学級担任学級担任学級担任学級担任

制制制制からからからから教科担任制教科担任制教科担任制教科担任制へのへのへのへの移行移行移行移行というというというという教育教育教育教育システムシステムシステムシステムのののの変化変化変化変化やややや、、、、複数複数複数複数のののの小学校小学校小学校小学校からのからのからのからの

中学進学中学進学中学進学中学進学というというというという生活環境等生活環境等生活環境等生活環境等のののの変化変化変化変化によりによりによりにより、、、、学習不学習不学習不学習不適応適応適応適応やややや不登校不登校不登校不登校などのなどのなどのなどの増加増加増加増加がががが著著著著

しくなるしくなるしくなるしくなる。。。。このようなこのようなこのようなこのような状況状況状況状況ををををクラスクラスクラスクラスのののの人数人数人数人数をををを少人数化少人数化少人数化少人数化することによりすることによりすることによりすることにより、、、、きめきめきめきめ細細細細

やかなやかなやかなやかな指導指導指導指導ができができができができ、、、、不登校不登校不登校不登校・・・・いじめいじめいじめいじめなどのなどのなどのなどの解決解決解決解決につなにつなにつなにつながるがるがるがる。。。。    

効率性 

①①①①３０３０３０３０人程度人程度人程度人程度のののの規模規模規模規模ではではではでは、、、、授業授業授業授業のののの中中中中できめできめできめできめ細細細細やかにやかにやかにやかに児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒１１１１人人人人ひとりをひとりをひとりをひとりを評価評価評価評価

することすることすることすることできできできでき、、、、形成的評価形成的評価形成的評価形成的評価をををを取取取取りりりり入入入入れたれたれたれた個個個個にににに応応応応じたじたじたじた指導指導指導指導がががが一層効果的一層効果的一層効果的一層効果的にににに実施実施実施実施

できるできるできるできる。。。。    

②②②②個別個別個別個別のののの発表学習発表学習発表学習発表学習のののの機会機会機会機会をををを多多多多くくくく与与与与えることができえることができえることができえることができ、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの表現力表現力表現力表現力、、、、個性発個性発個性発個性発

揮揮揮揮などのなどのなどのなどの向上向上向上向上がががが期待期待期待期待できるできるできるできる。。。。    

③③③③一斉指導一斉指導一斉指導一斉指導をををを行行行行なうなうなうなう際際際際にににに全員全員全員全員がががが視野視野視野視野にににに入入入入るるるる。。。。    

総合評価 

クラスクラスクラスクラス人数人数人数人数をををを少人数化少人数化少人数化少人数化することによりすることによりすることによりすることにより、、、、教師教師教師教師がががが一斉指導一斉指導一斉指導一斉指導をををを行行行行うううう際際際際にににに全員全員全員全員がががが視野視野視野視野

にににに入入入入りりりり、、、、きめきめきめきめ細細細細やかなやかなやかなやかな指導指導指導指導ができができができができ、、、、子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの基礎学力基礎学力基礎学力基礎学力のののの向上向上向上向上につながってにつながってにつながってにつながって

いるいるいるいる。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～学校支援事業～ 〕 11 

 

整理番号 ２ 事業名 学学学学学学学学校校校校校校校校支支支支支支支支援援援援援援援援事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小中学校の児童生徒 

対象人数・対象数 小中学校の全児童生徒 １９，２２３名   （１９年５月１日現在） 

事業内容 

「総合的な学習の時間」の外部指導者や学校の教育活動を支援する学校支援ボラン

ティアのために、「学校支援ボランティア傷害保険」に一括加入する。小中学校校

外行事実施に係る引率者の入場料等の経費を負担する。子どもが主体的にたくまし

く生きていく指針となる「上尾市子ども憲章」の普及活動の実施と学級増に伴う掲

示パネルの追加作成をする。 

事業の目的・目標 

総合的な学習の時間等に専門的な知識や技能をもつ外部指導者や学校支援ボラン

ティアを導入することで、体験活動をはじめ、学習活動の充実を図り、豊かな人間

性や社会性を育てる。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

２０２ 千円 

［内訳］ 

○報償費：82,000  ○役務費：61,864  ○使用料及び賃借料：57,780 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

活用状況 ボランティア活用校÷３４校×１００ １００％ 

活用実績 ボランティア活動人数 ５１４人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
各学校各学校各学校各学校においてにおいてにおいてにおいて、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒やややや地域地域地域地域のののの実態実態実態実態にににに応応応応じたじたじたじた特色特色特色特色あるあるあるある活動活動活動活動をををを推進推進推進推進していくしていくしていくしていく

ためにためにためにために、、、、外部指導者外部指導者外部指導者外部指導者、、、、学校支援学校支援学校支援学校支援ボランティアボランティアボランティアボランティアのののの協力協力協力協力がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 

外部指導者外部指導者外部指導者外部指導者やややや学校支援学校支援学校支援学校支援ボランティアボランティアボランティアボランティアのののの協力協力協力協力をををを得得得得るためにるためにるためにるために必要必要必要必要なななな保保保保険険険険のののの手当手当手当手当なななな

どどどど、、、、教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会でででで事務事務事務事務をををを一括一括一括一括してしてしてして行行行行うことによりうことによりうことによりうことにより、、、、各学校各学校各学校各学校のののの外部指導者外部指導者外部指導者外部指導者のののの活用活用活用活用

などをなどをなどをなどを促進促進促進促進しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

各学校各学校各学校各学校がががが、、、、総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習のののの時間等時間等時間等時間等にににに専門専門専門専門的的的的なななな知識知識知識知識やややや技能技能技能技能をををを持持持持つつつつ外部指導者外部指導者外部指導者外部指導者やややや学学学学

校支援校支援校支援校支援ボランティアボランティアボランティアボランティアをををを積極的積極的積極的積極的にににに活用活用活用活用しておりしておりしておりしており、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒にとってにとってにとってにとって魅力魅力魅力魅力あるあるあるある教育教育教育教育

活動活動活動活動がががが展開展開展開展開されされされされ、、、、体験活動体験活動体験活動体験活動のののの充実充実充実充実などがなどがなどがなどが図図図図られているられているられているられている。。。。    

 



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

12 〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～元気な学校をつくる地域連携推進事業～ 〕 

 

整理番号 ３ 事業名 元元元元元元元元気気気気気気気気なななななななな学学学学学学学学校校校校校校校校ををををををををつつつつつつつつくくくくくくくくるるるるるるるる地地地地地地地地域域域域域域域域連連連連連連連連携携携携携携携携推推推推推推推推進進進進進進進進事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小中学校 

対象人数・対象数 ３３校 

事業内容 

学校が積極的に家庭や地域社会の教育に関わることにより、学校の活性化を図ると

ともに、家庭や地域社会の教育力の向上を目指し、学校・家庭・地域社会が一体と

なって子どもの育成に取り組む。地域から学校応援団を組織するとともにコーディ

ネーターを介して、学校に対しての学習支援や環境整備、児童の安全確保・事故防

止の支援などを行う。 

事業の目的・目標 

地域の方々が、子どもの育成に取り組む活動のため学校を訪れる機会が増えること

により学校をより深く理解することができ、地域で子どもを育てるという意識を高

める。また、たくさんの応援団の方の専門的な知識や、すぐれた技術に触れること

で、学習活動を深める。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１，５００ 千円 

［内訳］ 

 ○負担金、補助及び交付金：1,500,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

モデル校研究発表会の開催 市内小・中学校参加率 １００％ 

参加者数 研究発表会参加者数 ５２９人 

◎ 教育委員会の評価の結果 

必要性 

学校学校学校学校、、、、保護者保護者保護者保護者、、、、地域地域地域地域がひとつになりがひとつになりがひとつになりがひとつになり子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの育成育成育成育成をををを図図図図ることはることはることはることは、、、、学校学校学校学校のののの活活活活

性化性化性化性化、、、、授業授業授業授業のののの充実充実充実充実、、、、家庭及家庭及家庭及家庭及びびびび地域地域地域地域のののの教育力教育力教育力教育力のののの向上向上向上向上にににに結結結結びつくびつくびつくびつく。。。。またまたまたまた、、、、子子子子どもたどもたどもたどもた

ちにとってちにとってちにとってちにとって学校学校学校学校がががが安心安心安心安心・・・・安全安全安全安全でででで楽楽楽楽しくしくしくしく学学学学べるべるべるべる場所場所場所場所としてとしてとしてとして確立確立確立確立されていくためにされていくためにされていくためにされていくために

必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 

各学校各学校各学校各学校においてにおいてにおいてにおいて、、、、学校応援団学校応援団学校応援団学校応援団がががが組織組織組織組織されされされされ、、、、学校学校学校学校・・・・家庭家庭家庭家庭・・・・地域社会地域社会地域社会地域社会がががが一体一体一体一体ととととなっなっなっなっ

たたたた教育活動教育活動教育活動教育活動がががが展開展開展開展開されることによりされることによりされることによりされることにより、、、、各学校各学校各学校各学校のののの教育活動教育活動教育活動教育活動がががが充実充実充実充実しししし、、、、上尾市全体上尾市全体上尾市全体上尾市全体

のののの教育力教育力教育力教育力のののの向上向上向上向上ににににつなつなつなつながるがるがるがる。。。。    

総合評価 

埼玉県教育委員会埼玉県教育委員会埼玉県教育委員会埼玉県教育委員会「「「「元気元気元気元気なななな学校学校学校学校をつくるをつくるをつくるをつくる地域連携推進事業地域連携推進事業地域連携推進事業地域連携推進事業」」」」のののの委嘱委嘱委嘱委嘱をををを受受受受けてけてけてけて、、、、

学校応援団学校応援団学校応援団学校応援団のののの活動活動活動活動にににに取組取組取組取組んだんだんだんだ上尾小学校上尾小学校上尾小学校上尾小学校のののの実践実践実践実践はははは、、、、県内各校県内各校県内各校県内各校ののののモデルモデルモデルモデルとなったとなったとなったとなった。。。。

今後今後今後今後、、、、モデルモデルモデルモデル校校校校のののの取組取組取組取組をををを広広広広めめめめ、、、、市内全小市内全小市内全小市内全小・・・・中学校中学校中学校中学校にににに学校応援団学校応援団学校応援団学校応援団のののの組織化組織化組織化組織化をををを図図図図るるるる

必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～小学校理科支援員配置事業～ 〕13 

 

整理番号 ４ 事業名 小小小小小小小小学学学学学学学学校校校校校校校校理理理理理理理理科科科科科科科科支支支支支支支支援援援援援援援援員員員員員員員員配配配配配配配配置置置置置置置置事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小学校８校の第５，６学年児童 

対象人数・対象数 １，７３１人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 

小学校に理科支援員を配置し、５・６年生の観察や実験など体験的な学習における

教員への支援、児童への学習支援を行うことにより、小学校理科教育の一層の充実

を図る。 

事業の目的・目標 
上尾市立小学校に理科支援員を配置することで、第５，６学年児童の理科授業にお

ける観察・実験活動の充実を図り、理科が好きな児童を育てる。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

６２８ 千円 

［内訳］ 

 ○報償費：602,000  ○役務費：25,520 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

理科支援員配置校数 小学校数 ８校 

理科支援員配置実績 理科教育充実に資する支援時間 ６０２時間 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

文部科学省文部科学省文部科学省文部科学省がががが推進推進推進推進するするするする「「「「理数教育理数教育理数教育理数教育のののの充実充実充実充実」」」」のためののためののためののための施策施策施策施策でありでありでありであり、、、、新学習指導要新学習指導要新学習指導要新学習指導要

領領領領のののの重点項目重点項目重点項目重点項目のののの一一一一つでもあるつでもあるつでもあるつでもある。。。。理科離理科離理科離理科離れがれがれがれが進進進進みつつあるみつつあるみつつあるみつつある学校教育学校教育学校教育学校教育のののの中中中中でででで、、、、観察観察観察観察・・・・

実験等実験等実験等実験等のののの体験活動体験活動体験活動体験活動をををを中心中心中心中心にににに支援支援支援支援するするするする本事業本事業本事業本事業のののの必要性必要性必要性必要性はははは高高高高いいいい。。。。またまたまたまた、、、、理科支援員理科支援員理科支援員理科支援員

配置配置配置配置をををを希望希望希望希望するするするする小学校小学校小学校小学校もももも今後今後今後今後、、、、増加増加増加増加することがすることがすることがすることが予測予測予測予測されるされるされるされる。。。。    

効率性 

小学校小学校小学校小学校がががが希望希望希望希望したしたしたした配置日配置日配置日配置日、、、、配置時数配置時数配置時数配置時数とととと支援員支援員支援員支援員のののの活動日活動日活動日活動日、、、、活動時数活動時数活動時数活動時数をををを適合適合適合適合させてさせてさせてさせて

いるいるいるいる。。。。小学校第小学校第小学校第小学校第５５５５・・・・６６６６学年学年学年学年のののの観察観察観察観察・・・・実験実験実験実験のののの支援支援支援支援をををを行行行行うためにうためにうためにうために最最最最もももも適切適切適切適切なななな日数日数日数日数、、、、

時数時数時数時数をををを事前事前事前事前にににに設定設定設定設定しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

観察観察観察観察・・・・実験実験実験実験をををを充実充実充実充実させることはさせることはさせることはさせることは、、、、理科好理科好理科好理科好きなきなきなきな児童児童児童児童をををを育成育成育成育成するだけでなくするだけでなくするだけでなくするだけでなく、、、、科学科学科学科学

にににに興味興味興味興味をををを持持持持ちちちち、、、、科学的科学的科学的科学的なななな思考力思考力思考力思考力をををを身身身身につけることにつながるにつけることにつながるにつけることにつながるにつけることにつながる。。。。またまたまたまた、、、、文部科学文部科学文部科学文部科学

省省省省がががが推進推進推進推進しているしているしているしている事業事業事業事業でもありでもありでもありでもあり、、、、今後今後今後今後ますますますますますますますます充実充実充実充実させるべきさせるべきさせるべきさせるべき事業事業事業事業であるであるであるである。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

14 〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～小学校校舎大規模改造(耐震補強)事業～ 〕 

 

整理番号 ５ 事業名 小小小小小小小小学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校舎舎舎舎舎舎舎舎大大大大大大大大規規規規規規規規模模模模模模模模改改改改改改改改造造造造造造造造((((((((耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震補補補補補補補補強強強強強強強強))))))))事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 総務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小学校の児童・教職員 

対象人数・対象数 
小学校の児童  １３，２５５人 

小学校の教職員     ８４１人      （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 
建物の強度、粘り強さを基にした耐震診断、耐震補強設計及び耐震補強工事及びト

イレ改修を先行で実施する。続いて老朽化による防水、外壁、内装を改修する。 

事業の目的・目標 
地震発生時に児童等の安全を確保するとともに、地域住民の応急避難場所としての

役割を果たす学校施設にする 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

３１５，９４３ 千円 

［内訳］ 

 ○委託料 42,143,850  ○工事請負費 273,799,050 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

耐震改修の棟別実施率 （改修実施棟数／小学校校舎棟数）×１００  ４２％ 

改修棟数 当該年度改修棟数   ３棟 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

小学校小学校小学校小学校はははは、、、、児童児童児童児童がががが一日一日一日一日のののの大半大半大半大半をををを過過過過ごすごすごすごす学習学習学習学習・・・・生活生活生活生活のののの場場場場であであであであるとるとるとると同時同時同時同時にににに、、、、地震地震地震地震なななな

どのどのどのどの災害時災害時災害時災害時にはにはにはには地域地域地域地域住民住民住民住民のののの応急避難場所応急避難場所応急避難場所応急避難場所としてのとしてのとしてのとしての役割役割役割役割をををを果果果果たすたすたすたすこととなることとなることとなることとなる。。。。いいいい

つつつつ起起起起ここここるかわからないるかわからないるかわからないるかわからない大地震大地震大地震大地震にににに備備備備ええええ、、、、早急早急早急早急なななな耐震補強工事耐震補強工事耐震補強工事耐震補強工事をををを実施実施実施実施することはすることはすることはすることは、、、、

地震発生時地震発生時地震発生時地震発生時におけるにおけるにおけるにおける児童児童児童児童のののの安全安全安全安全をををを確保確保確保確保するためにするためにするためにするために、、、、そのそのそのその必要性必要性必要性必要性はははは極極極極めてめてめてめて高高高高いいいい。。。。    

効率性 

耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能のののの低低低低いいいい校舎校舎校舎校舎のののの耐耐耐耐震化震化震化震化をををを平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度までにまでにまでにまでに、、、、そのそのそのその他他他他のののの校舎校舎校舎校舎をををを平成平成平成平成２４２４２４２４

年度年度年度年度までにまでにまでにまでに、、、、屋内運動場屋内運動場屋内運動場屋内運動場のののの耐震化耐震化耐震化耐震化をををを平成平成平成平成２５２５２５２５年度年度年度年度までにまでにまでにまでに実施実施実施実施するようにするようにするようにするように上尾市上尾市上尾市上尾市

立小立小立小立小・・・・中学校耐震化推進計画中学校耐震化推進計画中学校耐震化推進計画中学校耐震化推進計画をををを策定策定策定策定しししし、、、、計画的計画的計画的計画的にににに事業事業事業事業をををを展開展開展開展開しているしているしているしている。。。。    

総合評価 
安心安心安心安心安全安全安全安全なななな教育環境教育環境教育環境教育環境をををを整備充実整備充実整備充実整備充実するためにするためにするためにするために、、、、国国国国のののの補助制度補助制度補助制度補助制度をををを活用活用活用活用しししし財源財源財源財源のののの確保確保確保確保

にににに努努努努めながらめながらめながらめながら、、、、計画的計画的計画的計画的にににに耐震化耐震化耐震化耐震化をををを進進進進めていめていめていめているるるる。。。。    

    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～中学校校舎大規模改造(耐震補強)事業～ 〕 15 

 

整理番号 ６ 事業名 中中中中中中中中学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校舎舎舎舎舎舎舎舎大大大大大大大大規規規規規規規規模模模模模模模模改改改改改改改改造造造造造造造造((((((((耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震補補補補補補補補強強強強強強強強))))))))事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 総務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 中学校の生徒・教職員 

対象人数・対象数 
中学校の生徒  ５，９６８人 

中学校の教職員    ４０２人     （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 
建物の強度、粘り強さを基にした耐震補強設計及び耐震補強工事及びトイレ改修を

先行で実施する。続いて老朽化による防水、外壁、内装を改修する。 

事業の目的・目標 
地震発生時に生徒等の安全を確保するとともに、地域住民の応急避難場所としての

役割を果たす学校施設にする。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

４７０，０７８ 千円 

［内訳］ 

 ○委託料 11,383,050  ○工事請負費 458,694,600 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

耐震改修の棟別実施率 （改修実施棟数／中学校校舎棟数）×１００  ３８％ 

改修棟数 当該年度改修棟数   ６棟 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

中学校中学校中学校中学校はははは、、、、生徒生徒生徒生徒がががが一日一日一日一日のののの大半大半大半大半をををを過過過過ごすごすごすごす学習学習学習学習・・・・生活生活生活生活のののの場場場場であであであであるとるとるとると同時同時同時同時にににに、、、、地震地震地震地震なななな

どのどのどのどの災害時災害時災害時災害時にはにはにはには地域地域地域地域住民住民住民住民のののの応急避難場所応急避難場所応急避難場所応急避難場所としてのとしてのとしてのとしての役割役割役割役割をををを果果果果たすたすたすたすこととなることとなることとなることとなる。。。。いいいい

つつつつ起起起起ここここるかわからないるかわからないるかわからないるかわからない大地震大地震大地震大地震にににに備備備備ええええ、、、、早急早急早急早急なななな耐震補強工事耐震補強工事耐震補強工事耐震補強工事をををを実施実施実施実施することはすることはすることはすることは、、、、

地震発生時地震発生時地震発生時地震発生時におけるにおけるにおけるにおける生徒生徒生徒生徒のののの安全安全安全安全をををを確保確保確保確保するためにするためにするためにするために、、、、そのそのそのその必要性必要性必要性必要性はははは極極極極めてめてめてめて高高高高いいいい。。。。    

効率性 

耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能のののの低低低低いいいい校舎校舎校舎校舎のののの耐耐耐耐震化震化震化震化をををを平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度までにまでにまでにまでに、、、、そのそのそのその他他他他のののの校舎校舎校舎校舎をををを平成平成平成平成２４２４２４２４

年度年度年度年度までにまでにまでにまでに、、、、屋内運動場屋内運動場屋内運動場屋内運動場のののの耐震化耐震化耐震化耐震化をををを平成平成平成平成２５２５２５２５年度年度年度年度までにまでにまでにまでに実施実施実施実施するようにするようにするようにするように上尾市上尾市上尾市上尾市

立小立小立小立小・・・・中学校耐震化推進計画中学校耐震化推進計画中学校耐震化推進計画中学校耐震化推進計画をををを策定策定策定策定しししし、、、、計画的計画的計画的計画的にににに事業事業事業事業をををを展開展開展開展開しているしているしているしている。。。。    

総合評価 
安心安全安心安全安心安全安心安全なななな教育環境教育環境教育環境教育環境をををを整備充実整備充実整備充実整備充実するためにするためにするためにするために、、、、国国国国のののの補助制度補助制度補助制度補助制度をををを活用活用活用活用しししし財源財源財源財源のののの確保確保確保確保

にににに努努努努めながらめながらめながらめながら、、、、計画的計画的計画的計画的にににに耐震化耐震化耐震化耐震化をををを進進進進めていめていめていめているるるる。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

16 〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～小学校コンピュータ整備事業～ 〕 

 

整理番号 ７ 事業名 小小小小小小小小学学学学学学学学校校校校校校校校ココココココココンンンンンンンンピピピピピピピピュュュュュュュューーーーーーーータタタタタタタタ整整整整整整整整備備備備備備備備事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 総務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小学校の児童・教職員 

対象人数・対象数 
小学校の児童  １３，２５５人 

小学校の教職員     ８４１人    （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 
市立小学校２２校コンピュータシステムの整備及び整備機器の保守 

（パソコン１，１１２台、プリンター１７６台、その他周辺機器） 

事業の目的・目標 

○子どもたちの情報活用能力を育成するための教育機器の整備 

○ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した効率的な授業実現のための授業支援機器の整備 

○校務の効率化のための校務機器の整備 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

７１，７４６ 千円 

［内訳］ 
○委託料 11,201,400  ○使用料及び賃借料 60,544,290 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

教育用ﾊﾟｿｺﾝの整備目標 児童数／ＰＣ整備台数  ３．６人 

教員用ﾊﾟｿｺﾝの整備目標 教職員数／ＰＣ整備台数   １人 

教育用ﾊﾟｿｺﾝ整備の進捗 教育用ＰＣの整備完了台数 ９９０台 

教員用ﾊﾟｿｺﾝ整備の進捗 校務用ＰＣの整備完了台数 １２２台 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

学校学校学校学校ののののＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ化化化化についてはについてはについてはについては、、、、国国国国のののの「ＩＴ「ＩＴ「ＩＴ「ＩＴ新改革戦略新改革戦略新改革戦略新改革戦略」」」」にもにもにもにも掲掲掲掲げられているようげられているようげられているようげられているよう

にににに、ＩＣＴ、ＩＣＴ、ＩＣＴ、ＩＣＴをををを活用活用活用活用したしたしたした教育教育教育教育によるによるによるによる学力学力学力学力向上向上向上向上やややや次世代次世代次世代次世代をををを担担担担うううう子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの情報活情報活情報活情報活

用能力用能力用能力用能力のののの向上向上向上向上をををを実現実現実現実現させるためさせるためさせるためさせるため、、、、及及及及びびびびＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴをををを活用活用活用活用したしたしたした効率的効率的効率的効率的なななな授業授業授業授業をををを実現実現実現実現すすすす

るのためにるのためにるのためにるのために更更更更なるなるなるなる整備整備整備整備がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 

整備整備整備整備するするするする機器機器機器機器のののの構成構成構成構成やややや導入方法等導入方法等導入方法等導入方法等をををを研究研究研究研究しながらしながらしながらしながら事業事業事業事業をををを推進推進推進推進しておりしておりしておりしており、、、、年年年年々、々、々、々、

整備整備整備整備がががが進進進進んでいるんでいるんでいるんでいる状況状況状況状況であるであるであるである。。。。今後今後今後今後はははは、、、、更更更更なるなるなるなる効率的効率的効率的効率的なななな整備方法整備方法整備方法整備方法をををを検討検討検討検討しししし、、、、事事事事

業業業業をををを推進推進推進推進していかなければならないしていかなければならないしていかなければならないしていかなければならない。。。。    

総合評価 
今後今後今後今後、、、、あらゆるあらゆるあらゆるあらゆる分野分野分野分野ででででＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ化化化化がががが加速加速加速加速するするするする中中中中、ＩＣＴ、ＩＣＴ、ＩＣＴ、ＩＣＴ教育教育教育教育にににに対対対対するするするする市民市民市民市民ののののニーニーニーニー

ズズズズはますますはますますはますますはますます高高高高まることがまることがまることがまることが予想予想予想予想されるされるされるされる。。。。そのためにもそのためにもそのためにもそのためにも機器整備機器整備機器整備機器整備はははは重要重要重要重要であるであるであるである。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～小学校図書整備事業～ 〕 17 

 

整理番号 ８ 事業名 小小小小小小小小学学学学学学学学校校校校校校校校図図図図図図図図書書書書書書書書整整整整整整整整備備備備備備備備事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 総務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小学校の児童 

対象人数・対象数 児童１３，２５５人    （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 
学校図書館図書標準（平成５年３月）の早期達成に向けて、図書の計画的な整備を

図る。 

事業の目的・目標 
子どもたちの人間形成や情操を養い、自主的に必要な情報を収集・選択し、活用す

る能力を育てるため、充実した学校図書館図書の整備を目指す。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１４，９８３ 千円 

［内訳］ 
○備品購入費 14,982,756 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

図書標準達成目標 現有冊数／標準冊数×１００  ７７％ 

年度末現有冊数 学校図書館図書の現有数 １７４，２７３冊 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

子子子子どものどものどものどもの知的活動知的活動知的活動知的活動をををを増進増進増進増進しししし人間形成人間形成人間形成人間形成やややや情操情操情操情操をををを養養養養うううう上上上上でででで、、、、学校図書学校図書学校図書学校図書はははは学校教育上学校教育上学校教育上学校教育上

重要重要重要重要なななな役割役割役割役割をををを担担担担っているっているっているっている。。。。今日今日今日今日、、、、子子子子どものどものどものどもの読書離読書離読書離読書離れがれがれがれが指摘指摘指摘指摘されているされているされているされている中中中中でででで、、、、利利利利

用用用用しやすくしやすくしやすくしやすく情報豊富情報豊富情報豊富情報豊富なななな学校図書館学校図書館学校図書館学校図書館のののの整備整備整備整備がががが求求求求められているめられているめられているめられている。。。。    

効率性 

県県県県のののの指導指導指導指導でででで「「「「学校図書館図書標準達成学校図書館図書標準達成学校図書館図書標準達成学校図書館図書標準達成にににに向向向向けてのけてのけてのけての計画計画計画計画」」」」をををを平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度にににに策定策定策定策定

しししし、、、、平平平平成成成成１９１９１９１９年度年度年度年度からからからから平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度までにまでにまでにまでに学校図書館図書標準学校図書館図書標準学校図書館図書標準学校図書館図書標準のののの達成達成達成達成をををを目指目指目指目指しししし

てててて取取取取りりりり組組組組んでいるがんでいるがんでいるがんでいるが、、、、平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度のののの実績実績実績実績はははは計画計画計画計画をををを達成達成達成達成しておりしておりしておりしており、、、、効率的効率的効率的効率的にににに整整整整

備備備備がががが進進進進んでいるんでいるんでいるんでいる。。。。    

総合評価 
新規購入新規購入新規購入新規購入のほかのほかのほかのほか、、、、市立図書館市立図書館市立図書館市立図書館からのからのからのからの譲譲譲譲りりりり受受受受けなどをけなどをけなどをけなどを有効有効有効有効にににに活用活用活用活用することですることですることですることで、、、、蔵蔵蔵蔵

書書書書のののの充実充実充実充実をををを図図図図るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、更更更更なるなるなるなる事業事業事業事業をををを推進推進推進推進するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

18 〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～小学校給水設備改修事業～ 〕 

 

整理番号 ９ 事業名 小小小小小小小小学学学学学学学学校校校校校校校校給給給給給給給給水水水水水水水水設設設設設設設設備備備備備備備備改改改改改改改改修修修修修修修修事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 総務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小学校の児童・教職員 

対象人数・対象数 
小学校の児童 １３，２５５人 

小学校の教職員    ８４１人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 

給水管の経年劣化により赤水が発生する時があり、現在、給水管洗浄で対応してい

るが、改修の必要性がある箇所がいくつかある。このような校舎の赤水対策として

給水管の布設替えを行う。 

事業の目的・目標 
老朽化が進行し赤水が発生している給水管を改修し、児童が安心して使える水を供

給する。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

６，６１５ 千円 

［内訳］ 
○工事請負費 6,615,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

改修件数    １件 

赤水発生件数    ６件 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

本市本市本市本市のののの学校施設学校施設学校施設学校施設においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、建設建設建設建設からからからから歳月歳月歳月歳月がががが経過経過経過経過しししし、、、、給水管給水管給水管給水管のののの経年劣化経年劣化経年劣化経年劣化によるによるによるによる

腐食腐食腐食腐食によりによりによりにより赤水赤水赤水赤水がががが発生発生発生発生することがあるがすることがあるがすることがあるがすることがあるが、、、、衛生的衛生的衛生的衛生的できれいなできれいなできれいなできれいな水水水水をををを子子子子どもたちにどもたちにどもたちにどもたちに

提供提供提供提供するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    

効率性 
給水管洗浄給水管洗浄給水管洗浄給水管洗浄やややや部分的部分的部分的部分的なななな改修改修改修改修をををを繰繰繰繰りりりり返返返返すことよりもすことよりもすことよりもすことよりも、、、、給水管給水管給水管給水管をををを布設替布設替布設替布設替えすることえすることえすることえすること

のほうがのほうがのほうがのほうが、、、、環境面環境面環境面環境面、、、、財政面財政面財政面財政面のののの見地見地見地見地からもからもからもからも効果的効果的効果的効果的であるであるであるである。。。。    

総合評価 

赤水赤水赤水赤水のののの報告報告報告報告をををを受受受受けてけてけてけて調査等調査等調査等調査等をををを実施実施実施実施しししし応急的応急的応急的応急的なななな対処対処対処対処をををを繰繰繰繰りりりり返返返返すよりすよりすよりすより、、、、給水管給水管給水管給水管のののの布布布布

敷設替敷設替敷設替敷設替えなどえなどえなどえなど根本的根本的根本的根本的なななな対策対策対策対策がががが必要必要必要必要であるがであるがであるがであるが、、、、問題問題問題問題のののの解決解決解決解決についてはについてはについてはについては、、、、よりよりよりより最適最適最適最適

なななな方策方策方策方策をををを模索模索模索模索しながらしながらしながらしながら、、、、機動的機動的機動的機動的にににに対応対応対応対応することがすることがすることがすることが適当適当適当適当であるであるであるである。。。。    

 



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～中学校コンピュータ整備事業～ 〕 19 

 

整理番号 １０ 事業名 中中中中中中中中学学学学学学学学校校校校校校校校ココココココココンンンンンンンンピピピピピピピピュュュュュュュューーーーーーーータタタタタタタタ整整整整整整整整備備備備備備備備事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 総務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 中学校の生徒・教職員 

対象人数・対象数 
中学校の生徒 ５，９６９人 

中学校の教職員   ４０２人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 
市立中学校１１校コンピュータシステムの整備及び整備機器の保守 

（パソコン６６２台、プリンター９９台、その他周辺機器） 

事業の目的・目標 

○子どもたちの情報活用能力を育成するための教育機器の整備 

○ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した効率的な授業実現のための授業支援機器の整備 

○校務の効率化のための校務機器の整備 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

４０，００７ 千円 

［内訳］ 
○委託料 7,585,200  ○使用料及び賃借料 32,421,642 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

教育用ﾊﾟｿｺﾝの整備目標 生徒数／ＰＣ整備台数  ３．６人 

教員用ﾊﾟｿｺﾝの整備目標 教職員数／ＰＣ整備台数   １人 

教育用ﾊﾟｿｺﾝ整備の進捗 教育用ＰＣの整備完了台数 ４９５台 

教員用ﾊﾟｿｺﾝ整備の進捗 校務用ＰＣの整備完了台数 １６７台 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

学校学校学校学校ののののＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ化化化化についてはについてはについてはについては、、、、国国国国のののの「ＩＴ「ＩＴ「ＩＴ「ＩＴ新改革戦略新改革戦略新改革戦略新改革戦略」」」」にもにもにもにも掲掲掲掲げられているようげられているようげられているようげられているよう

にににに、ＩＣＴ、ＩＣＴ、ＩＣＴ、ＩＣＴをををを活用活用活用活用したしたしたした教育教育教育教育によるによるによるによる学力向上学力向上学力向上学力向上やややや次世代次世代次世代次世代をををを担担担担うううう子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの情報活情報活情報活情報活

用能力用能力用能力用能力のののの向上向上向上向上をををを実現実現実現実現させるためさせるためさせるためさせるため、、、、及及及及びびびびＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴをををを活用活用活用活用したしたしたした効率的効率的効率的効率的なななな授業授業授業授業をををを実現実現実現実現すすすす

るのためにるのためにるのためにるのために更更更更なるなるなるなる整備整備整備整備がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 

整備整備整備整備するするするする機器機器機器機器のののの構成構成構成構成やややや導入方法等導入方法等導入方法等導入方法等をををを研究研究研究研究しながらしながらしながらしながら事業事業事業事業をををを推進推進推進推進しておりしておりしておりしており、、、、年年年年々、々、々、々、

整備整備整備整備がががが進進進進んでいるんでいるんでいるんでいる状況状況状況状況であるであるであるである。。。。今後今後今後今後はははは、、、、更更更更なるなるなるなる効率的効率的効率的効率的なななな整備方法整備方法整備方法整備方法をををを検討検討検討検討しししし、、、、事事事事

業業業業をををを推進推進推進推進していかなければならないしていかなければならないしていかなければならないしていかなければならない。。。。。。。。    

総合評価 
今後今後今後今後、、、、あらゆるあらゆるあらゆるあらゆる分野分野分野分野ででででＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ化化化化がががが加速加速加速加速するするするする中中中中、ＩＣＴ、ＩＣＴ、ＩＣＴ、ＩＣＴ教育教育教育教育にににに対対対対するするするする市民市民市民市民ののののニーニーニーニー

ズズズズはますますはますますはますますはますます高高高高まることがまることがまることがまることが予想予想予想予想されるされるされるされる。。。。そのためにもそのためにもそのためにもそのためにも機器整備機器整備機器整備機器整備はははは重要重要重要重要であるであるであるである。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

20 〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～中学校図書整備事業～ 〕 

 

整理番号 １１ 事業名 中中中中中中中中学学学学学学学学校校校校校校校校図図図図図図図図書書書書書書書書整整整整整整整整備備備備備備備備事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 総務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 中学校の生徒 

対象人数・対象数 中学校の生徒 ５，９６８人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 
学校図書館図書標準（平成５年３月）の早期達成に向けて、図書の計画的な整備を

図る。 

事業の目的・目標 
子どもたちの人間形成や情操を養い、自主的に必要な情報を収集・選択し、活用す

る能力を育てるため、充実した学校図書館図書の整備を目指す。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１０，９９０ 千円 

［内訳］ 
○備品購入費 10,989,912 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

図書標準達成目標 現有冊数／標準冊数×１００  ７０％ 

年度末現有冊数 学校図書館図書の現有数 ９９，１８３冊 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

子子子子どものどものどものどもの知的活動知的活動知的活動知的活動をををを増進増進増進増進しししし人間形成人間形成人間形成人間形成やややや情操情操情操情操をををを養養養養うううう上上上上でででで、、、、学校学校学校学校図書図書図書図書はははは学校教育上学校教育上学校教育上学校教育上

重要重要重要重要なななな役割役割役割役割をををを担担担担っているっているっているっている。。。。今日今日今日今日、、、、子子子子どものどものどものどもの読書離読書離読書離読書離れがれがれがれが指摘指摘指摘指摘されているされているされているされている中中中中でででで、、、、利利利利

用用用用しやすくしやすくしやすくしやすく情報豊富情報豊富情報豊富情報豊富なななな学校図書館学校図書館学校図書館学校図書館のののの整備整備整備整備がががが求求求求められているめられているめられているめられている。。。。    

効率性 

県県県県のののの指導指導指導指導でででで「「「「学校図書館図書標準達成学校図書館図書標準達成学校図書館図書標準達成学校図書館図書標準達成にににに向向向向けてのけてのけてのけての計画計画計画計画」」」」をををを平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度にににに策定策定策定策定

しししし、、、、平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度からからからから平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度までにまでにまでにまでに学校図書館図書標準学校図書館図書標準学校図書館図書標準学校図書館図書標準のののの達成達成達成達成をををを目指目指目指目指しししし

てててて取取取取りりりり組組組組んでいるがんでいるがんでいるがんでいるが、、、、市行財政市行財政市行財政市行財政のののの評価評価評価評価とかけとかけとかけとかけ離離離離れているためれているためれているためれているため、、、、効率的効率的効率的効率的なななな整備整備整備整備がががが

進進進進んでいないんでいないんでいないんでいない。。。。    

総合評価 
新規購入新規購入新規購入新規購入のほかのほかのほかのほか、、、、市立図書館市立図書館市立図書館市立図書館からのからのからのからの譲譲譲譲りりりり受受受受けなどをけなどをけなどをけなどを有効有効有効有効にににに活用活用活用活用しししし、、、、更更更更なるなるなるなる事業事業事業事業

をををを推進推進推進推進するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～準教科書・副読本整備事業～ 〕 21 

 

整理番号 １２ 事業名 準準準準準準準準教教教教教教教教科科科科科科科科書書書書書書書書・・・・・・・・副副副副副副副副読読読読読読読読本本本本本本本本整整整整整整整整備備備備備備備備事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小・中学校の児童生徒 

対象人数・対象数 
小学校の児童 １３，２５５人 

中学校の生徒  ５，９６８人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 
小・中学校の体育の準教科書、社会科・道徳の副読本の無償給与と市独自の「社会

科副読本」「環境教育資料」の作成・配布を行い、授業内容の一層の充実を図る。 

事業の目的・目標 
体育科・社会科・道徳の授業において、準教科書及び副読本を用い、効果的に活用

して児童生徒の基礎基本の定着、豊かな心の醸成を図る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１６，３３１ 千円 

［内訳］ 
○需用費 15,908,048  ○委託料 422,625 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

配布率 配布校数÷市立学校数×１００ １００％ 

活用率 活用校数÷学校数×１００ １００％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

体育科準教科書体育科準教科書体育科準教科書体育科準教科書についてはについてはについてはについては、、、、動動動動きをきをきをきを視覚的視覚的視覚的視覚的にとらえるにとらえるにとらえるにとらえる効果的効果的効果的効果的なななな資料資料資料資料がががが他他他他にないにないにないにない。。。。

またまたまたまた、、、、社会科社会科社会科社会科についてはについてはについてはについては、、、、上尾市教育委員会上尾市教育委員会上尾市教育委員会上尾市教育委員会がががが作成作成作成作成したしたしたした、、、、実態実態実態実態をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた副読副読副読副読

本本本本でありでありでありであり、、、、地域地域地域地域のののの学習学習学習学習にににに欠欠欠欠かせないかせないかせないかせない教材教材教材教材であるであるであるである。。。。道徳道徳道徳道徳についてはについてはについてはについては、、、、学習指導要学習指導要学習指導要学習指導要

領領領領をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた副読本副読本副読本副読本でありでありでありであり、、、、指導計画指導計画指導計画指導計画もこのもこのもこのもこの副読本副読本副読本副読本のののの内容内容内容内容をををを中心中心中心中心にににに計画計画計画計画されてされてされてされて

いるいるいるいる。。。。体育科社会科体育科社会科体育科社会科体育科社会科、、、、道徳教育道徳教育道徳教育道徳教育をををを効果的効果的効果的効果的にににに実践実践実践実践していくためにはしていくためにはしていくためにはしていくためには、、、、本事業本事業本事業本事業はははは必必必必

要要要要であるであるであるである。。。。    

効率性 年度当初年度当初年度当初年度当初にににに各学校各学校各学校各学校へへへへ配布配布配布配布してしてしてして有効活用有効活用有効活用有効活用をををを図図図図っているっているっているっている。。。。    

総合評価 

教科書教科書教科書教科書はははは、、、、国国国国のののの補助補助補助補助によりによりによりにより無償給与無償給与無償給与無償給与であるがであるがであるがであるが、、、、教科書教科書教科書教科書のないのないのないのない体育体育体育体育やややや道徳道徳道徳道徳、、、、またまたまたまた

特別特別特別特別にににに資料資料資料資料がががが必要必要必要必要なななな社会科社会科社会科社会科やややや環境教育環境教育環境教育環境教育はははは、、、、準教科書準教科書準教科書準教科書やややや副読本副読本副読本副読本がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。ここここ

のことはのことはのことはのことは、、、、各校各校各校各校のののの指導内容指導内容指導内容指導内容にににに偏偏偏偏りをなくすためにもりをなくすためにもりをなくすためにもりをなくすためにも必要必要必要必要でありでありでありであり、、、、本市本市本市本市のののの教育水教育水教育水教育水

準準準準をををを高高高高めることになるめることになるめることになるめることになる。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

22 〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～学校図書館支援員派遣事業～ 〕 

 

整理番号 １３ 事業名 学学学学学学学学校校校校校校校校図図図図図図図図書書書書書書書書館館館館館館館館支支支支支支支支援援援援援援援援員員員員員員員員派派派派派派派派遣遣遣遣遣遣遣遣事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小中学校の児童生徒 

対象人数・対象数 
小学校の児童 １３，２５５人 

中学校の生徒  ５，９６８人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 

児童生徒に「確かな学力」と「豊かな心」を身につけさせるため、読書活動は不可

欠である。各小・中学校図書館の充実を図り、読書活動を推進するため、図書館支

援員８名を各学校に週１日派遣する。 

事業の目的・目標 
読書活動を推進するとともに、学校図書館の教育効果を組織的に高めることで、児

童生徒に「確かな学力」と「豊かな心」を身につけさせる。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

６，２２７ 千円 

［内訳］ 
○賃金 6,226,800 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

１校あたりの巡回回数（平均） 各支援員の巡回数の合計÷３３校  ４３回 

小学校での読み聞かせ率 読み聞かせ実施校／２２×１００ ７５％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

「「「「読解力読解力読解力読解力のののの育成育成育成育成」」」」やややや「「「「読書活動読書活動読書活動読書活動のののの推進推進推進推進」」」」がががが強強強強くくくく求求求求められるめられるめられるめられる中中中中、、、、計画的計画的計画的計画的なななな利用利用利用利用とととと

機能機能機能機能のののの活用活用活用活用をををを行行行行うためにうためにうためにうために、、、、司書教諭司書教諭司書教諭司書教諭をををを補助補助補助補助するするするする役割役割役割役割としてのとしてのとしてのとしての図書館支援員図書館支援員図書館支援員図書館支援員のののの存存存存

在意義在意義在意義在意義はははは大大大大きいきいきいきい。。。。成果成果成果成果はははは、、、、図書図書図書図書のののの配架配架配架配架、、、、掲示物掲示物掲示物掲示物のののの充実充実充実充実、、、、広報活動広報活動広報活動広報活動、、、、読読読読みみみみ聞聞聞聞かせかせかせかせ

等等等等、、、、多方面多方面多方面多方面にわたっているにわたっているにわたっているにわたっている。。。。    

効率性 

各支援員各支援員各支援員各支援員のののの配置配置配置配置やややや巡回巡回巡回巡回にあたってはにあたってはにあたってはにあたっては、、、、効率性効率性効率性効率性をををを考慮考慮考慮考慮しているしているしているしている。。。。３３３３３３３３校校校校をををを８８８８人人人人のののの

支援員支援員支援員支援員でででで担当担当担当担当するためするためするためするため、、、、１１１１人人人人あたりがあたりがあたりがあたりが４４４４校校校校をををを担当担当担当担当（（（（うちうちうちうち１１１１人人人人はははは５５５５校校校校をををを担当担当担当担当））））しししし

ているているているている。。。。またまたまたまた、、、、近隣近隣近隣近隣のののの小中学校小中学校小中学校小中学校ごとにごとにごとにごとに担当者担当者担当者担当者をををを決決決決めているためめているためめているためめているため、、、、同一地域内同一地域内同一地域内同一地域内でででで

ほぼほぼほぼほぼ同同同同レベルレベルレベルレベルのののの活動活動活動活動がががが期待期待期待期待できるできるできるできる。。。。    

総合評価 

支援員支援員支援員支援員のののの配置配置配置配置によりによりによりにより司書教諭司書教諭司書教諭司書教諭のののの業務業務業務業務のののの補助補助補助補助はははは確実確実確実確実にににに行行行行われているわれているわれているわれている。。。。特特特特にににに、、、、図書図書図書図書

室室室室のののの整理整理整理整理、、、、掲示掲示掲示掲示やややや配架配架配架配架のののの工夫工夫工夫工夫、「、「、「、「子子子子どもどもどもども読書読書読書読書のののの日日日日」」」」のののの取組取組取組取組についてはについてはについてはについては、、、、月例報告月例報告月例報告月例報告

のののの中中中中でででで実績実績実績実績がががが報告報告報告報告されているされているされているされている。。。。またまたまたまた、、、、小学校小学校小学校小学校をををを中心中心中心中心にににに「「「「読読読読みみみみ聞聞聞聞かせかせかせかせ」」」」のののの実施実施実施実施もももも

見見見見られるようになりられるようになりられるようになりられるようになり、、、、支援員支援員支援員支援員がががが、、、、学校図書館学校図書館学校図書館学校図書館のののの充実充実充実充実・・・・読書活動読書活動読書活動読書活動のののの推進推進推進推進にににに貢献貢献貢献貢献しししし

ているとているとているとていると評価評価評価評価できるできるできるできる。「。「。「。「回数回数回数回数のののの増加増加増加増加」」」」のののの要望要望要望要望もももも寄寄寄寄せられているがせられているがせられているがせられているが、、、、予算面予算面予算面予算面からからからから回回回回

数数数数はははは現状現状現状現状をををを維持維持維持維持しししし内容面内容面内容面内容面をををを充実充実充実充実させていくさせていくさせていくさせていく。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～浅間台・小泉地区巡回誘導員配置委託事業～ 〕 23 

 

整理番号 １４ 事業名 浅浅浅浅浅浅浅浅間間間間間間間間台台台台台台台台・・・・・・・・小小小小小小小小泉泉泉泉泉泉泉泉地地地地地地地地区区区区区区区区巡巡巡巡巡巡巡巡回回回回回回回回誘誘誘誘誘誘誘誘導導導導導導導導員員員員員員員員配配配配配配配配置置置置置置置置委委委委委委委委託託託託託託託託事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 学務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 浅間台・小泉地区から西小に通学する児童 

対象人数・対象数 ６人 

事業内容 

大石小学校通学区域内に新規設定した学区調整区域から、西小学校を選択した児童

の登下校の安全を確保するために当該地区内に巡回誘導員を配置することとし、そ

の誘導業務について委託する。 

事業の目的・目標 

学区調整区域の新設によって、学校間の児童数バランスを改善し、地域の教育環境

をより良いものにしていく。また、地域の大多数が大石小学校に通っており登校班

が組めないなど登下校に対する不安を解消する。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

８６２ 千円 

［内訳］ 
○委託料 862,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

巡回誘導員の配置人数    ２人 

学区変更児童数   ７人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

市内市内市内市内ではではではでは、、、、住宅開発住宅開発住宅開発住宅開発のののの進行等進行等進行等進行等によりによりによりにより学校規模学校規模学校規模学校規模のののの格差格差格差格差がががが広広広広がりつつあるがりつつあるがりつつあるがりつつある。。。。地域地域地域地域のののの

適正化適正化適正化適正化、、、、義務教育義務教育義務教育義務教育としてとしてとしてとして学校学校学校学校のののの教育環境教育環境教育環境教育環境をををを均一均一均一均一にににに保保保保つつつつ必要必要必要必要があるためがあるためがあるためがあるため、、、、平成平成平成平成    

１９１９１９１９年度年度年度年度からからからから開始開始開始開始ししししたたたた事業事業事業事業であるであるであるである。。。。西小学校西小学校西小学校西小学校をををを選択選択選択選択するするするする児童児童児童児童はははは低学年低学年低学年低学年のためのためのためのため、、、、

登下校登下校登下校登下校のののの安全確保安全確保安全確保安全確保のためにのためにのためにのために必要必要必要必要なななな事業事業事業事業であるであるであるである。。。。    

効率性 保護者保護者保護者保護者、、、、学校等学校等学校等学校等とととと調整調整調整調整をををを図図図図りりりり効率的効率的効率的効率的なななな運用運用運用運用をををを行行行行っているっているっているっている。。。。    

総合評価 
子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの安全安全安全安全をををを確保確保確保確保するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、学区調整区域学区調整区域学区調整区域学区調整区域によっによっによっによってててて学校間学校間学校間学校間のののの児童数児童数児童数児童数

ののののバランスバランスバランスバランスをををを改善改善改善改善しししし、、、、地域地域地域地域のののの教育環境教育環境教育環境教育環境をよりよいものにできるをよりよいものにできるをよりよいものにできるをよりよいものにできる。。。。    

    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

24 〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～学校安全パトロールカー事業～ 〕 

 

整理番号 １５ 事業名 学学学学学学学学校校校校校校校校安安安安安安安安全全全全全全全全パパパパパパパパトトトトトトトトロロロロロロロローーーーーーーールルルルルルルルカカカカカカカカーーーーーーーー事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 学校保健課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小中学校の児童生徒 

対象人数・対象数 
小学校の児童 １３，２５５人 

中学校の生徒  ５，９６８人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 

児童生徒の登下校時における安全を図るため市内中学校に青色回転灯とスピーカ

ーを装備した白黒ツートンの巡回用パトロールカーを配備する。中学校区ごとに 

ＰＴＡや地域防犯ボランティア団体と連携し、分担してパトロールを行う。 

事業の目的・目標 児童生徒の登下校の安全確保、及び地域の防犯。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

３，２０９ 千円 

［内訳］ 
○需用費 971,044  ○使用料及び賃借料 2,238,054 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

パトロール回数 1 ヶ月 1台あたりの平均パトロール回数  １７回 

登下校時の事故件数    ９件 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒をををを狙狙狙狙ったったったった犯罪犯罪犯罪犯罪のののの増加増加増加増加やややや不審者不審者不審者不審者のののの問題問題問題問題はははは社会社会社会社会のののの大大大大きなきなきなきな関心関心関心関心事事事事でありでありでありであり、、、、ここここ

れらのれらのれらのれらの課題解決課題解決課題解決課題解決にににに向向向向けたけたけたけた取取取取りりりり組組組組みはみはみはみは今後今後今後今後ますますますますますますますます必要必要必要必要となってくるとなってくるとなってくるとなってくる。。。。    

効率性 

各中学校区各中学校区各中学校区各中学校区ごとにごとにごとにごとにパトロールパトロールパトロールパトロールのののの会会会会がががが組織組織組織組織されされされされ、、、、効率的効率的効率的効率的ななななパトロールパトロールパトロールパトロール活動活動活動活動がががが実施実施実施実施

されているがされているがされているがされているが、、、、今後今後今後今後、、、、運転者登録運転者登録運転者登録運転者登録及及及及びびびび実施者証取得者実施者証取得者実施者証取得者実施者証取得者のののの増大増大増大増大をををを見越見越見越見越したしたしたした、、、、制度制度制度制度

のののの整理整理整理整理・・・・見直見直見直見直しをしをしをしを行行行行いいいい、、、、よりよりよりより効率的効率的効率的効率的なななな事業運営事業運営事業運営事業運営をををを図図図図るるるる必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    

総合評価 

「「「「子子子子どもたちをどもたちをどもたちをどもたちを地域地域地域地域でででで守守守守るるるる」」」」具体的具体的具体的具体的なななな行動行動行動行動としてとしてとしてとして着実着実着実着実にににに地域地域地域地域にににに浸透浸透浸透浸透してきていしてきていしてきていしてきてい

るるるる。。。。今後事業今後事業今後事業今後事業のののの点検点検点検点検、、、、改善改善改善改善をををを進進進進めながらめながらめながらめながら、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの安全安全安全安全をををを守守守守るるるる安定安定安定安定したしたしたした事業事業事業事業

としてとしてとしてとして定着定着定着定着させていくさせていくさせていくさせていく。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～さわやか相談室運営事業～ 〕 25 

 

整理番号 １６ 事業名 ささささささささわわわわわわわわややややややややかかかかかかかか相相相相相相相相談談談談談談談談室室室室室室室室運運運運運運運運営営営営営営営営事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 教育センター 

●事業の概要 

対象者・対象物 小中学校の児童生徒及び保護者 

対象人数・対象数 

小学校の児童 １３，２５５人 

中学校の生徒  ５，９６８人   （平成１９年５月１日現在） 

他 保護者 

事業内容 
児童生徒・保護者等の様々な相談に応じるため、市内中学校のさわやか相談室に相

談員を配置する。 

事業の目的・目標 

児童生徒・保護者の身近な相談機関として有効に機能させる。学校に行けるように

なった不登校生徒が学級復帰を果たすまでの一段階として生徒個々に対応する場

所として機能させる。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１７，３５７ 千円 

［内訳］ 
○報酬 17,160,000  ○旅費 20,530  ○需用費 160,081 
○役務費  16,500 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

相談室の相談件数  ４，７３６件 

相談室の解決率 解決件数/相談件数×１００ ８２％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

さわやかさわやかさわやかさわやか相談室相談室相談室相談室ではではではでは、、、、生徒生徒生徒生徒のののの学級学級学級学級やややや部活部活部活部活でのでのでのでの悩悩悩悩みにみにみにみに対応対応対応対応したりしたりしたりしたり、、、、学級学級学級学級にはにはにはには行行行行けけけけ

ないないないない不登校傾向不登校傾向不登校傾向不登校傾向のあるのあるのあるのある生徒生徒生徒生徒へへへへ学習支援学習支援学習支援学習支援をををを行行行行いいいいながらながらながらながら、、、、管理職管理職管理職管理職やややや学級担任学級担任学級担任学級担任とととと連携連携連携連携

をををを図図図図りりりり、、、、指導指導指導指導・・・・支援支援支援支援にににに当当当当たってたってたってたっているいるいるいる。。。。適応指導教室適応指導教室適応指導教室適応指導教室ともともともとも連携連携連携連携をををを図図図図りながらりながらりながらりながら生徒生徒生徒生徒

のののの学級復帰学級復帰学級復帰学級復帰をををを目指目指目指目指しておりしておりしておりしており、、、、緊急緊急緊急緊急かつかつかつかつ重要重要重要重要なななな事業事業事業事業であるであるであるである。。。。    

効率性 

上尾市教育上尾市教育上尾市教育上尾市教育センターセンターセンターセンターのののの他事業他事業他事業他事業とのとのとのとの連携連携連携連携をををを図図図図りながらりながらりながらりながら、、、、さわやかさわやかさわやかさわやか相談室相談室相談室相談室のののの機能機能機能機能をををを

充実充実充実充実させているさせているさせているさせている。。。。今後今後今後今後もももも、、、、中学校中学校中学校中学校のさわやかのさわやかのさわやかのさわやか相談室相談室相談室相談室がががが悩悩悩悩みをみをみをみを抱抱抱抱えるえるえるえる児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒・・・・

保護者保護者保護者保護者のためにのためにのためにのために有効有効有効有効にににに機能機能機能機能するようするようするようするよう、、、、研修会研修会研修会研修会をををを通通通通してしてしてして指導指導指導指導するするするする。。。。学校差学校差学校差学校差なくなくなくなく効効効効

率的率的率的率的にににに運営運営運営運営するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    

総合評価 

学校生活学校生活学校生活学校生活でででで悩悩悩悩みをみをみをみを抱抱抱抱えるえるえるえる児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒、、、、学級学級学級学級にににに入入入入れないれないれないれない生徒生徒生徒生徒ののののカウンセリングカウンセリングカウンセリングカウンセリングをしをしをしをし

たりたりたりたり、、、、学習支援学習支援学習支援学習支援をしたりしながらをしたりしながらをしたりしながらをしたりしながら問題解決問題解決問題解決問題解決にににに当当当当たっているたっているたっているたっている。。。。適応指導教室適応指導教室適応指導教室適応指導教室からからからから

学校復帰学校復帰学校復帰学校復帰をををを果果果果たしたたしたたしたたした生徒生徒生徒生徒のののの最初最初最初最初ののののステップステップステップステップとしてとしてとしてとして学級学級学級学級につなげるまでのにつなげるまでのにつなげるまでのにつなげるまでの登校場登校場登校場登校場

所所所所としてもとしてもとしてもとしても意義意義意義意義はははは大大大大きいきいきいきい。。。。不登校解消不登校解消不登校解消不登校解消をををを目指目指目指目指してしてしてして、、、、教育教育教育教育センターセンターセンターセンターのののの相談員相談員相談員相談員・・・・適適適適

応指導教室指導員応指導教室指導員応指導教室指導員応指導教室指導員等等等等とととと連携連携連携連携してしてしてして取取取取りりりり組組組組んでいるんでいるんでいるんでいる。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

26 〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～不登校児童生徒の学校適応指導事業～ 〕 

 

整理番号 １７ 事業名 不不不不不不不不登登登登登登登登校校校校校校校校児児児児児児児児童童童童童童童童生生生生生生生生徒徒徒徒徒徒徒徒のののののののの学学学学学学学学校校校校校校校校適適適適適適適適応応応応応応応応指指指指指指指指導導導導導導導導事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 教育センター 

●事業の概要 

対象者・対象物 不登校児童生徒、保護者及び学校関係者 

対象人数・対象数 約２００人 

事業内容 

不登校児童生徒の自立と学校生活への適応を図り、学校に復帰させることを目的と

して様々な指導・援助を行う。体験学習を多く取り入れた活動や学生ボランティア

による学習支援を実施する。 

事業の目的・目標 
不登校児童生徒のうち、学校復帰に意欲のある者の自立に向けた指導・支援を行う

ことによって、学校への完全復帰を目指す。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

４，４３７ 千円 

［内訳］ 

○報酬  4,050,000 ○報償費 233,800 ○旅費 40,010  

○需用費  100,376  ○役務費   3,200 ○負担金、補助金及び交付金 10,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

適応指導教室の入級率 入級者÷相談者数×１００   ７％ 

学校への復帰率 学校復帰した人数÷入級人数×１００ １００％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

不登校不登校不登校不登校児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒がががが増増増増えているえているえているえている状況状況状況状況のののの中中中中、、、、学校学校学校学校にににに行行行行けないけないけないけない児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの受受受受けけけけ皿皿皿皿としとしとしとし

てててて、、、、市市市市のののの専門機関専門機関専門機関専門機関としてとしてとしてとして必要不可欠必要不可欠必要不可欠必要不可欠であるであるであるである。。。。不登校不登校不登校不登校のののの対応対応対応対応はははは学校学校学校学校だけではだけではだけではだけでは解決解決解決解決

困難困難困難困難なななな状況状況状況状況があるのでがあるのでがあるのでがあるので、、、、学校学校学校学校のさわやかのさわやかのさわやかのさわやか相談室相談室相談室相談室やややや保健室等保健室等保健室等保健室等へのへのへのへの登校登校登校登校につながるにつながるにつながるにつながる

ようようようよう適応指導教室適応指導教室適応指導教室適応指導教室でのでのでのでの児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒へのへのへのへの指導指導指導指導・・・・支援支援支援支援がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 

教育相談事業教育相談事業教育相談事業教育相談事業とととと連携連携連携連携をををを図図図図りりりり、、、、成果成果成果成果をををを上上上上げているげているげているげている。。。。学校適応指導学校適応指導学校適応指導学校適応指導教室指導員教室指導員教室指導員教室指導員がががが、、、、

児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒一人一人一人一人一人一人一人一人ににににカウンセリングカウンセリングカウンセリングカウンセリングやややや行事等行事等行事等行事等をををを通通通通してしてしてして学校復帰学校復帰学校復帰学校復帰にににに向向向向けたけたけたけた指導指導指導指導・・・・

支援支援支援支援をををを行行行行っているっているっているっている。。。。そのそのそのその結果結果結果結果、、、、昨年度入所昨年度入所昨年度入所昨年度入所したしたしたした児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒はははは１００１００１００１００％％％％学校復帰学校復帰学校復帰学校復帰をををを

果果果果たしているたしているたしているたしている。。。。    

総合評価 

不登校不登校不登校不登校児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒がががが増増増増えているえているえているえている現状現状現状現状からからからから、、、、本事業本事業本事業本事業のののの重要性重要性重要性重要性はははは大大大大きいきいきいきい。。。。学校学校学校学校とととと連携連携連携連携

したしたしたした適応指導教室適応指導教室適応指導教室適応指導教室のののの支援支援支援支援があってがあってがあってがあって不登校不登校不登校不登校児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの学校復帰学校復帰学校復帰学校復帰、、、、進学進学進学進学、、、、将来将来将来将来のののの自自自自

立立立立がががが可能可能可能可能になるになるになるになる。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～教育相談事業～ 〕 27 

 

整理番号 １８ 事業名 教教教教教教教教育育育育育育育育相相相相相相相相談談談談談談談談事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 教育センター 

●事業の概要 

対象者・対象物 上尾市在住の幼児、児童生徒、保護者及び関係者 

対象人数・対象数 

約４０，０００人 

（内訳：幼児、児童生徒数約１９，５００人、保護者数約１９，５００人、 

    学校関係者約１，０００人） 

事業内容 
幼児・児童生徒及び保護者の教育問題等に関する相談、軽度発達障害のある児童生

徒の相談及び各種知能検査・発達検査等を行う。 

事業の目的・目標 
幼児児童生徒と保護者及び学校関係者が抱える教育問題等を解消する。特に不登校

児童生徒については、学校（相談室・適応指導教室を含む）に復帰させる。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

９，０１６ 千円 

［内訳］ 
○報酬 8,887,500  ○報償費 18,000  ○需用費 110,329 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

教育相談相談延べ回数  ３，２３７回 

不登校相談解消率 学校復帰者数/不登校相談者数×１００  ８７％ 

相談解消率 
相談解消者数/相談者数（不登校を除く）

×１００ 
 ９２％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度のののの不登校不登校不登校不登校児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒数数数数はははは２０８２０８２０８２０８名名名名となっておりとなっておりとなっておりとなっており、、、、昨年度昨年度昨年度昨年度、、、、一昨年度一昨年度一昨年度一昨年度

とととと比較比較比較比較するとするとするとすると、、、、若干若干若干若干のののの減少減少減少減少がががが見見見見られるもののられるもののられるもののられるものの依然厳依然厳依然厳依然厳しいしいしいしい状況状況状況状況がががが続続続続いているいているいているいている。。。。不不不不

登校及登校及登校及登校及びびびび登校登校登校登校しぶりしぶりしぶりしぶり等等等等のののの不登不登不登不登校予備群校予備群校予備群校予備群のののの背景背景背景背景にはにはにはには、、、、本人本人本人本人のののの問題問題問題問題（（（（性格行動性格行動性格行動性格行動・・・・学学学学

習発達習発達習発達習発達・・・・精神身体症状精神身体症状精神身体症状精神身体症状・・・・障害障害障害障害））））及及及及びびびび本人本人本人本人をををを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく環境環境環境環境（（（（教育一般教育一般教育一般教育一般・・・・家庭生活家庭生活家庭生活家庭生活））））

等様等様等様等様々々々々なななな要因要因要因要因がががが考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。これらのこれらのこれらのこれらの状況状況状況状況をををを改善改善改善改善するためにもするためにもするためにもするためにも、、、、本本本本センターセンターセンターセンターにににに

おけるおけるおけるおける教育相談事業教育相談事業教育相談事業教育相談事業はははは必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 

現在現在現在現在、、、、副主幹副主幹副主幹副主幹１１１１名名名名、、、、臨床心理士臨床心理士臨床心理士臨床心理士１１１１名名名名、、、、相談員相談員相談員相談員４４４４名名名名、、、、計計計計６６６６名名名名がががが教育相談教育相談教育相談教育相談をををを担当担当担当担当しししし

ているているているている。。。。平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度延延延延べべべべ相談回数相談回数相談回数相談回数のののの月平均月平均月平均月平均はははは約約約約２７０２７０２７０２７０回回回回であるであるであるである。。。。１０１０１０１０月月月月からからからから

３３３３月月月月までのまでのまでのまでの半年間半年間半年間半年間はすべてはすべてはすべてはすべて３００３００３００３００回回回回をををを超超超超えておりえておりえておりえており、、、、またまたまたまた、、、、１１１１１１１１月月月月のののの３８５３８５３８５３８５回回回回をををを

筆頭筆頭筆頭筆頭にににに、、、、１１１１月月月月３８４３８４３８４３８４回回回回、、、、２２２２月月月月３８１３８１３８１３８１回回回回、、、、３３３３月月月月３７０３７０３７０３７０回回回回となっているとなっているとなっているとなっている。。。。相談員相談員相談員相談員のののの

月月月月当当当当たりのたりのたりのたりの延延延延べべべべ相談回数相談回数相談回数相談回数はははは約約約約６０６０６０６０回回回回をををを超超超超ええええ、、、、相談員一人相談員一人相談員一人相談員一人ひとりのひとりのひとりのひとりの仕事量仕事量仕事量仕事量はははは多忙多忙多忙多忙

なななな状況状況状況状況にありにありにありにあり、、、、効率性効率性効率性効率性はははは良良良良いいいい状態状態状態状態とはとはとはとは言言言言いいいい難難難難いいいい。。。。    

総合評価 

平成平成平成平成１９１９１９１９年度相談実件数年度相談実件数年度相談実件数年度相談実件数２２１２２１２２１２２１件中件中件中件中、、、、平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度へのへのへのへの継続継続継続継続ケースケースケースケースはははは２３２３２３２３件件件件でででで

あるあるあるある。。。。約約約約９９９９割割割割がががが相談相談相談相談によりによりによりにより状況状況状況状況がががが改善改善改善改善したものとしたものとしたものとしたものと思思思思われるわれるわれるわれる。。。。またまたまたまた不登校不登校不登校不登校のののの相談相談相談相談

実件数実件数実件数実件数４９４９４９４９件中件中件中件中３９３９３９３９件件件件がががが学校復帰学校復帰学校復帰学校復帰（（（（相談室登校相談室登校相談室登校相談室登校・・・・学校適応教室通級含学校適応教室通級含学校適応教室通級含学校適応教室通級含むむむむ））））をしをしをしをし

たたたた。。。。約約約約８８８８割割割割のののの不登校状況不登校状況不登校状況不登校状況がががが改善改善改善改善しておりしておりしておりしており、、、、教育相談事業教育相談事業教育相談事業教育相談事業はははは十分機能十分機能十分機能十分機能しているしているしているしている。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

28 〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～魅力ある学校づくり事業～ 〕 

 

整理番号 １９ 事業名 魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力ああああああああるるるるるるるる学学学学学学学学校校校校校校校校づづづづづづづづくくくくくくくくりりりりりりりり事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 幼稚園・小中学校 

対象人数・対象数 ３３校・１分校・１園 

事業内容 

市立幼稚園及び、小・中学校に教育課題の研究を推進させる。各学校に３年毎に２

年間の計画的な研究を委嘱し、創意工夫を生かした教育活動を展開させ、魅力ある

学校づくりを推進する。また、上尾市教育研究会に対して、全体研修会や各部会の

研究の補助金を交付し、教職員の資質の向上を図る。 

事業の目的・目標 
研究を通し、教員の指導力の向上を図り、児童生徒・保護者・地域から信頼される

学校を築く。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

６，８３９ 千円 

［内訳］ 
○負担金、補助金及び交付金 6,839,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

予算執行率 決算額÷予算額×１００ １００％ 

市学力調査平均値 全国平均を５０としたときの市の位置  ５１ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

教育水準教育水準教育水準教育水準をををを高高高高めるためにはめるためにはめるためにはめるためには、、、、各学校各学校各学校各学校がががが児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの実態実態実態実態をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、常常常常にににに研究研究研究研究・・・・実実実実

践践践践をををを重重重重ねねねね、、、、教育水準教育水準教育水準教育水準をををを高高高高めるめるめるめることがことがことがことが不可欠不可欠不可欠不可欠であるであるであるである。。。。またまたまたまた、、、、研究発表研究発表研究発表研究発表をををを通通通通じてじてじてじて    

教育教育教育教育のののの向上向上向上向上がががが図図図図ることができるることができるることができるることができる。。。。    

効率性 

上尾市上尾市上尾市上尾市ではではではでは全小全小全小全小・・・・中学校中学校中学校中学校がががが、、、、３３３３年年年年サイクルサイクルサイクルサイクルでででで研究準備研究準備研究準備研究準備→→→→研究研究研究研究１１１１年目年目年目年目→→→→研究研究研究研究２２２２年年年年

目目目目（（（（研究発表研究発表研究発表研究発表））））をををを行行行行なっているなっているなっているなっている。。。。各研究各研究各研究各研究委嘱校委嘱校委嘱校委嘱校にはにはにはには、、、、研究準備研究準備研究準備研究準備段階段階段階段階５５５５万円万円万円万円、、、、研研研研

究究究究１１１１年目年目年目年目１０１０１０１０万円万円万円万円、、、、研究発表校研究発表校研究発表校研究発表校３５３５３５３５万円万円万円万円がががが補助金補助金補助金補助金としてとしてとしてとして交付交付交付交付されされされされ、、、、各学校各学校各学校各学校におにおにおにお

いてはいてはいてはいては、、、、研究資料研究資料研究資料研究資料、、、、講演講演講演講演のののの実施実施実施実施、、、、研究紀要研究紀要研究紀要研究紀要のののの作成等作成等作成等作成等にににに対対対対してしてしてして有効有効有効有効にににに活用活用活用活用するこするこするこするこ

とでとでとでとで研究成果研究成果研究成果研究成果のののの共有化共有化共有化共有化をををを図図図図っているっているっているっている。。。。    

総合評価 

上尾市上尾市上尾市上尾市のののの教員教員教員教員のののの指導力指導力指導力指導力のののの向上向上向上向上やややや、、、、学校力学校力学校力学校力のののの向上向上向上向上にににに資資資資するするするする有効有効有効有効なななな手段手段手段手段のののの一一一一つであつであつであつであ

りりりり、、、、今後今後今後今後もももも継続継続継続継続ししししてててて行行行行っていくっていくっていくっていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。またまたまたまた、、、、研究実績研究実績研究実績研究実績をををを他校他校他校他校においてもにおいてもにおいてもにおいても

実践実践実践実践することですることですることですることで、、、、教師及教師及教師及教師及びびびび児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの教育水準教育水準教育水準教育水準のののの向上向上向上向上がががが期待期待期待期待できるできるできるできる    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～入学準備金・奨学金貸付事業～ 〕 29 

 

整理番号 ２０ 事業名 入入入入入入入入学学学学学学学学準準準準準準準準備備備備備備備備金金金金金金金金・・・・・・・・奨奨奨奨奨奨奨奨学学学学学学学学金金金金金金金金貸貸貸貸貸貸貸貸付付付付付付付付事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 総務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 

進学の意欲を有する者で経済的な理由により修学困難なもの 

【入学準備金】 
・市内に引き続き１年以上居住し、市税を完納している者 
・高等学校等、大学又は専修学校への入学が確実である者の保護者 
・入学準備金の調達が困難な者  ・連帯保証人があること 

【奨学金】 
・市内に引き続き１年以上居住し、市税を完納している世帯の子女 
・学力優良及び品行方正な者で、学校長が推薦したもの 
・高等学校等、大学又は専修学校に入学を許可された者 
・学資の支出が困難な者    ・連帯保証人があること 
・他の奨学金その他これに類するものを受けていない者 

対象人数・対象数 

１９年度実績 
○入学準備金 １３名 ３，９００千円 
○奨学金（新規貸付） ２名 ４８０千円 

事業内容 
進学の意欲を有する人で経済的理由により就学困難な人のために、入学準備金、奨学
金の貸し付けを行う。 

事業の目的・目標 
進学の意欲を有する者で経済的な理由により修学困難なもののために、入学準備金
又は奨学金の貸付を行い、有用な人材を育成する。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

６，０６５ 千円 

［内訳］ 
○役務費 4,805  ○貸付金 6,060,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

貸付人数 貸付人数  ２２人 

貸付金額 貸付金額 ６，０６０円 

貸付決定割合 新規貸付人数／新規貸付申請人数×１００  ９４％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
少子化少子化少子化少子化のののの時代時代時代時代ではあるがではあるがではあるがではあるが、、、、引引引引きききき続続続続きききき同程度同程度同程度同程度ののののニーズニーズニーズニーズがががが見込見込見込見込まれまれまれまれ、、、、経済的経済的経済的経済的なななな理由理由理由理由

によりによりによりにより就学就学就学就学がががが困難困難困難困難なななな者者者者にににに就学機会就学機会就学機会就学機会のののの確保確保確保確保をををを図図図図るるるる観点観点観点観点からからからから必要必要必要必要があがあがあがあるるるる。。。。    

効率性 
広報広報広報広報やややや中学校中学校中学校中学校にににに案内案内案内案内をををを出出出出すなどすなどすなどすなど周知周知周知周知をををを行行行行いながらいながらいながらいながら、、、、条件条件条件条件にににに合合合合うううう申請者申請者申請者申請者にはにはにはには、、、、貸貸貸貸

付決定付決定付決定付決定できているできているできているできている状況状況状況状況であるであるであるである。。。。またまたまたまた、、、、状況状況状況状況にににに応応応応じてじてじてじて２２２２次募集次募集次募集次募集もももも実施実施実施実施しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

入学準備金貸付入学準備金貸付入学準備金貸付入学準備金貸付についてはについてはについてはについては、、、、一時的一時的一時的一時的なななな大大大大きなきなきなきな出費出費出費出費にににに対対対対するするするする必要性必要性必要性必要性からからからから申請者申請者申請者申請者がががが

あるあるあるある程度見込程度見込程度見込程度見込まれまれまれまれ、、、、現状現状現状現状をををを維持維持維持維持していくしていくしていくしていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。奨学金貸付奨学金貸付奨学金貸付奨学金貸付についてはについてはについてはについては、、、、

１１１１８８８８年度年度年度年度、、、、１９１９１９１９年度年度年度年度はははは２２２２名名名名のののの申請申請申請申請にににに留留留留まってまってまってまっているいるいるいる。。。。これはこれはこれはこれは他他他他のののの機関機関機関機関やややや学校学校学校学校などなどなどなど

でもでもでもでも多多多多くくくく実施実施実施実施されてされてされてされていることもいることもいることもいることも理由理由理由理由のひとつとしてのひとつとしてのひとつとしてのひとつとして考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。貸付事業貸付事業貸付事業貸付事業につにつにつにつ

いてはいてはいてはいては、、、、引引引引きききき続続続続きききき、、、、そのありそのありそのありそのあり方方方方やややや手法手法手法手法などなどなどなどについてについてについてについて研究研究研究研究をををを行行行行いいいい、、、、財源財源財源財源ををををよりよりよりより有有有有

効活用効活用効活用効活用するするするする検討検討検討検討をををを行行行行うううう。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

30 〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～幼稚園就園奨励費補助事業～ 〕 

 

整理番号 ２１ 事業名 幼幼幼幼幼幼幼幼稚稚稚稚稚稚稚稚園園園園園園園園就就就就就就就就園園園園園園園園奨奨奨奨奨奨奨奨励励励励励励励励費費費費費費費費補補補補補補補補助助助助助助助助事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 総務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 
満３歳児・３歳児・４歳児・５歳児を私立幼稚園に通園させている保護者のうち 

所得要件を満たす者 

対象人数・対象数 平成１９年度実績  ３，０５０人 

事業内容 
幼児を私立幼稚園に通園させている保護者に対して所得状況に応じて補助金を交

付する。 

事業の目的・目標 
幼児を私立幼稚園に通園させている保護者の経済的負担を軽減し、幼児の幼稚園へ

の就園を奨励する。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

２２２，０３５ 千円 

［内訳］ 
○賃金 99,950    ○需用費 123,375   
○負担金、補助金及び交付金 221,811,800 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

補助対象者数  ３，０５０人 

私立幼稚園就園率（％） 
市内在住私立幼稚園児数／（市内３・４・
５歳児人口－保育所等通園児）×１００ 

８２．２％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

公私立幼稚園間公私立幼稚園間公私立幼稚園間公私立幼稚園間のののの保育料等保育料等保育料等保育料等にはにはにはには、、、、格差格差格差格差がありがありがありがあり、、、、幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園にににに幼児幼児幼児幼児をををを通園通園通園通園させているさせているさせているさせている

父母父母父母父母のののの年齢年齢年齢年齢がががが相対的相対的相対的相対的にににに若若若若いこともあっていこともあっていこともあっていこともあって、、、、経済的負担経済的負担経済的負担経済的負担はははは相当過重相当過重相当過重相当過重となっているとなっているとなっているとなっている。。。。

そこでそこでそこでそこで、、、、保育料保育料保育料保育料等等等等のののの一部一部一部一部をををを減免又減免又減免又減免又はははは免除免除免除免除しししし、、、、経済的負担経済的負担経済的負担経済的負担のののの軽減及軽減及軽減及軽減及びびびび格差格差格差格差のののの是正是正是正是正

をををを図図図図るるるる必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    

効率性 保護者保護者保護者保護者のののの経済的経済的経済的経済的負担負担負担負担をををを軽減軽減軽減軽減しているしているしているしている。。。。    

総合評価 
国国国国のののの幼児教育振興幼児教育振興幼児教育振興幼児教育振興のののの中心施策中心施策中心施策中心施策でありでありでありであり、、、、幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園へのへのへのへの就園就園就園就園をををを奨励奨励奨励奨励するためするためするためするため、、、、継続継続継続継続しししし

てててて実施実施実施実施していくしていくしていくしていく。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業～ 〕 31 

 

整理番号 ２２ 事業名 私私私私私私私私立立立立立立立立幼幼幼幼幼幼幼幼稚稚稚稚稚稚稚稚園園園園園園園園児児児児児児児児保保保保保保保保護護護護護護護護者者者者者者者者負負負負負負負負担担担担担担担担軽軽軽軽軽軽軽軽減減減減減減減減費費費費費費費費補補補補補補補補助助助助助助助助事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 総務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 
基準日現在（当該年度の１０月１日）上尾市に住民登録のある満３歳児・３歳児・

４歳児・５歳児を私立幼稚園に通園させている保護者 

対象人数・対象数 １９年度実績  ４，１５４人 

事業内容 

昭和５０年度開始。幼児を私立幼稚園に通園させている保護者を対象に、幼児１人

につき、第１子は１８，０００円、第２子は２０，０００円、第３子以降は 

２５，０００円を補助する。（同一世帯から同時に複数の幼児を私立幼稚園に通園

している場合、第２子、第３子以降となる） 

事業の目的・目標 私立幼稚園に通園する園児の保護者の経済的負担を軽減し、子育てを支援する。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

７５，２７９ 千円 

［内訳］ 
○負担金、補助金及び交付金 75,279,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

補助対象者数  ４，１５４人 

私立幼稚園就園率（％） 
市内在住私立幼稚園児数／（市内３・４・
５歳児人口－保育所等通園児）×100 

８２．２％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
少子化少子化少子化少子化のののの中中中中でででで、、、、子育子育子育子育てをてをてをてを支援支援支援支援していくためしていくためしていくためしていくためにににに、、、、私立幼稚園私立幼稚園私立幼稚園私立幼稚園にににに通園通園通園通園させているさせているさせているさせている保保保保

護者護者護者護者のののの経済的負担経済的負担経済的負担経済的負担をををを軽減軽減軽減軽減するするするする必要必要必要必要ががががあるあるあるある。。。。    

効率性 保護者全員保護者全員保護者全員保護者全員のののの経済的負担経済的負担経済的負担経済的負担をををを直接軽減直接軽減直接軽減直接軽減しているしているしているしている。。。。    

総合評価 
市内市内市内市内のののの３３３３歳歳歳歳～～～～５５５５歳児人口歳児人口歳児人口歳児人口のののの半数以上半数以上半数以上半数以上にににに係係係係るるるる幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育をををを私立幼稚園私立幼稚園私立幼稚園私立幼稚園がががが担担担担っているっているっているっている

現状現状現状現状やややや幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園へのへのへのへの就園就園就園就園をををを円滑円滑円滑円滑にすにすにすにするためにもるためにもるためにもるためにも、、、、継続継続継続継続がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

32 〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～小学校特別支援教育就学奨励事業～ 〕 

 

整理番号 ２３ 事業名 小小小小小小小小学学学学学学学学校校校校校校校校特特特特特特特特別別別別別別別別支支支支支支支支援援援援援援援援教教教教教教教教育育育育育育育育就就就就就就就就学学学学学学学学奨奨奨奨奨奨奨奨励励励励励励励励事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 学務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小学校の特別支援学級に在籍する児童の保護者 

対象人数・対象数 約１２０人 

事業内容 
市内小学校の特別支援学級に在籍する児童の保護者の経済的負担を軽減し、特別支

援教育の普及奨励を図るため、対象となる経費の一部を補助する。 

事業の目的・目標 
教育の機会均等の趣旨にのっとり、特別支援学級への就学の特殊事情を鑑みて、そ

の保護者の経済的負担を軽減し、もって特別支援教育を普及奨励する 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

２，７８１ 千円 

［内訳］ 
○扶助費 2,780,979 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

奨励費申請書の配布・回収率 回収数÷配布数（＝在籍者数）×１００ ９９％ 

奨励費受給者の割合 受給者数÷特別支援学級在籍者数×１００  ８７％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

障害児障害児障害児障害児をををを持持持持つつつつ保護者保護者保護者保護者へのへのへのへの経済的負担経済的負担経済的負担経済的負担のののの軽減軽減軽減軽減をををを図図図図ることからることからることからることから必要性必要性必要性必要性はははは高高高高くくくく、、、、申請申請申請申請

者者者者はほぼはほぼはほぼはほぼ全員支援全員支援全員支援全員支援のののの該当該当該当該当となりとなりとなりとなり、、、、特別支援学級特別支援学級特別支援学級特別支援学級のののの適切適切適切適切なななな利用促進利用促進利用促進利用促進をををを図図図図るためるためるためるためにににに

もももも必要必要必要必要なななな事業事業事業事業であるであるであるである。。。。    

効率性 学校学校学校学校とととと円滑円滑円滑円滑にかつにかつにかつにかつ速速速速やかにやかにやかにやかに連絡連絡連絡連絡をををを取取取取りりりり合合合合いいいい、、、、効率効率効率効率よくよくよくよく事務事務事務事務執行執行執行執行しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

特別支援学級特別支援学級特別支援学級特別支援学級へのへのへのへの就学就学就学就学のののの特殊事情特殊事情特殊事情特殊事情をををを鑑鑑鑑鑑みてみてみてみて、、、、そのそのそのその保護者保護者保護者保護者のののの経済的負担経済的負担経済的負担経済的負担をををを軽減軽減軽減軽減すすすす

ることでることでることでることで特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育をををを普及奨励普及奨励普及奨励普及奨励しししし、、、、またまたまたまた全国均一全国均一全国均一全国均一でででで補助補助補助補助がががが受受受受けられるようけられるようけられるようけられるよう、、、、

現状維持現状維持現状維持現状維持がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～中学校特別支援教育就学奨励事業～ 〕 33 

 

整理番号 ２４ 事業名 中中中中中中中中学学学学学学学学校校校校校校校校特特特特特特特特別別別別別別別別支支支支支支支支援援援援援援援援教教教教教教教教育育育育育育育育就就就就就就就就学学学学学学学学奨奨奨奨奨奨奨奨励励励励励励励励事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 学務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 中学校の特別支援学級に在籍する生徒の保護者 

対象人数・対象数 約７０人 

事業内容 
市内中学校の特別支援学級に在籍する生徒の保護者の経済的負担を軽減し、特別支

援教育の普及奨励を図るため、対象となる経費の一部を補助する。 

事業の目的・目標 
教育の機会均等の趣旨にのっとり、特別支援学級への就学の特殊事情を鑑みて、そ

の保護者の経済的負担を軽減し、もって特別支援教育を普及奨励する。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

２，０２９ 千円 

［内訳］ 

○扶助費 2,028,642 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

奨励費申請書の回収率 回収数÷配布数（＝在籍者数）×１００  ９６％ 

奨励費受給者の割合 受給者÷特別支援学級在籍者数×１００  ７２％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

障害児障害児障害児障害児をををを持持持持つつつつ保護者保護者保護者保護者へのへのへのへの経済的負担経済的負担経済的負担経済的負担のののの軽減軽減軽減軽減をををを図図図図ることからることからることからることから必要性必要性必要性必要性はははは高高高高くくくく、、、、申請申請申請申請

者者者者はほぼはほぼはほぼはほぼ全員支援全員支援全員支援全員支援のののの該当該当該当該当となりとなりとなりとなり、、、、特別支援学級特別支援学級特別支援学級特別支援学級のののの適切適切適切適切なななな利用促進利用促進利用促進利用促進をををを図図図図るためにるためにるためにるために

もももも必要必要必要必要なななな事業事業事業事業であるであるであるである    

効率性 学校学校学校学校とととと円滑円滑円滑円滑にかつにかつにかつにかつ速速速速やかにやかにやかにやかに連絡連絡連絡連絡をををを取取取取りりりり合合合合いいいい、、、、効率効率効率効率よくよくよくよく事務事務事務事務執行執行執行執行しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

特別支援学級特別支援学級特別支援学級特別支援学級へのへのへのへの就学就学就学就学のののの特殊事情特殊事情特殊事情特殊事情をををを鑑鑑鑑鑑みてみてみてみて、、、、そのそのそのその保護者保護者保護者保護者のののの経済的負担経済的負担経済的負担経済的負担をををを軽減軽減軽減軽減すすすす

ることでることでることでることで特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育をををを普及奨励普及奨励普及奨励普及奨励しししし、、、、またまたまたまた全国均一全国均一全国均一全国均一でででで補助補助補助補助がががが受受受受けられるようけられるようけられるようけられるよう、、、、

現状維持現状維持現状維持現状維持がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

34 〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～小学校就学援助費補助事業～ 〕 

 

整理番号 ２５ 事業名 小小小小小小小小学学学学学学学学校校校校校校校校就就就就就就就就学学学学学学学学援援援援援援援援助助助助助助助助費費費費費費費費補補補補補補補補助助助助助助助助事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 学務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 
市内に住所を有し、かつ、市が設置する小学校又は中学校に就学している児童生徒

の保護者 

対象人数・対象数 認定者数 ８８８人 

事業内容 
経済的理由により就学が困難と認められる市内の小学校に在籍する児童生徒の保

護者に対して、就学に必要な経費の一部を援助する。 

事業の目的・目標 義務教育の円滑な実施を図ること 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１６，９７４ 千円 

［内訳］ 
○扶助費 16,973,966 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

就学援助申請書受付数  ９２１枚 

受給者の割合 受給者/申請者×１００  ９７％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

経済的理由経済的理由経済的理由経済的理由によってによってによってによって就学就学就学就学がががが困難困難困難困難とととと認認認認められるめられるめられるめられる児童児童児童児童のののの保護者保護者保護者保護者にににに対対対対するするするする援助援助援助援助はははは、、、、保保保保

護者護者護者護者のののの負担軽減負担軽減負担軽減負担軽減とととと義務教育義務教育義務教育義務教育のののの円滑円滑円滑円滑なななな実施実施実施実施にににに資資資資するためにもするためにもするためにもするためにも必要必要必要必要なななな援助援助援助援助であるであるであるである。。。。

法法法法においてもにおいてもにおいてもにおいても事業実施事業実施事業実施事業実施がががが市町村市町村市町村市町村のののの義務義務義務義務とととと規定規定規定規定されているされているされているされている。。。。    

効率性 迅速迅速迅速迅速にににに効率効率効率効率よくよくよくよく事務事務事務事務執行執行執行執行してしてしてしているいるいるいる。。。。    

総合評価 児童児童児童児童のののの義務教育義務教育義務教育義務教育のののの円滑円滑円滑円滑なななな実施実施実施実施のためにのためにのためにのために補助金補助金補助金補助金のののの支給支給支給支給はははは現状現状現状現状維持維持維持維持がががが妥当妥当妥当妥当であるであるであるである。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～中学校就学援助費補助事業～ 〕 35 

 

整理番号 ２６ 事業名 中中中中中中中中学学学学学学学学校校校校校校校校就就就就就就就就学学学学学学学学援援援援援援援援助助助助助助助助費費費費費費費費補補補補補補補補助助助助助助助助事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 学務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 
市内に住所を有し、かつ、市が設置する小学校又は中学校に就学している児童生徒

の保護者 

対象人数・対象数 認定者数 ４６７人 

事業内容 
経済的理由により就学が困難と認められる市内の中学校に在籍する児童生徒の保

護者に対して、就学に必要な経費の一部を援助する。 

事業の目的・目標 義務教育の円滑な実施を図ること 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

２２，０２２ 千円 

［内訳］ 
○扶助費 22,022,357 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

就学援助申請書受付数  ４８３枚 

受給者の割合 受給者/申請者×１００  ９７％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

経済的理由経済的理由経済的理由経済的理由によってによってによってによって就学就学就学就学がががが困難困難困難困難とととと認認認認められるめられるめられるめられる生徒生徒生徒生徒のののの保護者保護者保護者保護者にににに対対対対するするするする援助援助援助援助はははは、、、、保保保保

護者護者護者護者のののの負担軽減負担軽減負担軽減負担軽減とととと義務教育義務教育義務教育義務教育のののの円滑円滑円滑円滑なななな実施実施実施実施にににに資資資資するためにもするためにもするためにもするためにも必要必要必要必要なななな援助援助援助援助であるであるであるである。。。。

法法法法においてもにおいてもにおいてもにおいても事業実施事業実施事業実施事業実施がががが市町村市町村市町村市町村のののの義務義務義務義務とととと規定規定規定規定されているされているされているされている    

効率性 迅速迅速迅速迅速にににに効率効率効率効率よくよくよくよく事務処理事務処理事務処理事務処理をををを行行行行っているっているっているっている。。。。    

総合評価 生徒生徒生徒生徒のののの義務教育義務教育義務教育義務教育のののの円滑円滑円滑円滑なななな実施実施実施実施のためにのためにのためにのために補助金補助金補助金補助金のののの支給支給支給支給はははは現状維持現状維持現状維持現状維持がががが妥当妥当妥当妥当であるであるであるである。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

36 〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～要・準要保護児童生徒医療費援助事業～ 〕 

 

整理番号 ２７ 事業名 要要要要要要要要・・・・・・・・準準準準準準準準要要要要要要要要保保保保保保保保護護護護護護護護児児児児児児児児童童童童童童童童生生生生生生生生徒徒徒徒徒徒徒徒医医医医医医医医療療療療療療療療費費費費費費費費援援援援援援援援助助助助助助助助事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 学校保健課 

●事業の概要 

対象者・対象物 
市内の学校に在籍している学齢児童生徒の保護者で、要保護に認定されている者及

び教育委員会が要保護者に準ずる程度に生活に困窮していると認めた者。 

対象人数・対象数 小学校 １３１人 中学校  ３４人 

事業内容 

経済的な理由により、就学困難な児童生徒の保護者に対して、政令で定めた病気に

かかり、学校で行われる健康診断により治療の指示を受けた時、その医療費の援助

を行う。 

事業の目的・目標 
学校で行われる検診によって、病気が見つかった児童生徒の保護者に治療費を援助

することにより、適切な治療を進める。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１，１２４ 千円 

［内訳］ 
○扶助費 1,124,211 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

医療券交付人数  ４４０人 

医療券使用枚数  １９４枚 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

経済的経済的経済的経済的にににに困窮困窮困窮困窮しているしているしているしている家庭家庭家庭家庭はははは、、、、今後今後今後今後もももも増増増増えるとえるとえるとえると考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。そのためにそのためにそのためにそのために児童生児童生児童生児童生

徒徒徒徒がががが適切適切適切適切なななな治療治療治療治療をををを受受受受けられけられけられけられずずずず、、、、病状病状病状病状をををを悪化悪化悪化悪化させさせさせさせ重篤重篤重篤重篤なななな状態状態状態状態にさせないためにもにさせないためにもにさせないためにもにさせないためにも

援助援助援助援助はははは必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 
学務課学務課学務課学務課でででで行行行行っているっているっているっている就学援助費就学援助費就学援助費就学援助費のうちのうちのうちのうち、、、、給食費給食費給食費給食費とととと医療費医療費医療費医療費をををを学校保健課学校保健課学校保健課学校保健課でででで援助援助援助援助しししし

ておりておりておりており、、、、学務課学務課学務課学務課とととと連携連携連携連携をとりながらをとりながらをとりながらをとりながら効率効率効率効率よくよくよくよく事業事業事業事業をををを行行行行っているっているっているっている。。。。    

総合評価 

学校教育法学校教育法学校教育法学校教育法１９１９１９１９条条条条にににに「「「「経済的理由経済的理由経済的理由経済的理由によつてによつてによつてによつて、、、、就学困難就学困難就学困難就学困難とととと認認認認められるめられるめられるめられる学齢児童又学齢児童又学齢児童又学齢児童又

はははは学齢生徒学齢生徒学齢生徒学齢生徒のののの保護者保護者保護者保護者にににに対対対対してはしてはしてはしては、、、、市町村市町村市町村市町村はははは、、、、必要必要必要必要なななな援助援助援助援助をををを与与与与えなければならなえなければならなえなければならなえなければならな

いいいい。」。」。」。」とあるようにとあるようにとあるようにとあるように、、、、今後今後今後今後もももも経済的経済的経済的経済的なななな理由理由理由理由によりによりによりにより就学援助就学援助就学援助就学援助をををを受受受受けるけるけるける児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒はははは増増増増

えるとえるとえるとえると考考考考えられることからえられることからえられることからえられることから、、、、このこのこのこの事業事業事業事業はははは現状維持現状維持現状維持現状維持させさせさせさせていくていくていくていく。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅰ 教育環境の整備・充実 ～準要保護児童生徒給食費援助事業～ 〕 37 

 

整理番号 ２８ 事業名 準準準準準準準準要要要要要要要要保保保保保保保保護護護護護護護護児児児児児児児児童童童童童童童童生生生生生生生生徒徒徒徒徒徒徒徒給給給給給給給給食食食食食食食食費費費費費費費費援援援援援援援援助助助助助助助助事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 学校保健課 

●事業の概要 

対象者・対象物 就学困難な児童生徒の保護者。 

対象人数・対象数 １，３５５ 人 

事業内容 

経済的な理由により、就学困難な児童生徒の保護者に対して学校給食費の援助を行

う。受給対象者は、市内の学校に在籍している学齢児童生徒の保護者で、教育委員

会が要保護者に準ずる程度に生活に困窮していると認めた者とする。 

事業の目的・目標 
経済的に学校給食費の支払が困難である保護者に対して、援助を行うことにより、

負担を軽減する。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

５６，５６１ 千円 

［内訳］ 
○扶助費 56,560,681 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

事業の援助率 援助額／給食費×１００ １００％ 

援助対象人数  １，３５２人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
経済的経済的経済的経済的にににに困窮困窮困窮困窮しているしているしているしている家庭家庭家庭家庭はははは今後今後今後今後もももも増加増加増加増加することがすることがすることがすることが予想予想予想予想されるされるされるされる。。。。学校給食学校給食学校給食学校給食のののの円円円円

滑滑滑滑なななな運営運営運営運営のためにものためにものためにものためにも援助援助援助援助していくことがしていくことがしていくことがしていくことが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 実費実費実費実費のののの援助援助援助援助をををを行行行行うことによりうことによりうことによりうことにより、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの給食給食給食給食がががが保障保障保障保障されたされたされたされた。。。。    

総合評価 

認定者認定者認定者認定者についてについてについてについて、、、、給食費全額給食費全額給食費全額給食費全額をををを援助援助援助援助することによりすることによりすることによりすることにより、、、、保護者保護者保護者保護者のののの負担負担負担負担がががが軽減軽減軽減軽減されされされされ

たたたた。。。。認定者認定者認定者認定者についてはについてはについてはについては、、、、毎年増加傾向毎年増加傾向毎年増加傾向毎年増加傾向にあるがにあるがにあるがにあるが、、、、よりよりよりより制度制度制度制度のののの周知周知周知周知をををを図図図図るるるる必要必要必要必要がががが

あるあるあるある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 
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〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 （現況と課題） 〕 39 

ⅡⅡⅡⅡ    魅力魅力魅力魅力あるあるあるある教育内容教育内容教育内容教育内容のののの充実充実充実充実 

１ 現況と課題 

少子高齢社会が進む中、将来を担う子どもたちを育てる教育の充実を図ることは、ますます重要な

課題となっています。 

幼児教育については、幼児期の遊びを中心とする保育から、児童期の学習を中心とする指導への接

続を滑らかにし、一貫した流れをつくり出すことが重要です。引き続き研究を進め、幼稚園、保育所

と小学校が相互に理解を深め、連携・交流の機会をより充実させていきます。 

学校教育については、社会が国際化、情報化、科学技術の発達、環境問題への関心の高まり、少子

高齢化等の様々な面で大きく変化しており、児童生徒に確かな学力、豊かな心、健やかな体など生き

る力を身に付けさせるとともに、社会の変化を踏まえた多様な課題に対応するための魅力ある教育活

動の充実を図ることが求められています。 

また、近年における食生活をめぐる環境の変化を考慮し、児童生徒の健全な心身の成長を図ること

ができるよう、学校における食育を推進することが課題となっています。 

特別支援教育については、ノーマライゼーションの理念に基づく教育の推進を図るため、すべての

学校において、校内支援体制、関係機関との連携・連絡体制を整え、個別の指導計画等を作成して、

一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な配慮や支援に努めた教育を進める必要があります。                                                                    

２ 平成１９年度に実施した主な事業 

 ① 幼稚園教育の充実  

（２９） 私立幼稚園委託事務補助事業

 ② 心の教育の充実  

（３０） 小中学校音楽会開催事業 

（３１） 上尾市中学校吹奏楽演奏会開催事業 

（３２） 豊かな体験活動推進事業 

（３３） 中学校部活動支援事業 

 ③ 時代潮流に応じた教育の充実  

（３４） 日本語指導職員派遣事業 

（３５） 小中学校ＡLＴ配置事業 

（３６） 教育に関する３つの達成目標推進事業 

（３７） 中学生海外派遣研修事業 

 ④ 体力向上、健康教育の充実  

（３８） 児童生徒体力向上推進事業 （３９） 児童生徒安全推進事業 

 ⑤ 学校給食の充実  

（４０） 小学校給食室管理運営事業 （４１） 調理場備品等整備事業 

 ⑥ 特別支援教育の充実  

（４２） 学級支援員派遣事業 

（４３） 特別支援学級補助員派遣事業 

（４４） 特別支援教育推進事業 

 ⑦ 生徒指導・進路指導・キャリア教育の充実  

（４５） 中学生社会体験チャレンジ事業 

（４６） 中学生進路意識啓発事業 

（４７） 生徒指導推進事業 

（４８） 学力向上支援事業



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

40 〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～私立幼稚園委託事務補助事業～ 〕 

 

整理番号 ２９ 事業名 私私私私私私私私立立立立立立立立幼幼幼幼幼幼幼幼稚稚稚稚稚稚稚稚園園園園園園園園委委委委委委委委託託託託託託託託事事事事事事事事務務務務務務務務補補補補補補補補助助助助助助助助事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 総務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 市内の認可幼稚園 

対象人数・対象数 ２１園 

事業内容 
市内各認可幼稚園に対して市が委任する事務、園児の健康診断に要する経費及び 

ＡＥＤ設置に要する経費を補助する。 

事業の目的・目標 市内における幼児教育の振興のため 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１７，２２０ 千円 

［内訳］ 
○負担金、補助金及び交付金 17,220,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

認可幼稚園数（補助対象幼稚園数）  ２１園 

補助金額（千円）  １７，２２０千円 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
市市市市がががが依頼依頼依頼依頼するするするする事務事務事務事務にににに関関関関するするするする経費経費経費経費、、、、園児園児園児園児のののの健康診断健康診断健康診断健康診断にににに要要要要するするするする経費及経費及経費及経費及びびびび自動体外式自動体外式自動体外式自動体外式

除細動器除細動器除細動器除細動器のののの設置設置設置設置にににに要要要要するするするする経費経費経費経費のののの補助補助補助補助でありでありでありであり必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 
市市市市のののの補助金申請手続補助金申請手続補助金申請手続補助金申請手続きききき等等等等のののの事務事務事務事務をををを担担担担ってもらうことでってもらうことでってもらうことでってもらうことで、、、、事務事務事務事務のののの効率化効率化効率化効率化がががが図図図図られられられられ

ているているているている。。。。    

総合評価 

市内市内市内市内のののの３３３３歳歳歳歳～～～～５５５５歳児歳児歳児歳児のののの半数以上半数以上半数以上半数以上をををを私立幼稚園私立幼稚園私立幼稚園私立幼稚園がががが担担担担っているっているっているっている現状現状現状現状からからからから、、、、私立幼稚私立幼稚私立幼稚私立幼稚

園園園園にににに対対対対してしてしてして必要不可欠必要不可欠必要不可欠必要不可欠のののの経費経費経費経費をををを補助補助補助補助しししし、、、、幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育のののの振興振興振興振興とととと幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育をををを受受受受けるけるけるける機機機機

会均等会均等会均等会均等をををを図図図図っていくためにもっていくためにもっていくためにもっていくためにも継続継続継続継続してしてしてして補助補助補助補助していくしていくしていくしていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～小中学校音楽会開催事業～ 〕 41 

 

整理番号 ３０ 事業名 小小小小小小小小中中中中中中中中学学学学学学学学校校校校校校校校音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽会会会会会会会会開開開開開開開開催催催催催催催催事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小中学校の児童生徒 

対象人数・対象数 約１，３００人 

事業内容 

表現及び鑑賞を通して、音楽性を伸ばすとともに、音楽を愛好する心を養い、情操

豊かな児童生徒の育成を図るため、毎年１回「上尾市小・中学校音楽会」を実施す

る。 

事業の目的・目標 
音楽性を伸ばすとともに、音楽を愛好する心を養い、情操豊かな児童生徒の育成を

図る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

７７６  千円 

［内訳］ 
○報償費 12,000  ○需用費 24,324  ○使用料及び賃借料 696,400 
○負担金、補助金及び交付金  42,900 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

参加率 参加校数÷学校数×１００ １００％ 

参加者数 参加児童生徒数 約 １，３００人   

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

各学校各学校各学校各学校のののの枠枠枠枠をををを越越越越えてのえてのえてのえての活動活動活動活動はははは、、、、上尾市小学校連合運動会上尾市小学校連合運動会上尾市小学校連合運動会上尾市小学校連合運動会、、、、各地区毎各地区毎各地区毎各地区毎のののの親善球技親善球技親善球技親善球技

大会大会大会大会やややや中学校中学校中学校中学校でのでのでのでの各種大会各種大会各種大会各種大会がががが中心中心中心中心となっているとなっているとなっているとなっている。。。。そのいずれもそのいずれもそのいずれもそのいずれも運動系運動系運動系運動系のものでのものでのものでのもので

ありありありあり、、、、音楽的音楽的音楽的音楽的なななな活動活動活動活動はははは数少数少数少数少ないないないない。。。。音楽教育音楽教育音楽教育音楽教育のののの成果成果成果成果をををを発表発表発表発表するするするする機会機会機会機会をををを保障保障保障保障していしていしていしてい

くくくく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    

効率性 
音楽音楽音楽音楽会会会会運営委員会運営委員会運営委員会運営委員会がががが音楽会音楽会音楽会音楽会のののの実施運営実施運営実施運営実施運営にあたりにあたりにあたりにあたり、、、、またまたまたまた、、、、市内小市内小市内小市内小・・・・中学校中学校中学校中学校のののの音楽音楽音楽音楽

主任主任主任主任もももも実施委員実施委員実施委員実施委員としてとしてとしてとして役割分担役割分担役割分担役割分担しししし、、、、効率的効率的効率的効率的にににに実施実施実施実施しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

市立小市立小市立小市立小・・・・中学校中学校中学校中学校のののの児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒・・・・教職員教職員教職員教職員・・・・保護者保護者保護者保護者ともにともにともにともに音楽会音楽会音楽会音楽会にににに対対対対するするするする教育的効果教育的効果教育的効果教育的効果

へのへのへのへの認識認識認識認識もももも高高高高まっているまっているまっているまっている。。。。小学生小学生小学生小学生をををを対象対象対象対象にににに含含含含むむむむ音楽事業音楽事業音楽事業音楽事業としてはとしてはとしてはとしては、、、、市内唯一市内唯一市内唯一市内唯一のののの

事業事業事業事業であであであでありりりり継続継続継続継続するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

42 〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～上尾市中学校吹奏楽演奏会開催事業～ 〕 

 

整理番号 ３１ 事業名 上上上上上上上上尾尾尾尾尾尾尾尾市市市市市市市市中中中中中中中中学学学学学学学学校校校校校校校校吹吹吹吹吹吹吹吹奏奏奏奏奏奏奏奏楽楽楽楽楽楽楽楽演演演演演演演演奏奏奏奏奏奏奏奏会会会会会会会会開開開開開開開開催催催催催催催催事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 市立中学校吹奏楽部 

対象人数・対象数 吹奏楽部員３９２名 

事業内容 
吹奏楽演奏会の開催をとおして、生徒の演奏技能を高め、教員の指導力の向上を図

る。 

事業の目的・目標 

中学校における部活動の文化的な活動において日頃の活動の成果を発表する機会

の一つとする。対象生徒の意欲・技能の向上のみならず、保護者や一般にも公開す

ることにより、市民の文化的活動としての位置づけを図る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

２８６ 千円 

［内訳］ 

○報償費 27,000  ○需用費 19,999  ○使用料及び賃借料 239,200 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

参加率 参加校数÷吹奏楽部を有する学校数×１００ １００％ 

参加者数 吹奏楽部生徒数 ３９２人   

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

現在現在現在現在のののの部活動部活動部活動部活動においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、運動部活動運動部活動運動部活動運動部活動がががが中心中心中心中心となっているとなっているとなっているとなっている。。。。文化部活動文化部活動文化部活動文化部活動についについについについ

てもてもてもても、、、、発表発表発表発表のののの機会機会機会機会をををを多多多多くしくしくしくし、、、、意欲意欲意欲意欲のののの向上向上向上向上をををを図図図図るというるというるというるという意味意味意味意味でもでもでもでも必要性必要性必要性必要性はははは高高高高いいいい。。。。

またまたまたまた、、、、一般公開一般公開一般公開一般公開することですることですることですることで、、、、保護者保護者保護者保護者、、、、地域地域地域地域のののの文化的活動文化的活動文化的活動文化的活動のののの一一一一つにもなるつにもなるつにもなるつにもなる。。。。    

効率性 運営運営運営運営にににに関関関関してはしてはしてはしては、、、、運営委員会運営委員会運営委員会運営委員会をををを組織組織組織組織しししし、、、、効果的効果的効果的効果的、、、、効率的効率的効率的効率的にににに開催開催開催開催しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

吹奏楽演奏会吹奏楽演奏会吹奏楽演奏会吹奏楽演奏会のののの実施実施実施実施によりによりによりにより、、、、生徒生徒生徒生徒のののの演奏技能演奏技能演奏技能演奏技能やややや教師教師教師教師のののの指導力指導力指導力指導力のののの向上向上向上向上がががが期待期待期待期待できできできでき

るるるる。。。。またまたまたまた、、、、吹奏楽部吹奏楽部吹奏楽部吹奏楽部のののの発表発表発表発表のののの機会機会機会機会がががが少少少少ないないないない状況状況状況状況でででで、、、、活躍活躍活躍活躍のののの場場場場があるとがあるとがあるとがあると活動活動活動活動もももも活活活活

性化性化性化性化するするするする。。。。市民市民市民市民へのへのへのへの芸術文化芸術文化芸術文化芸術文化のののの提供提供提供提供とととと学校理解学校理解学校理解学校理解につながるにつながるにつながるにつながる事業事業事業事業であるであるであるである。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～豊かな体験活動推進事業～ 〕 43 

 

整理番号 ３２ 事業名 豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかなななななななな体体体体体体体体験験験験験験験験活活活活活活活活動動動動動動動動推推推推推推推推進進進進進進進進事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 豊かな体験活動推進中学校 

対象人数・対象数 平成１９年度 １，２７４名 

事業内容 
自然の中で仲間と学ぶ長期宿泊体験活動をはじめとした様々な体験活動を充実さ

せるための補助を行う。 

事業の目的・目標 

自然の中での長期宿泊体験活動をはじめとした様々な体験活動を通じて児童生徒

の生活や学習における意欲や集団の一員としての態度など社会人となるために必

要な基礎的な資質の育成を図る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

４，２００ 千円 

［内訳］ 
○負担金、補助金及び交付金 4,200,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

実施校数  ７校 

参加者数 体験活動参加生徒数 １，２７４人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
様様様様々々々々なななな人人人人々々々々とのとのとのとの交流交流交流交流やややや自然自然自然自然・・・・文化文化文化文化のののの深深深深さやさやさやさや広広広広さをさをさをさを学学学学ぶことによりぶことによりぶことによりぶことにより、、、、規範意識規範意識規範意識規範意識のののの

醸成醸成醸成醸成とととと豊豊豊豊かなかなかなかな心心心心のののの育成育成育成育成をををを図図図図るためにるためにるためにるために必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 
市市市市のののの事業事業事業事業としてとしてとしてとして実施実施実施実施することですることですることですることで、、、、他市町他市町他市町他市町のののの公共施設公共施設公共施設公共施設・・・・現地校現地校現地校現地校とのとのとのとの交流等交流等交流等交流等のののの折衝折衝折衝折衝

やややや企画企画企画企画・・・・依依依依頼等頼等頼等頼等、、、、効率的効率的効率的効率的にににに進進進進めることができるめることができるめることができるめることができる。。。。    

総合評価 

これまでこれまでこれまでこれまで実施実施実施実施してきたしてきたしてきたしてきた、、、、修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行、、、、スキースキースキースキー教室教室教室教室、、、、自然体験学習等自然体験学習等自然体験学習等自然体験学習等のののの体験活動体験活動体験活動体験活動のののの

内容内容内容内容がががが充実充実充実充実してきたしてきたしてきたしてきた。。。。今後今後今後今後もももも先進的先進的先進的先進的なななな事例等事例等事例等事例等のののの調査研究調査研究調査研究調査研究をををを進進進進めめめめ、、、、宿泊体験学習宿泊体験学習宿泊体験学習宿泊体験学習

のののの充実充実充実充実をををを図図図図っていきたいっていきたいっていきたいっていきたい。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

44 〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～中学校部活動支援事業～ 〕 

 

整理番号 ３３ 事業名 中中中中中中中中学学学学学学学学校校校校校校校校部部部部部部部部活活活活活活活活動動動動動動動動支支支支支支支支援援援援援援援援事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 中学校の生徒 

対象人数・対象数 中学校の生徒 ５，９６８人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 
保護者、地域から部活動の活性化が望まれる中、部活動指導員を配置することで、

生徒の技能の向上を図り、安全を確保する。 

事業の目的・目標 

部活動の充実及び活性化、生徒の意欲の向上と技能の向上を図る。また、生涯スポ

ーツ・文化に親しむ習慣の基礎を養うことや目標を持った意欲的な学校生活を送る

ことができるようにする。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

３．１２０ 千円 

［内訳］ 
○報償費 2,700,000  ○役務費 419,850 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

部活動指導員配置数 部活指導員配置人数  ４５人 

部活動加入率 部活動加入数／生徒数×１００  ７２％ 

全国・関東大会出場者 全国・関東大会出場者数  ２５人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
部活動指導員部活動指導員部活動指導員部活動指導員をををを配置配置配置配置することですることですることですることで、、、、専門的専門的専門的専門的なななな技術指導技術指導技術指導技術指導によりによりによりにより、、、、生徒生徒生徒生徒のののの技能技能技能技能のののの向上向上向上向上

をををを図図図図りりりり、、、、安全安全安全安全をををを確保確保確保確保するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、部活動部活動部活動部活動のののの活性化活性化活性化活性化をををを図図図図るためるためるためるため必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 
県県県県やややや市市市市でででで予算化予算化予算化予算化されることによりされることによりされることによりされることにより、、、、指導員指導員指導員指導員のののの安定確保安定確保安定確保安定確保がががが可能可能可能可能となりとなりとなりとなり、、、、効率的効率的効率的効率的にににに

配置配置配置配置しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

スポーツスポーツスポーツスポーツ、、、、文化文化文化文化においてにおいてにおいてにおいて高高高高いいいい技術技術技術技術、、、、知識知識知識知識をををを持持持持つつつつ部活動指導員部活動指導員部活動指導員部活動指導員をををを配置配置配置配置することすることすることすることでででで、、、、

教員教員教員教員によるによるによるによる指導指導指導指導をををを補補補補いいいい、、、、部活動部活動部活動部活動のののの充実及充実及充実及充実及びびびび活性化活性化活性化活性化並並並並びにびにびにびに生徒生徒生徒生徒のののの自主性自主性自主性自主性、、、、協調性協調性協調性協調性、、、、

責任感責任感責任感責任感、、、、連帯感連帯感連帯感連帯感などなどなどなどのののの育成育成育成育成がががが図図図図られているられているられているられている。。。。    
 



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～日本語指導職員派遣事業～ 〕 45 

 

整理番号 ３４ 事業名 日日日日日日日日本本本本本本本本語語語語語語語語指指指指指指指指導導導導導導導導職職職職職職職職員員員員員員員員派派派派派派派派遣遣遣遣遣遣遣遣事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 学務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 日本語が理解できない外国籍児童生徒等 

対象人数・対象数 
計２０人 

（内訳 スペイン語：１１人  英語：４人  ポルトガル語：３人  中国語：２人） 

事業内容 
日本語が理解できない外国籍児童生徒に対して、日本語習得の援助及び指導を行う

職員を、在籍する小・中学校へ派遣する。 

事業の目的・目標 
日本語指導をとおして、日本語や日本文化の習得の援助を行い、授業や学校生活及

び学校行事に積極的に参加できるようにさせる。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１，１６２ 千円 

［内訳］ 
○賃金 1,162,250 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

派遣職員数    ８人 

受益児童生徒率 受益者/申請者×１００  ５４％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

外国人外国人外国人外国人児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒数数数数はははは年年年年々々々々増加増加増加増加しししし、、、、母国語数母国語数母国語数母国語数もももも増増増増えてきているえてきているえてきているえてきている。。。。日本語日本語日本語日本語をををを理解理解理解理解でででで

きないきないきないきない児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒にににに対対対対してしてしてして、、、、学習以前学習以前学習以前学習以前にににに生活環境生活環境生活環境生活環境、、、、生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣のののの違違違違いもあることかいもあることかいもあることかいもあることか

らららら教職員教職員教職員教職員がががが指導指導指導指導するためのするためのするためのするための前段階前段階前段階前段階としてとしてとしてとして、、、、日本語指導職員日本語指導職員日本語指導職員日本語指導職員がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 

母国語母国語母国語母国語をををを理解理解理解理解できできできでき、、、、日本語日本語日本語日本語をををを指導指導指導指導することのできるすることのできるすることのできるすることのできる人材人材人材人材はははは多多多多くないくないくないくない。。。。類似事業類似事業類似事業類似事業

はははは上尾市上尾市上尾市上尾市にはないにはないにはないにはない。。。。学校外学校外学校外学校外のののの施設施設施設施設でででで行行行行うのではなくうのではなくうのではなくうのではなく、、、、学校学校学校学校にににに派遣派遣派遣派遣してしてしてして学校学校学校学校でででで行行行行

うことでうことでうことでうことで効果効果効果効果があがるがあがるがあがるがあがる。。。。    

総合評価 
日本語日本語日本語日本語をををを理解理解理解理解できないできないできないできない外国籍外国籍外国籍外国籍のののの児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの増加増加増加増加にににに伴伴伴伴いいいい、、、、母国語母国語母国語母国語をををを理解理解理解理解できるできるできるできる日日日日

本語指導本語指導本語指導本語指導のののの援助援助援助援助はははは効果的効果的効果的効果的であるであるであるである。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

46 〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～小中学校ＡＬＴ配置事業～ 〕 

 

整理番号 ３５ 事業名 小小小小小小小小中中中中中中中中学学学学学学学学校校校校校校校校ＡＡＡＡＡＡＡＡＬＬＬＬＬＬＬＬＴＴＴＴＴＴＴＴ配配配配配配配配置置置置置置置置事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小中学校の児童生徒 

対象人数・対象数 
小学校の児童 １３，２５５人 

中学校の生徒  ５，９６８人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 

児童生徒が、国際社会において積極的にコミュニケーションを図ろうとする能力や

態度を身に付けるための体験的学習や国際理解教育を推進するために、ＡＬＴ（英

語指導助手）を小･中学校に配置する。 

事業の目的・目標 

小学校では、「英語活動」の時間等をとおして英語に親しみ、英語を使ってコミュ

ニケーションを図ろうとする態度を児童に育成し、中学校では、ＡＬＴとのティー

ムティーチングにより生徒に「実践的コミュニケーション能力」の育成を図る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

４９，９５９ 千円 

［内訳］ 
○委託料 49,959,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

ＡＬＴ活用時数（中学校） ＡＬＴとの英語授業実施時数（１１校）  ５，１１２時間 

中学生海外派遣研修応募者数   ４８人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

中学校中学校中学校中学校ではではではでは主主主主ににににＡＬＡＬＡＬＡＬＴＴＴＴとととと日常的日常的日常的日常的にににに触触触触れれれれ合合合合いいいい、「、「、「、「生生生生きたきたきたきた英語英語英語英語」」」」をををを学学学学ぶことができるぶことができるぶことができるぶことができる

環境環境環境環境をををを整整整整えるえるえるえる中中中中でででで、、、、英語学習英語学習英語学習英語学習のののの動機付動機付動機付動機付けをけをけをけを図図図図りりりり、、、、実践的実践的実践的実践的コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション能能能能

力力力力のののの基礎基礎基礎基礎をををを培培培培うことがうことがうことがうことが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。またまたまたまた、、、、小学校小学校小学校小学校ではではではでは、、、、新学習指新学習指新学習指新学習指導要領導要領導要領導要領にににに「「「「外外外外

国語活動国語活動国語活動国語活動」」」」がががが位置位置位置位置づけられづけられづけられづけられ、、、、平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度からからからから小学校小学校小学校小学校５５５５・・・・６６６６年生年生年生年生でででで週週週週１１１１時間外時間外時間外時間外

国語活動国語活動国語活動国語活動をををを行行行行うことになったうことになったうことになったうことになった。。。。このことをこのことをこのことをこのことを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、本事業本事業本事業本事業をををを拡大拡大拡大拡大・・・・継続実施継続実施継続実施継続実施しししし

ていくていくていくていく必要性必要性必要性必要性があるがあるがあるがある。。。。    

効率性 

本事業本事業本事業本事業はははは、、、、平成平成平成平成１７１７１７１７年度年度年度年度からからからから完全民間会社完全民間会社完全民間会社完全民間会社によるによるによるによる業務委託業務委託業務委託業務委託にににに変更変更変更変更ししししたところでたところでたところでたところで

あるあるあるある。。。。従来従来従来従来ののののＪＥＴＪＥＴＪＥＴＪＥＴプログラムプログラムプログラムプログラム（（（（国国国国がががが斡旋斡旋斡旋斡旋するするするするＡＬＴ）ＡＬＴ）ＡＬＴ）ＡＬＴ）によりによりによりによりＡＬＡＬＡＬＡＬＴＴＴＴをををを確保確保確保確保すすすす

るるるる場合場合場合場合、、、、一人年間一人年間一人年間一人年間４５０４５０４５０４５０万円以上経費万円以上経費万円以上経費万円以上経費がかかるがかかるがかかるがかかる他他他他、、、、諸事情諸事情諸事情諸事情でででで急急急急にににに帰国帰国帰国帰国するするするする場合場合場合場合

などなどなどなど、、、、別別別別ののののＡＡＡＡＬＬＬＬＴＴＴＴのののの補充補充補充補充にににに時間時間時間時間がかかるがかかるがかかるがかかる（（（（１１１１ヶヶヶヶ月月月月））））ことことことこと等等等等をををを考慮考慮考慮考慮するとするとするとすると効率的効率的効率的効率的

であるであるであるである。。。。    

総合評価 

ＡＬＴＡＬＴＡＬＴＡＬＴのののの配置配置配置配置によりによりによりにより、、、、英語英語英語英語にににによるよるよるよるコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション能力能力能力能力やそのやそのやそのやその素地素地素地素地をををを高高高高めるめるめるめる

学習活動学習活動学習活動学習活動のののの充実充実充実充実がががが図図図図られているられているられているられている。。。。平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度からからからから小学校小学校小学校小学校５５５５・・・・６６６６年生年生年生年生にににに外国語外国語外国語外国語

活動活動活動活動がががが週週週週１１１１時間導入時間導入時間導入時間導入されることからされることからされることからされることから、、、、小学校小学校小学校小学校へのへのへのへのＡＬＴＡＬＴＡＬＴＡＬＴのののの配置配置配置配置についてもについてもについてもについても充実充実充実充実

をををを図図図図るるるる必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～教育に関する３つの達成目標推進事業～ 〕 47 

 

整理番号 ３６ 事業名 教教教教教教教教育育育育育育育育にににににににに関関関関関関関関すすすすすすすするるるるるるるる３３３３３３３３つつつつつつつつのののののののの達達達達達達達達成成成成成成成成目目目目目目目目標標標標標標標標推推推推推推推推進進進進進進進進事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小中学校の児童生徒 

対象人数・対象数 
小学校の児童 １３，２５５人 

中学校の生徒  ５，９６８人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 

「生きる力」をはぐくむ教育を一層推進するため、小・中学校の児童生徒を対象と

して、「学力」「規律ある態度」「体力」の３つの分野について、その学年で身に付

けさせたい基礎的・基本的な内容を取りまとめて県教育委員会が作成した「教育に

関する３つの達成目標」の取組を、全市内小・中学校で推進する。 

事業の目的・目標 

教育に関する３つの達成目標における県の目標値及び市が実態に応じて設定した

独自の目標値の達成をめざす。各小中学校の積極的な取組とともに、中学校区を基

盤とした上尾市独自の取組を推進し、児童生徒に身に付けさせる。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

５２０ 千円 

［内訳］ 
○需用費 190,000  ○負担金、補助金及び交付金 330,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

課題設定と取組 実践学校数÷学校数×１００ １００％ 

学力達成率（読む・書く・計算） 小・中学校全学年平均正答率  ８９％ 

規律ある態度達成項目数 １０８項目数の内、達成した項目数 ７６項目 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

教育教育教育教育にににに関関関関するするするする３３３３つのつのつのつの達成目標達成目標達成目標達成目標はははは、、、、県県県県のののの取組取組取組取組であるがであるがであるがであるが、、、、上尾市独自上尾市独自上尾市独自上尾市独自のののの取組取組取組取組としてとしてとしてとして、、、、

中学校区毎中学校区毎中学校区毎中学校区毎のののの活動活動活動活動をををを推進推進推進推進しているしているしているしている。。。。よりよりよりより効効効効果的果的果的果的にににに学力学力学力学力・・・・規律規律規律規律あるあるあるある態度態度態度態度・・・・体力体力体力体力をををを

定着定着定着定着させるためにさせるためにさせるためにさせるために、、、、小中小中小中小中のののの連携連携連携連携がががが必要必要必要必要かつかつかつかつ重要重要重要重要であるであるであるである。。。。基礎基本基礎基本基礎基本基礎基本のののの徹底及徹底及徹底及徹底及びびびび基基基基

本的本的本的本的なななな生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣のののの定着定着定着定着のためのためのためのため必要性必要性必要性必要性はははは高高高高いいいい。。。。    

効率性 

市立小市立小市立小市立小・・・・中学校中学校中学校中学校にににに教育教育教育教育にににに関関関関するするするする３３３３つのつのつのつの達成目標担当者達成目標担当者達成目標担当者達成目標担当者をををを設置設置設置設置しししし、、、、活動活動活動活動のののの中心中心中心中心にににに

なっているなっているなっているなっている。。。。担当者研修会担当者研修会担当者研修会担当者研修会をををを年年年年にににに４４４４回開回開回開回開きききき、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒へのへのへのへの定着定着定着定着がががが図図図図られるようられるようられるようられるよう

効率的効率的効率的効率的にににに活動活動活動活動しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

市内全小中学校市内全小中学校市内全小中学校市内全小中学校においてにおいてにおいてにおいて課題課題課題課題がががが設定設定設定設定されされされされ、、、、子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの学力達成率学力達成率学力達成率学力達成率もももも８９８９８９８９％％％％とととと

いういういういう結果結果結果結果がががが出出出出ているているているている。。。。規律規律規律規律あるあるあるある態度達成項目数態度達成項目数態度達成項目数態度達成項目数がががが７６７６７６７６項目項目項目項目でありでありでありであり、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒へへへへ

のののの一層一層一層一層のののの定着定着定着定着がががが図図図図られるようられるようられるようられるよう各学校各学校各学校各学校とのとのとのとの連携連携連携連携をををを密密密密にしにしにしにし、、、、引引引引きききき続続続続きききき計画的計画的計画的計画的にににに実施実施実施実施

していくしていくしていくしていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

48 〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～中学生海外派遣研修事業～ 〕 

 

整理番号 ３７ 事業名 中中中中中中中中学学学学学学学学生生生生生生生生海海海海海海海海外外外外外外外外派派派派派派派派遣遣遣遣遣遣遣遣研研研研研研研研修修修修修修修修事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 中学校３年生 

対象人数・対象数 ３０名 

事業内容 

上尾市中学生の豊かな国際感覚を養い、国際社会に貢献できる人材として必要な能

力や態度を育成する教育活動の一環として、市立中学校に在籍する生徒を対象にホ

ームステイ（８日間）や英語研修等のプログラムを特色とした１１日間の海外派遣

研修を実施する。 

事業の目的・目標 
コミュニケーション能力、表現力をはじめ、国際社会で活躍できる資質・能力及び

態度を有した生徒を育成する。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１０，６７１ 千円 

［内訳］ 
○旅費 27,000  ○需用費 82,571  ○役務費 300,876 
○委託料 10,249,999     ○使用料及び賃借料 10,055 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

参加者数 派遣生徒数 ３０人 

応募者数 応募生徒数 ４８人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

豊豊豊豊かなかなかなかな国際感覚国際感覚国際感覚国際感覚をををを養養養養いいいい、、、、将来国際社会将来国際社会将来国際社会将来国際社会にににに貢献貢献貢献貢献できるできるできるできる人材人材人材人材としとしとしとしてててて必要必要必要必要なななな資質資質資質資質とととと能能能能

力力力力をををを育成育成育成育成するためにはするためにはするためにはするためには、、、、感受性豊感受性豊感受性豊感受性豊かでかでかでかで多多多多くのことをくのことをくのことをくのことを吸収吸収吸収吸収できるできるできるできる中学生若者中学生若者中学生若者中学生若者をををを海海海海

外外外外にににに派遣派遣派遣派遣しししし、、、、ホームステイホームステイホームステイホームステイをををを通通通通してしてしてして交流交流交流交流をををを図図図図るるるる機会機会機会機会やややや場面場面場面場面をををを作作作作るるるる必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。

国内国内国内国内ではではではでは、、、、急速急速急速急速にににに国際化国際化国際化国際化がががが進進進進んでいるがんでいるがんでいるがんでいるが、、、、日本語日本語日本語日本語がががが使使使使えないえないえないえない国外国外国外国外ででででコミュニケコミュニケコミュニケコミュニケ

ーションーションーションーションをををを図図図図るるるる体験体験体験体験はたくましくはたくましくはたくましくはたくましく生生生生きるきるきるきる力力力力のののの育成育成育成育成にもにもにもにも大大大大きくきくきくきく貢献貢献貢献貢献しているしているしているしている。。。。    

効率性 

派遣生派遣生派遣生派遣生のののの決定決定決定決定はははは、、、、偏偏偏偏りがないようりがないようりがないようりがないよう抽選抽選抽選抽選としているとしているとしているとしている。。。。事前指導事前指導事前指導事前指導のののの他他他他にににに事後指導事後指導事後指導事後指導もももも

実施実施実施実施しているしているしているしている。。。。またまたまたまた、、、、市市市市教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会とととと旅行取扱業者旅行取扱業者旅行取扱業者旅行取扱業者のののの連携連携連携連携をををを密密密密にしなからにしなからにしなからにしなから円滑円滑円滑円滑

かかかかつつつつ効率的効率的効率的効率的にににに事業事業事業事業をををを展開展開展開展開しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

１１１１１１１１日間日間日間日間にににに及及及及ぶぶぶぶ海外海外海外海外ででででのののの体験体験体験体験・・・・交流活動交流活動交流活動交流活動はははは、、、、日本及日本及日本及日本及びびびび外国外国外国外国のののの文化文化文化文化・・・・伝統伝統伝統伝統にににに深深深深いいいい

理解理解理解理解をもちをもちをもちをもち、、、、相手相手相手相手のののの立場立場立場立場をををを尊重尊重尊重尊重しつつしつつしつつしつつ、、、、自分自分自分自分のののの考考考考えやえやえやえや意志意志意志意志をををを表現表現表現表現するするするする力力力力をををを育育育育むむむむ

などなどなどなど、、、、将来国際社会将来国際社会将来国際社会将来国際社会にににに貢献貢献貢献貢献できるできるできるできる人材人材人材人材としてとしてとしてとして必要必要必要必要なななな資質資質資質資質のののの育成育成育成育成にににに成果成果成果成果をあげてをあげてをあげてをあげて

いるいるいるいる。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～児童生徒体力向上推進事業～ 〕 49 

 

整理番号 ３８ 事業名 児児児児児児児児童童童童童童童童生生生生生生生生徒徒徒徒徒徒徒徒体体体体体体体体力力力力力力力力向向向向向向向向上上上上上上上上推推推推推推推推進進進進進進進進事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 上尾市中学校体育連盟・小学校体育連盟 

対象人数・対象数 １９，２９０名 

事業内容 

小学校体育連盟の連合運動会、親善バスケット大会や、市中学校体育連盟の学校総

合体育大会及び県民体育大会兼新人体育大会の市内予選会などの実施を通して、児

童生徒の体力向上を目指す。 

事業の目的・目標 
市立小・中学校の児童生徒の体力向上を図り、心身ともに健やかでたくましい人づ

くりを目指す。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

３，３５４ 千円 

［内訳］ 
○使用料及び賃借料 801,080  ○負担金、補助金及び交付金 2,553,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

参加児童生徒数 小学６年生＋中学校運動部活動生徒数  約 ６，５００人 

新体力テスト数値 県平均値を超える種目数の割合（小中平均）  ３６％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの体力低下体力低下体力低下体力低下がががが懸念懸念懸念懸念されているされているされているされている。。。。そのためそのためそのためそのため、、、、体力向上体力向上体力向上体力向上はははは大大大大きなきなきなきな課題課題課題課題であであであであ

るるるる。。。。本市本市本市本市においてもにおいてもにおいてもにおいても向上向上向上向上をををを目指目指目指目指しししし、、、、さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな取組取組取組取組をををを行行行行うううう必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    

効率性 小学校体育連盟小学校体育連盟小学校体育連盟小学校体育連盟やややや中学校体育連盟中学校体育連盟中学校体育連盟中学校体育連盟のののの活動活動活動活動をををを補助補助補助補助しししし、、、、効率的効率的効率的効率的にににに実施実施実施実施されているされているされているされている。。。。    

総合評価 
市立小市立小市立小市立小・・・・中学校中学校中学校中学校のののの児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの体力向上体力向上体力向上体力向上をををを図図図図ることがることがることがることが課題課題課題課題であることからであることからであることからであることから本事業本事業本事業本事業

をををを継続継続継続継続していくしていくしていくしていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

50 〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～児童生徒安全推進事業～ 〕 

 

整理番号 ３９ 事業名 
児児児児児児児児童童童童童童童童生生生生生生生生徒徒徒徒徒徒徒徒安安安安安安安安全全全全全全全全推推推推推推推推進進進進進進進進事事事事事事事事業業業業業業業業        
自自自自自自自自動動動動動動動動体体体体体体体体外外外外外外外外式式式式式式式式除除除除除除除除細細細細細細細細動動動動動動動動器器器器器器器器（（（（（（（（ＡＡＡＡＡＡＡＡＥＥＥＥＥＥＥＥＤＤＤＤＤＤＤＤ））））））））整整整整整整整整備備備備備備備備事事事事事事事事業業業業業業業業        

 担当 学校保健課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小中学校の児童生徒・教職員 

対象人数・対象数 
小学校の児童 １３，２５５人 

中学校の生徒  ５，９６８人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 

学校管理下における児童生徒の安全確保のため、心肺蘇生法講習会の実施、ＡＥＤ

の設置、防犯ブザーの貸与、緊急時のタクシー使用の事業実施とともに、事故が起

きた場合、医療費等を補償する各保険へ加入している。 

事業の目的・目標 
学校管理下における児童生徒の安全確保を図るとともに、健康教育の向上に資す

る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

２３，９８６ 千円 

［内訳］○報償費 50,000  ○需用費 1,540,749  ○役務費 1,922,858 
○使用料及び賃借料 2,104,295  ○備品購入費 89,712 
○負担金、補助金及び交付金 18,278,145 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

防犯ブザー貸与数  ２，２６１個 

ＡＥＤ設置率 設置学校（園）数／小中学校（園）数 １００％ 

スポーツ振興センター災害共済給付額  １５，２４６千円 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

心心心心肺蘇生講習会肺蘇生講習会肺蘇生講習会肺蘇生講習会のののの実施実施実施実施・・・・ＡＥＤＡＥＤＡＥＤＡＥＤのののの設置設置設置設置・・・・防犯防犯防犯防犯ブザーブザーブザーブザーのののの貸与貸与貸与貸与・・・・緊急時緊急時緊急時緊急時ののののタクシータクシータクシータクシー

使用使用使用使用はどれもはどれもはどれもはどれも児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒にもしものことがあったにもしものことがあったにもしものことがあったにもしものことがあった時時時時にににに必要不可欠必要不可欠必要不可欠必要不可欠であるであるであるである。。。。またまたまたまた、、、、

日本日本日本日本スポーツスポーツスポーツスポーツ振興振興振興振興センターセンターセンターセンターにににに加入加入加入加入することによりすることによりすることによりすることにより、、、、学校管理下学校管理下学校管理下学校管理下におけるにおけるにおけるにおける怪我怪我怪我怪我のののの

医療費医療費医療費医療費がががが補償補償補償補償されることからされることからされることからされることから、、、、保護者保護者保護者保護者のののの負担負担負担負担がががが軽減軽減軽減軽減されるされるされるされる。。。。    

効率性 

教職員教職員教職員教職員についてはについてはについてはについては毎年講習会毎年講習会毎年講習会毎年講習会をををを実施実施実施実施することですることですることですることで安全対策安全対策安全対策安全対策のののの確認確認確認確認をををを担保担保担保担保していくしていくしていくしていく

とともにとともにとともにとともに、ＡＥＤ、ＡＥＤ、ＡＥＤ、ＡＥＤやややや防犯防犯防犯防犯ブザーブザーブザーブザー等等等等についてはについてはについてはについては、、、、全校全校全校全校あるいはあるいはあるいはあるいは全児童全児童全児童全児童へへへへ配布配布配布配布するするするする

ことでことでことでことで緊急時緊急時緊急時緊急時にににに対応対応対応対応することができるすることができるすることができるすることができる。。。。各保険各保険各保険各保険についてはについてはについてはについては、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒数数数数のののの基準基準基準基準

日日日日をををを設設設設けけけけ加入加入加入加入しししし、、、、学校管理下学校管理下学校管理下学校管理下のののの事故事故事故事故にににに対応対応対応対応しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

医療費等医療費等医療費等医療費等のののの経費面経費面経費面経費面のののの補償補償補償補償はははは従来従来従来従来よりよりよりより確保確保確保確保されてきたがされてきたがされてきたがされてきたが、、、、近年近年近年近年、、、、安全面安全面安全面安全面でのでのでのでの社会社会社会社会

的状況的状況的状況的状況のののの変化変化変化変化によりによりによりにより学校学校学校学校においてもにおいてもにおいてもにおいても、、、、よりよりよりより具体的具体的具体的具体的なななな対応策対応策対応策対応策がががが求求求求められているこめられているこめられているこめられているこ

とからとからとからとから、、、、現状現状現状現状のののの取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを充実充実充実充実させていくとともにさせていくとともにさせていくとともにさせていくとともに、、、、新新新新たなたなたなたな対応対応対応対応もももも視野視野視野視野にいれにいれにいれにいれ

ていくていくていくていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～小学校給食室管理運営事業～ 〕 51 

 

整理番号 ４０ 事業名 小小小小小小小小学学学学学学学学校校校校校校校校給給給給給給給給食食食食食食食食室室室室室室室室管管管管管管管管理理理理理理理理運運運運運運運運営営営営営営営営事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 学校保健課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小中学校の児童生徒・教職員 

対象人数・対象数 
小学校の児童 １３，２５５人 

小学校の教職員    ８４１人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 

小学校給食を維持管理するために、衛生環境のより一層の充実が求められており、

衛生環境の維持のための消耗品の購入、給食関係職員の衛生検査、給食室の洗浄や

殺虫、殺菌などの委託事業、既存の給食室の備品を老朽化の順に買い替えなどを行

っている。 

事業の目的・目標 

小学校給食を作るにあたり必要な消耗品や備品を買い換えることで、調理作業をよ

り効率的に行い、充実させることができる。また、給食関係職員の細菌検査や給食

室の洗浄や殺虫を行うことで、衛生環境を維持していく。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

５３，０６４ 千円 

［内訳］ 
○需用費   38,140,448  ○役務費 1,498,787  ○委託料 4,730,660 
○備品購入費 8,693,685 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

老朽化備品買換数 耐用年数経過備品数（釜・洗浄機・殺菌庫）   ３個 

木製調理器具の廃止 木製調理器具の数を０に近づける    

老朽化備品数 耐用年数経過備品数（釜・洗浄機・殺菌庫）  ７５台 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

上尾市上尾市上尾市上尾市のののの給食室備品給食室備品給食室備品給食室備品はははは、、、、１５１５１５１５年以上年以上年以上年以上経過経過経過経過しししし耐用年数耐用年数耐用年数耐用年数をををを過過過過ぎたものがぎたものがぎたものがぎたものが多多多多くくくく、、、、能力能力能力能力

がががが落落落落ちたちたちたちた状態状態状態状態でででで使用使用使用使用しししし、、、、安全安全安全安全・・・・衛生面衛生面衛生面衛生面にににに問題問題問題問題がありがありがありがあり修繕費修繕費修繕費修繕費もももも増加増加増加増加しているしているしているしている。。。。調調調調

理用理用理用理用のののの消耗品消耗品消耗品消耗品についてはについてはについてはについては、、、、保健所保健所保健所保健所からからからから木製木製木製木製のののの調理器具調理器具調理器具調理器具のののの使用使用使用使用をやめるようをやめるようをやめるようをやめるよう指導指導指導指導

をををを受受受受けているけているけているけている。。。。消毒薬消毒薬消毒薬消毒薬やややや洗剤洗剤洗剤洗剤・・・・ペーパータオルペーパータオルペーパータオルペーパータオル、、、、使使使使いいいい捨捨捨捨てててて手袋手袋手袋手袋、、、、作業着作業着作業着作業着などのなどのなどのなどの

品品品品もももも衛生管理上必要不可欠衛生管理上必要不可欠衛生管理上必要不可欠衛生管理上必要不可欠なものであるなものであるなものであるなものである。。。。    

効率性 

上尾市内上尾市内上尾市内上尾市内のののの小学校給食室小学校給食室小学校給食室小学校給食室のほとんどがのほとんどがのほとんどがのほとんどが、、、、１０１０１０１０年年年年～～～～２０２０２０２０年前年前年前年前のののの備品備品備品備品をををを老朽化老朽化老朽化老朽化したしたしたした

状態状態状態状態でででで使用使用使用使用しておりしておりしておりしており、、、、本来本来本来本来ならならならなら計画的計画的計画的計画的にににに入入入入れれれれ替替替替えていくべきところえていくべきところえていくべきところえていくべきところ使用使用使用使用にににに耐耐耐耐ええええ

なくなったものをなくなったものをなくなったものをなくなったものを買買買買いいいい替替替替えているえているえているえている現状現状現状現状があるがあるがあるがある。。。。またまたまたまた、、、、消耗品消耗品消耗品消耗品もももも同様同様同様同様でありでありでありでありクラクラクラクラ

スススス配配配配膳膳膳膳にににに使用使用使用使用するするするする食缶食缶食缶食缶ややややパンパンパンパン箱箱箱箱、、、、調理用調理用調理用調理用のののの器具類器具類器具類器具類についてもについてもについてもについても計画的計画的計画的計画的なななな買買買買いいいい替替替替ええええ

をするをするをするをする必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    

総合評価 

老朽化老朽化老朽化老朽化したしたしたした備品備品備品備品のののの計画的計画的計画的計画的なななな入入入入れれれれ替替替替ええええ（（（（食器洗浄機食器洗浄機食器洗浄機食器洗浄機、、、、回転釜回転釜回転釜回転釜、、、、紫外線殺菌庫紫外線殺菌庫紫外線殺菌庫紫外線殺菌庫などなどなどなど））））

はははは、、、、給食給食給食給食をををを運営運営運営運営していくしていくしていくしていく上上上上でででで必須必須必須必須であるであるであるである。。。。ほとんどがほとんどがほとんどがほとんどが２０２０２０２０年近年近年近年近くくくく経過経過経過経過したしたしたした備品備品備品備品

であるためであるためであるためであるため、、、、毎年数台毎年数台毎年数台毎年数台ずつずつずつずつ購入購入購入購入していくしていくしていくしていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。調理用調理用調理用調理用のののの器具類器具類器具類器具類ややややクラスクラスクラスクラス

配膳配膳配膳配膳にににに使使使使われるわれるわれるわれる食缶食缶食缶食缶ややややパンパンパンパン箱箱箱箱もももも計画的計画的計画的計画的なななな入入入入れれれれ替替替替えをしていかなければならなえをしていかなければならなえをしていかなければならなえをしていかなければならな

いいいい。。。。異物混入等異物混入等異物混入等異物混入等のののの事故事故事故事故がががが起起起起きないようきないようきないようきないよう計画的計画的計画的計画的にににに衛生環境衛生環境衛生環境衛生環境をををを整整整整えていくことがえていくことがえていくことがえていくことが大大大大

きなきなきなきな課題課題課題課題となっているとなっているとなっているとなっている。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

52 〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～調理場備品等整備事業～ 〕 

 

整理番号 ４１ 事業名 調調調調調調調調理理理理理理理理場場場場場場場場備備備備備備備備品品品品品品品品等等等等等等等等整整整整整整整整備備備備備備備備事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 中学校給食共同調理場 

●事業の概要 

対象者・対象物 中学校の生徒・教職員 

対象人数・対象数 
中学校の生徒  ５，９６８人 

中学校の教職員    ４０２人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 

共同調理場の大型厨房機器や各中学校の調理関係備品の多くは経年劣化により老
朽化が進み故障が頻発している。これは機器の多くに耐用年数を越えたものが多
く、これらについて更新計画を作成し整備推進することは、衛生的で安全な調理業
務を進めていく上で重要である。 

事業の目的・目標 
耐用年数を超え老朽化した厨房機器類を計画的に更新することで、修繕料などの不
要な経費の抑制が可能となり、給食事業の円滑な推進が図られる。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

３５，４３９ 千円 

［内訳］ 
○需用費 21,394,944  ○備品購入費 14,044,275 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

厨房機器更新の進捗率 大型厨房機器更新の促進  ８％ 

厨房機器の円滑稼働 厨房機器修繕回数 １８３回 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

学校給食学校給食学校給食学校給食はははは、、、、食材費食材費食材費食材費はははは保護者保護者保護者保護者がががが、、、、そのそのそのその他他他他のののの運営上運営上運営上運営上のののの経費経費経費経費はははは施設設置者行政施設設置者行政施設設置者行政施設設置者行政がががが負負負負

担担担担するとするとするとすると定定定定められているめられているめられているめられている。。。。大型厨房機器大型厨房機器大型厨房機器大型厨房機器についてはについてはについてはについては、、、、中学校給食開始時中学校給食開始時中学校給食開始時中学校給食開始時からのからのからのからの

ものがものがものがものが多多多多くくくく、、、、老朽化老朽化老朽化老朽化がががが進進進進みみみみ故障故障故障故障がががが多発多発多発多発しししし、、、、修繕費修繕費修繕費修繕費がかさんでいるがかさんでいるがかさんでいるがかさんでいるところでありところでありところでありところであり、、、、

日日日日々々々々故障故障故障故障にににに対対対対するするするする危険性危険性危険性危険性（（（（故障故障故障故障によるによるによるによる給食停止給食停止給食停止給食停止））））をををを排除排除排除排除しししし、、、、給食事業給食事業給食事業給食事業をををををををを円滑円滑円滑円滑

にににに推進推進推進推進していくにはしていくにはしていくにはしていくには、、、、老朽化老朽化老朽化老朽化したしたしたした厨房機器厨房機器厨房機器厨房機器についてについてについてについて計画的計画的計画的計画的にににに更新更新更新更新していくことしていくことしていくことしていくこと

がががが不可欠不可欠不可欠不可欠であるであるであるである。。。。今後今後今後今後もももも、、、、円滑円滑円滑円滑なななな学校給食事業学校給食事業学校給食事業学校給食事業をををを推進推進推進推進していくしていくしていくしていくためにためにためにために、、、、これらこれらこれらこれら

のののの各種機器各種機器各種機器各種機器をををを計画的計画的計画的計画的にににに更新更新更新更新していくことはしていくことはしていくことはしていくことは重要重要重要重要であるであるであるである。。。。    

効率性 

給食事業給食事業給食事業給食事業をををを円滑円滑円滑円滑にににに実施実施実施実施していくしていくしていくしていくにはにはにはには、、、、ハードハードハードハード・・・・ソフトソフトソフトソフト両面両面両面両面がががが一対一対一対一対となることがとなることがとなることがとなることが

重要重要重要重要でありでありでありであり、、、、施設機器施設機器施設機器施設機器についてもについてもについてもについても計画的計画的計画的計画的にににに整備整備整備整備しししし、、、、安全性安全性安全性安全性をををを確保確保確保確保したしたしたした給食事業給食事業給食事業給食事業

のののの推進推進推進推進にににに努努努努めているめているめているめている。。。。    

総合評価 

平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度のののの「「「「整備事業整備事業整備事業整備事業」」」」はははは、、、、定期衛生検査定期衛生検査定期衛生検査定期衛生検査でででで指摘指摘指摘指摘のあったのあったのあったのあった「「「「包丁包丁包丁包丁・・・・まなまなまなまな板板板板

消毒保管機消毒保管機消毒保管機消毒保管機」」」」のののの買替買替買替買替ををををサテライトサテライトサテライトサテライト１１１１１１１１施設施設施設施設でででで行行行行ったったったった。。。。またまたまたまた、「、「、「、「牛乳保冷庫牛乳保冷庫牛乳保冷庫牛乳保冷庫」」」」につにつにつにつ

いてはいてはいてはいては、、、、一部一部一部一部ののののサテライトサテライトサテライトサテライトでのでのでのでの実施実施実施実施のみでのみでのみでのみで、、、、今後今後今後今後、、、、整備整備整備整備にににに向向向向けたけたけたけた対応対応対応対応がががが必要必要必要必要でででで

あるあるあるある。。。。    
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整理番号 ４２ 事業名 学学学学学学学学級級級級級級級級支支支支支支支支援援援援援援援援員員員員員員員員派派派派派派派派遣遣遣遣遣遣遣遣事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 学務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 

小中学校における肢体不自由等の障害を持つ児童生徒が在籍する学級及び、注意欠

陥・多動性障害児など授業中の立ち歩きや落ち着きのない行動をとる児童生徒が在

籍する学級を対象とする。 

対象人数・対象数 
小学校 １２校 ７１人  支援員１７人 

中学校  ５校  ８人  支援員 ５人 

事業内容 

介助を要する児童生徒や授業中の立ち歩きや落ち着きのない行動をとる児童が在

籍する学級に対し、生活面の指導自立支援及び介助を担当し、学級担任の職務の補

佐をする学級支援員を派遣する。 

事業の目的・目標 
児童生徒へ生活指導・自立支援及び介助をすることで、対象児童生徒の在籍する学

級の円滑な運営、事故防止を図る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１７，３２９ 千円 

［内訳］ 
○賃金 17,326,750  ○旅費 2,410 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

派遣支援員数  ２２人 

派遣学校数   １７校 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

支援支援支援支援をををを必要必要必要必要とするとするとするとする児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの増加増加増加増加やややや障害障害障害障害をををを持持持持ったったったった児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒がががが通常学級通常学級通常学級通常学級をををを希望希望希望希望すすすす

るるるるケースケースケースケースがががが増加増加増加増加しているためしているためしているためしているため、、、、円滑円滑円滑円滑なななな学級運営学級運営学級運営学級運営するためにはするためにはするためにはするためには学級担任一人学級担任一人学級担任一人学級担任一人ではではではでは

難難難難しいしいしいしい状況状況状況状況にあるためにあるためにあるためにあるため支援員支援員支援員支援員のののの配置配置配置配置がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 

支援員支援員支援員支援員をををを配置配置配置配置することですることですることですることで、、、、支援支援支援支援がががが必要必要必要必要とされるとされるとされるとされる児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの個個個個々々々々のののの状況状況状況状況にににに合合合合わせわせわせわせ

たたたた教育環境教育環境教育環境教育環境のののの充実充実充実充実というというというという面面面面でででで非常非常非常非常にににに効果効果効果効果がががが大大大大きくきくきくきく健全健全健全健全・・・・円滑円滑円滑円滑なななな学級運営学級運営学級運営学級運営をををを行行行行うううう

ためにはためにはためにはためには効果的効果的効果的効果的あるあるあるある。。。。    

総合評価 
支援支援支援支援をををを必要必要必要必要とするとするとするとする児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの増加増加増加増加やややや障害障害障害障害をををを持持持持ったったったった児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒がががが増加増加増加増加しているたしているたしているたしているた

めめめめ、、、、学級担任一人学級担任一人学級担任一人学級担任一人ではではではでは学級運営学級運営学級運営学級運営がががが難難難難しいためしいためしいためしいため、、、、支援員支援員支援員支援員のののの派遣派遣派遣派遣はははは効果的効果的効果的効果的であるであるであるである。。。。    
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整理番号 ４３ 事業名 特特特特特特特特別別別別別別別別支支支支支支支支援援援援援援援援学学学学学学学学級級級級級級級級補補補補補補補補助助助助助助助助員員員員員員員員派派派派派派派派遣遣遣遣遣遣遣遣事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 学務課 

●事業の概要 

対象者・対象物 
特別支援学級を置く小・中学校に配置。ただし、特別支援学級の設置学級数を超え

て県費負担教職員が配置された場合はこの限りでない。 

対象人数・対象数 
小学校 ９校 ２３学級 １１５人 

中学校 ３校 １１学級  ６５人 

事業内容 
市内小・中学校に配置されている特別支援学級のうち、担任教員の指導等の補助が

必要な学校へ職員を派遣する。 

事業の目的・目標 障害を持つ児童生徒一人ひとりの発達状況に即応した適切な教育を行う。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１４，４５７ 千円 

［内訳］ 
○賃金 14,443,777  ○旅費 13,217 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

補助員派遣者数    ９人 

市費補助員派遣クラス数    ９クラス 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

特別支援学級特別支援学級特別支援学級特別支援学級にににに在籍在籍在籍在籍するするするする児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒はははは障害障害障害障害のののの種類種類種類種類やややや発達状況発達状況発達状況発達状況がさまざまであるたがさまざまであるたがさまざまであるたがさまざまであるた

めめめめ、、、、障害障害障害障害のののの程度程度程度程度によってはによってはによってはによっては担任教員担任教員担任教員担任教員だけのだけのだけのだけの学級運営学級運営学級運営学級運営がががが厳厳厳厳しくしくしくしく、、、、担任担任担任担任をををを補助補助補助補助するするするする

ためにためにためにために市費市費市費市費でででで対応対応対応対応できるできるできるできる補助員補助員補助員補助員のののの派遣派遣派遣派遣がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 
特別支援学級特別支援学級特別支援学級特別支援学級のののの健全健全健全健全・・・・円滑円滑円滑円滑なななな学級運営学級運営学級運営学級運営にあたってはにあたってはにあたってはにあたっては、、、、指導指導指導指導のののの補助補助補助補助をををを行行行行うううう補助員補助員補助員補助員

のののの派遣派遣派遣派遣はははは大大大大きなきなきなきな効果効果効果効果があるがあるがあるがある。。。。    

総合評価 
児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの障害障害障害障害やややや種類種類種類種類のののの程度程度程度程度によってはによってはによってはによっては、、、、担任担任担任担任だけでのだけでのだけでのだけでの対応対応対応対応がががが厳厳厳厳しいためしいためしいためしいため、、、、市市市市

費費費費でのでのでのでの職員配置職員配置職員配置職員配置がががが妥当妥当妥当妥当とととと考考考考えるえるえるえる。。。。    
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整理番号 ４４ 事業名 特特特特特特特特別別別別別別別別支支支支支支支支援援援援援援援援教教教教教教教教育育育育育育育育推推推推推推推推進進進進進進進進事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 特別支援教育担当者及び市民 

対象人数・対象数 各小・中学校の特別支援教育担当者及び市民 

事業内容 
特別支援教育担当者を対象とした各種研修会の実施及び市民啓発､特別支援学級設

置校と特別支援学校の交流の目的を兼ねて合同作品展を開催する。 

事業の目的・目標 

特別支援教育研修会では、特別支援教育担当者が研修を深め、各小・中学校で適切

な指導、必要な支援、授業改善が図られるようにする。特別支援学級設置校と養護

学校の交流を兼ねた合同作品展は、障害のある児童生徒の創作意欲を喚起するとと

もに、市民にとっても、障害のある児童生徒を理解するよい機会とする。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

２０７ 千円 

［内訳］ 
○報償費 40,000  ○使用料及び賃借料 27,400   
○負担金、補助金及び交付金 140,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

特別支援教育研修会参加率 （研修会参加者数）÷３３×１００  １００％ 

障害のある児童生徒の理解 合同作品展入場者数 ４００人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育をををを推進推進推進推進するためするためするためするため、、、、教員教員教員教員のののの指導力指導力指導力指導力・・・・資質資質資質資質のののの向上向上向上向上はははは欠欠欠欠かせないかせないかせないかせない。。。。専門専門専門専門

的的的的なななな知識知識知識知識・・・・技術技術技術技術をををを習得習得習得習得するためのするためのするためのするための研修会研修会研修会研修会がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。合同作品展合同作品展合同作品展合同作品展はははは、、、、障害障害障害障害のののの

あるあるあるある児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒にとってにとってにとってにとって活躍活躍活躍活躍するするするする場場場場、、、、市民市民市民市民にとってにとってにとってにとって障害障害障害障害のあるのあるのあるのある子子子子児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの理解理解理解理解

のののの場場場場としてとしてとしてとして必要必要必要必要であるであるであるである。。。。またまたまたまた、、、、教育基本法第教育基本法第教育基本法第教育基本法第４４４４条条条条にににに「「「「障害障害障害障害のあるのあるのあるのある者者者者がががが、、、、そのそのそのその障障障障

害害害害のののの状態状態状態状態にににに応応応応じじじじ、、、、十分十分十分十分なななな教育教育教育教育をををを受受受受けられるようけられるようけられるようけられるよう、、、、教育上必要教育上必要教育上必要教育上必要なななな支援支援支援支援をををを講講講講じなけじなけじなけじなけ

ればならないればならないればならないればならない」」」」とありとありとありとあり、、、、すべてのすべてのすべてのすべての学校学校学校学校がががが特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育をををを推進推進推進推進できるようにできるようにできるようにできるように、、、、市市市市

がががが支援支援支援支援するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    

効率性 
上尾市特別支援学級設置校連絡協議会上尾市特別支援学級設置校連絡協議会上尾市特別支援学級設置校連絡協議会上尾市特別支援学級設置校連絡協議会のののの事業事業事業事業をををを上尾市教育委員会上尾市教育委員会上尾市教育委員会上尾市教育委員会がががが支援支援支援支援するこするこするこするこ

とによりとによりとによりとにより、、、、効率化効率化効率化効率化をををを図図図図っているっているっているっている。。。。    

総合評価 
本事業本事業本事業本事業はははは、、、、特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育をををを推進推進推進推進していくしていくしていくしていく上上上上でででで、、、、今後今後今後今後さらにさらにさらにさらに研修会研修会研修会研修会、、、、合同作品展合同作品展合同作品展合同作品展

のののの内容内容内容内容をををを充実充実充実充実させながらさせながらさせながらさせながら進進進進めていくめていくめていくめていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

56 〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～中学生社会体験チャレンジ事業～ 〕 

 

整理番号 ４５ 事業名 中中中中中中中中学学学学学学学学生生生生生生生生社社社社社社社社会会会会会会会会体体体体体体体体験験験験験験験験チチチチチチチチャャャャャャャャレレレレレレレレンンンンンンンンジジジジジジジジ事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 原則として上尾市立中学校１年生 

対象人数・対象数 中学校１年生 ２，０４５人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 
市立中学生が市内事業所等において２日間の社会体験活動を行い、進路指導・キャ

リア教育を推進する。 

事業の目的・目標 

礼儀や社会性、表現力、コミュニケーション能力などを身に付け、勤労観や職業観

を生徒に育成する。また、学校担当者と事業所担当者との打合せ、ＰＴＡの方々に

よる各事業所への巡回、校長による各事業所への挨拶回りなどを通して保護者及び

地域と学校との連携を深める。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

６７４ 千円 

［内訳］ 
○需用費 425,797  ○役務費 248,392 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

職場体験参加率 参加生徒数÷在籍数×１００ ９８％ 

職場体験充実度 職場体験をよいと回答した割合 ９０％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

いじめやいじめやいじめやいじめや不登校不登校不登校不登校、、、、青少年青少年青少年青少年のののの非行問題非行問題非行問題非行問題などのなどのなどのなどの背景背景背景背景にはにはにはには、、、、自然体験自然体験自然体験自然体験やややや社会体験等社会体験等社会体験等社会体験等のののの

不足等不足等不足等不足等がががが挙挙挙挙げられるげられるげられるげられる。。。。またまたまたまた、、、、学校学校学校学校とととと家庭及家庭及家庭及家庭及びびびび地域社会地域社会地域社会地域社会がががが連携連携連携連携してしてしてして各種体験活動各種体験活動各種体験活動各種体験活動

をををを積極的積極的積極的積極的にににに推進推進推進推進していくことがしていくことがしていくことがしていくことが重要課題重要課題重要課題重要課題のののの一一一一つとなっているつとなっているつとなっているつとなっている。。。。これらをこれらをこれらをこれらを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、

中学生中学生中学生中学生がががが地域地域地域地域のののの中中中中でででで様様様様々々々々なななな社会体験活動社会体験活動社会体験活動社会体験活動をををを行行行行うことでうことでうことでうことで、、、、多多多多くのくのくのくの人人人人々々々々とふれあいとふれあいとふれあいとふれあい、、、、

みずみずしいみずみずしいみずみずしいみずみずしい感性感性感性感性やややや社会性社会性社会性社会性、、、、自立心自立心自立心自立心をををを養養養養いいいい、、、、たくましくたくましくたくましくたくましく豊豊豊豊かにかにかにかに生生生生きるきるきるきる力力力力をををを育育育育んんんん

でいくためにはでいくためにはでいくためにはでいくためには、、、、本事業本事業本事業本事業がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 

各学校各学校各学校各学校がががが単独単独単独単独でででで予算予算予算予算のののの範囲内範囲内範囲内範囲内でででで職場体験職場体験職場体験職場体験をををを実施実施実施実施するよりもするよりもするよりもするよりも、、、、市市市市のののの事業事業事業事業としてとしてとしてとして各各各各

事業所事業所事業所事業所のののの代表代表代表代表のののの方方方方々々々々ををををメンバーメンバーメンバーメンバーにしたにしたにしたにした推進委員会推進委員会推進委員会推進委員会をををを立立立立ちちちち上上上上げげげげ、、、、各事業所各事業所各事業所各事業所にににに職場職場職場職場

体験体験体験体験にににに係係係係るるるる生徒受入生徒受入生徒受入生徒受入依頼依頼依頼依頼、、、、生徒生徒生徒生徒のののの賠償保険加入賠償保険加入賠償保険加入賠償保険加入等等等等のののの事務事務事務事務をををを一括一括一括一括してしてしてして行行行行うことでうことでうことでうことで、、、、

効率的効率的効率的効率的化化化化をををを図図図図っているっているっているっている。。。。    

総合評価 
本事業本事業本事業本事業はははは、、、、今後職場体験今後職場体験今後職場体験今後職場体験のののの期間期間期間期間をををを現状現状現状現状のののの２２２２日間日間日間日間からからからから３３３３日間日間日間日間にするなどにするなどにするなどにするなど拡充拡充拡充拡充しなしなしなしな

がらがらがらがら内容内容内容内容をををを更更更更にににに充実充実充実充実させてさせてさせてさせて展開展開展開展開していくしていくしていくしていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～中学生進路意識啓発事業～ 〕 57 

 

整理番号 ４６ 事業名 中中中中中中中中学学学学学学学学生生生生生生生生進進進進進進進進路路路路路路路路意意意意意意意意識識識識識識識識啓啓啓啓啓啓啓啓発発発発発発発発事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 中学校の生徒 

対象人数・対象数 ６，０５５名（特別支援学級生徒を含む） 

事業内容 
進路指導・キャリア教育の観点から地域で活躍する様々な分野の人を招いて、講演

会を開くなど進路に関する啓発的な経験を得させる。 

事業の目的・目標 
冷静に自分を振り返り、自らの生き方や進路について考えることができ、目標を立

てその達成のために努力できる生徒を育成する。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１１７ 千円 

［内訳］ 
○報償費 93,000  ○需用費 24,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

講座開催数 実施回数  １２回 

生徒の参加者数 延べ生徒人数 ５，６７９人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

進路指導進路指導進路指導進路指導をををを「「「「人間人間人間人間としてのとしてのとしてのとしての生生生生きききき方方方方にににに関関関関するするするする指導指導指導指導」」」」というというというという観点観点観点観点でででで捉捉捉捉ええええ、、、、将来将来将来将来にわにわにわにわ

たってたってたってたって「「「「職業観職業観職業観職業観・・・・勤労観勤労観勤労観勤労観」」」」をををを育成育成育成育成することがすることがすることがすることが求求求求められているめられているめられているめられている。。。。このようなこのようなこのようなこのような進路進路進路進路

指導指導指導指導・・・・キャリアキャリアキャリアキャリア教育教育教育教育をををを充実充実充実充実させるさせるさせるさせる施策施策施策施策としてとしてとしてとして、、、、地域地域地域地域でででで活躍活躍活躍活躍するするするする方方方方々々々々をををを学校学校学校学校にににに招招招招

きききき、、、、そのそのそのその体験談等体験談等体験談等体験談等をををを生徒生徒生徒生徒がががが聞聞聞聞くくくく機会機会機会機会をををを設設設設けけけけ、、、、進路進路進路進路にににに対対対対するするするする啓発的啓発的啓発的啓発的なななな経験経験経験経験をさせをさせをさせをさせ

ることはることはることはることは必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 

市市市市でででで予算枠予算枠予算枠予算枠をををを計上計上計上計上しししし、、、、各学校各学校各学校各学校がががが年年年年にににに１１１１～～～～２２２２回講演会回講演会回講演会回講演会をををを計画的計画的計画的計画的にににに実施実施実施実施しているしているしているしている。。。。

またまたまたまた、、、、委託金委託金委託金委託金もももも有効活用有効活用有効活用有効活用しておりしておりしておりしており、、、、効率的効率的効率的効率的にににに進路進路進路進路にににに対対対対するするするする啓発的啓発的啓発的啓発的なななな経験経験経験経験をさせをさせをさせをさせ

ているているているている。。。。    

総合評価 
地域地域地域地域でででで活躍活躍活躍活躍するするするする様様様様々々々々なななな分野分野分野分野のののの方方方方とととと接接接接することはすることはすることはすることは、、、、自自自自らのらのらのらの進路進路進路進路、、、、生生生生きききき方方方方についてについてについてについて

子子子子どもたちがどもたちがどもたちがどもたちが考考考考えるえるえるえる有意義有意義有意義有意義なななな機会機会機会機会となっているとなっているとなっているとなっている。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

58 〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 ～生徒指導推進事業～ 〕 

 

整理番号 ４７ 事業名 生生生生生生生生徒徒徒徒徒徒徒徒指指指指指指指指導導導導導導導導推推推推推推推推進進進進進進進進事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小中学校の児童生徒 

対象人数・対象数 
小学校の児童 １３，２５５人 

中学校の生徒  ５，９６８人   （平成１９年５月１日現在） 

事業内容 

①中学校での非行問題行動の未然防止を目指し、４名の生徒指導支援員を、要請の
あった中学校へ派遣し、校内巡視や非行問題生徒への対応など、中学生の非行問
題を未然に防ぐ活動を行う。 

②生徒指導推進協議会の活動を通して、各中学校区が地域と連携しながら、長期休
業中のパトロールや補導を行い、地域と一体となった総合的な生徒指導の取組を
推進する。 

事業の目的・目標 児童生徒の非行問題行動の防止と、よりよい発達、学校生活の充実を図る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

４，７９８ 千円 

［内訳］ 
○賃金 3,421,600  ○旅費    1,650   
○負担金、補助金及び交付金 1,375,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

派遣実施率 派遣日数÷派遣予定日数×１００ １００％ 

上生指協 予算執行率 決算額÷予算額×１００ １００％ 

暴力行為発生率 対平成１６年度比（配置年度との比較）  ０．６４ 

街頭補導回数 年間回数 ６１７回 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

①①①①生徒指導支援員生徒指導支援員生徒指導支援員生徒指導支援員…………非行問題が多発する中学校では、教員も校内の見回りや問題行動

のある生徒への指導を繰り返し行っているが、授業を進めなければならないため生徒指

導支援員の必要性は極めて高い。 

②②②②上尾市生徒指導推進協議会上尾市生徒指導推進協議会上尾市生徒指導推進協議会上尾市生徒指導推進協議会…………市でも非行問題行動が増加傾向にある。本協議会の

活動は、市内の小中高等学校が地域と連携し、具体的な実践を行い児童生徒青少年の非

行問題を未然に防ぎ、青少年健全育成の中心となっており必要性は極めて高い。    

効率性 

①①①①生徒指導支援員生徒指導支援員生徒指導支援員生徒指導支援員…………生徒指導支援員は、中学校での非行防止を未然に防ぐための巡視

や、非行問題傾向のある生徒への声がけなど、適性や専門性が要求されており、適切な

手段であると考えられる。 

②②②②上尾市生徒指導推進協議会上尾市生徒指導推進協議会上尾市生徒指導推進協議会上尾市生徒指導推進協議会…………市内の児童生徒及び青少年の健全育成のための活動

が総合的に行なわれており、効率性は高い。    

総合評価 

①①①①生徒指導支援員生徒指導支援員生徒指導支援員生徒指導支援員…………毎年４～５校の中学校からの派遣要請があり、派遣した学校は、

徐々に落ち着いた状況になり、派遣の効果は明らかである。非行の低年齢化に伴い、小

学校の非行問題行動が増加してきていることから、今後さらに重要な事業になる。 

②②②②上尾市生徒指導推進協議会上尾市生徒指導推進協議会上尾市生徒指導推進協議会上尾市生徒指導推進協議会…………上尾市の生徒指導の中心となる組織であり、上尾市

の学校・家庭・地域の生徒指導力の向上を担っており、今後ますます重要となる。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅱ 魅力ある教育内容の充実 （現況と課題） 〕 59 

 

整理番号 ４８ 事業名 学学学学学学学学力力力力力力力力向向向向向向向向上上上上上上上上支支支支支支支支援援援援援援援援事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 小学３～６年、中学１～３年 

対象人数・対象数 
小学校３年～６年児童数 ８，６６３人 

中学校１年～３年生徒数 ５，９６８人 

事業内容 

市立小・中学校の児童生徒一人一人に「確かな学力」を育てるため、標準学力検査

用紙を用いて基礎的な学力の実態を把握し、学校の教育課程の編成や学習指導の工

夫・改善に役立てる。 

事業の目的・目標 
学力調査結果の分析を多面的に行い、学力向上策を立案して、学習指導に取り組む

ことにより、児童生徒一人一人の学力を向上させる。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

７，１０７ 千円 

［内訳］ 
○需用費 7,106,960 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

学力向上プラン作成校 学力向上プラン作成学校数 ３３校 

市学力調査平均値 全国平均を５０としたときの市の位置 ５１ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
学力低下学力低下学力低下学力低下がががが懸念懸念懸念懸念されるされるされるされる中中中中、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒一人一人一人一人一人一人一人一人のののの学習状況学習状況学習状況学習状況をををを客観的客観的客観的客観的にににに把握把握把握把握してしてしてして、、、、

指導指導指導指導のののの充実充実充実充実をををを図図図図ることがることがることがることが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 

児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒にににに確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力をををを身身身身につけさせるためのにつけさせるためのにつけさせるためのにつけさせるための適切適切適切適切なななな資料提供資料提供資料提供資料提供をををを行行行行ううううためにためにためにために、、、、

実施時期実施時期実施時期実施時期、、、、実施教科等実施教科等実施教科等実施教科等をををを総合的総合的総合的総合的にににに決定決定決定決定しておりしておりしておりしており、、、、当該年度内当該年度内当該年度内当該年度内にすべてのにすべてのにすべてのにすべての上尾市上尾市上尾市上尾市

立小立小立小立小・・・・中学校学校中学校学校中学校学校中学校学校がががが学力向上学力向上学力向上学力向上プランプランプランプランをををを作成作成作成作成しししし、、、、学力向上学力向上学力向上学力向上のののの取組取組取組取組をををを行行行行えるようにえるようにえるようにえるように

しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

本事業本事業本事業本事業はははは、「、「、「、「確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力」」」」をををを育育育育てるためにてるためにてるためにてるために、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの基礎学力基礎学力基礎学力基礎学力をををを調査調査調査調査しししし、、、、調査調査調査調査

結果結果結果結果をもとにをもとにをもとにをもとに各学校各学校各学校各学校のののの実態実態実態実態にににに応応応応じたじたじたじた学力向上学力向上学力向上学力向上プランプランプランプランをををを作成作成作成作成しししし、、、、学習指導学習指導学習指導学習指導のののの工夫工夫工夫工夫

改善改善改善改善をををを図図図図るものであるるものであるるものであるるものである。。。。本事業本事業本事業本事業をををを行行行行うことでうことでうことでうことで、、、、上尾市全体上尾市全体上尾市全体上尾市全体のののの学力学力学力学力はははは向上向上向上向上してきしてきしてきしてき

ておりておりておりており、、、、継続継続継続継続することですることですることですることで更更更更なるなるなるなる学力学力学力学力のののの向上向上向上向上がががが見込見込見込見込まれるまれるまれるまれる。。。。    
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ⅢⅢⅢⅢ    生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習のののの推進推進推進推進 

１ 現況と課題 

少子高齢化や核家族化の進行などの家庭環境の変化に伴い、身近な子育て経験者に知恵や支援を求

めることが難しい状況や、子どもを育てることに不安や悩みを持つ家庭が増えています。そのため、

家庭教育や青少年の健全育成という観点から、生涯学習の重要性が高まっています。 

本市の公民館で行われている主催事業やサークル活動は、市民に多様な学習機会を提供し、その活

動意欲を一層高めています。比較的転出入の多い本市においては、新たな仲間づくりをはじめ、地域

コミュニティを形成する上で重要な役割を果たしています。 

今後さらに、家庭教育、青少年教育、成人教育の広範な分野の講座・教室を充実するとともに、結

成された自主グループや公民館を利用しているグループの活動成果を発表する機会を充実することが

必要です。 

公民館は、数多くのグループ・団体が、生涯学習活動の場や地域のコミュニティの場として利用し

ています。しかし、本市の公民館は市民の多様なニーズに応えるには施設・設備とも十分とは言えず、

その充実が望まれています。 

また、学校の教室等を生涯学習の身近な地域の施設として開放し有効活用を進めていきます。 

一方、図書館の利用者は年々増加傾向にあり、平成１９年度に大石分館が開館したところでありま

すが、引き続き、図書館施設のさらなる充実や整備が必要です。 

２ 平成１９年度に実施した主な事業 

 ① 生涯学習推進体制  

（４９） 生涯学習指導者活動推進事業 （５０） 社会教育団体等補助事業

 ② 生涯学習内容  

（５１） 家庭教育推進事業 

（５２） 成人式事業 

（５３） 公民館講座事業 

（５４） あげおふるさと学園運営事業 

 ③ 生涯学習施設  

（５５） 図書館運営事業 

（５６） 視聴覚ライブラリー運営事業 

（５７） 図書館分館等運営事業 

（５８） 学校施設開放事業
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整理番号 ４９ 事業名 生生生生生生生生涯涯涯涯涯涯涯涯学学学学学学学学習習習習習習習習指指指指指指指指導導導導導導導導者者者者者者者者活活活活活活活活動動動動動動動動推推推推推推推推進進進進進進進進事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 上尾市まなびすと指導者バンク活動推進会議 

対象人数・対象数 

平成１９年度平方東・芝川市民講座の参加者 

（平方東）講座数 ３６講座 参加数 １３４人（内訳 男１８人 女１１６人）

（芝川）講座数 １５講座 参加数 ７５人（内訳 男３６人 女３９人） 

事業内容 
まなびすと指導者バンク活動推進会議（まなびすと指導者バンクに登録した指導者

で構成された団体）に市民講座の企画運営事業を委託する。 

事業の目的・目標 
上尾市まなびすと指導者バンク活動推進会議に委託し、様々な分野の学習内容を学

校開放特別教室を利用した「市民講座」として市民へ提供。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

３６０ 千円 

［内訳］ 
○委託料 360,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

市民講座数   ５１講座 

市民講座参加者数  ２０９人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 学学学学びたいときにびたいときにびたいときにびたいときに気軽気軽気軽気軽にににに学学学学べるべるべるべる環境環境環境環境づくりのづくりのづくりのづくりの確立確立確立確立。。。。    

効率性 参加者参加者参加者参加者のののの様様様様々々々々なななな要望要望要望要望をををを生生生生かしたかしたかしたかした講座講座講座講座がががが開講開講開講開講されているされているされているされている。。。。    

総合評価 

平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度にににに芝川小学校芝川小学校芝川小学校芝川小学校のののの特別教室特別教室特別教室特別教室がががが開放開放開放開放されされされされ、、、、市内西側市内西側市内西側市内西側のののの学校施設学校施設学校施設学校施設であるであるであるである

平方東小学校平方東小学校平方東小学校平方東小学校とととと並並並並んでんでんでんで、、、、東側東側東側東側のののの生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習のののの拠点拠点拠点拠点としてとしてとしてとして、、、、市民講座市民講座市民講座市民講座のののの開催開催開催開催などなどなどなど、、、、

指導者活動推進事業指導者活動推進事業指導者活動推進事業指導者活動推進事業がががが拡充拡充拡充拡充されたされたされたされた。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

 〔 Ⅲ 生涯学習の推進 ～社会教育団体等補助事業～ 〕 63 

 

整理番号 ５０ 事業名 社社社社社社社社会会会会会会会会教教教教教教教教育育育育育育育育団団団団団団団団体体体体体体体体等等等等等等等等補補補補補補補補助助助助助助助助事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 社会教育団体 

対象人数・対象数 

３団体 １７，４００人 

（ボーイスカウト上尾地区協議会・ガールスカウト上尾地区協議会・上尾市ＰＴＡ

連合会 会員数 １６，８８０名） 

事業内容 

社会教育団体等（上尾市ＰＴＡ連合会、ボーイスカウト上尾市連絡協議会・ガール

スカウト上尾地区協議会）に対し、文化の振興、青少年の健全育成のための補助や

支援を行う。 

事業の目的・目標 文化、教育の振興と青少年健全育成。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

２，１１８ 千円 

［内訳］ 
○報酬 1,350,000  ○旅費  3,800  ○役務費 156,550 
○負担金、補助金及び交付金 607,500 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

団体加入者数 ボーイスカウト・ガールスカウト ５８３人 

団体加入世帯数 上尾市 PTA 連合会 １６，８６８世帯 

対象団体数 団体数   ３団体 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
各団体各団体各団体各団体のののの育成補助育成補助育成補助育成補助をををを行行行行うことによりうことによりうことによりうことにより、、、、子子子子どもたちのためによいどもたちのためによいどもたちのためによいどもたちのためによい教育環境教育環境教育環境教育環境づくりづくりづくりづくり

にににに役立役立役立役立っているっているっているっている。。。。    

効率性 

少子化少子化少子化少子化のののの中中中中でででで、、、、子子子子どもたちがどもたちがどもたちがどもたちが年齢年齢年齢年齢のののの枠枠枠枠をををを超超超超えてえてえてえて活動活動活動活動できるできるできるできる場場場場のののの提供提供提供提供とととと、、、、孤立孤立孤立孤立しししし

がちながちながちながちな親親親親にににに対対対対するするするするアプローチアプローチアプローチアプローチのひとつとなるのひとつとなるのひとつとなるのひとつとなるＰＴＡＰＴＡＰＴＡＰＴＡ活動活動活動活動にににに、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの団体団体団体団体のののの

活動活動活動活動にににに合合合合わせたわせたわせたわせた助成助成助成助成をををを効率的効率的効率的効率的にににに行行行行っているっているっているっている。。。。    

総合評価 社会教育団体社会教育団体社会教育団体社会教育団体のののの関係強化関係強化関係強化関係強化をををを図図図図りりりり、、、、教育教育教育教育のののの振興振興振興振興とととと発展発展発展発展をををを図図図図っているっているっているっている。。。。    
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整理番号 ５１ 事業名 家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭教教教教教教教教育育育育育育育育推推推推推推推推進進進進進進進進事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 

家庭教育参加団体家庭教育参加団体家庭教育参加団体家庭教育参加団体    

◎◎◎◎家庭教育学級委託家庭教育学級委託家庭教育学級委託家庭教育学級委託（ほし幼稚園母の会・カオル幼稚園家庭教育学級・富士見幼稚園保護者会家庭

教育学級・みやした幼稚園家庭学級・上尾市ＰＴＡ連合会）    

◎◎◎◎家庭教育講演会家庭教育講演会家庭教育講演会家庭教育講演会（幼児～中学校の子どもを持つ保護者と小中学校ＰＴＡ会員）    

対象人数・対象数 

◎◎◎◎家庭教育学級委託家庭教育学級委託家庭教育学級委託家庭教育学級委託５５５５団体団体団体団体    （ほし幼稚園母の会 ６１人・カオル幼稚園家庭教育学級 ２０４

人富士見幼稚園保護者会家庭教育学級 １３８人みやした幼稚園家庭学級 ４６人上尾市 PTA 連合会 

小中学校の子どもを持つ保護者数）    

◎◎◎◎家庭教育講演会家庭教育講演会家庭教育講演会家庭教育講演会    ３０５３０５３０５３０５人人人人    

事業内容 

家庭教育推進のため、講演会などの啓発事業を行う。講演会については、市ＰＴＡ

連合会の研究大会の講演会と合同開催の形式で実施する。また、幼稚園を対象とし

た家庭教育講座、市ＰＴＡ連合会に家庭教育啓発事業を委託して実施する。 

事業の目的・目標 
地域ぐるみの子育ての実現に向け、幼稚園・学校・家庭・地域を結ぶ架け橋として、

家庭教育の充実を図る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

４８７ 千円 

［内訳］ 
○報償費 60,000  ○委託料 400,000  ○使用料及び賃借料 27,100 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

実施団体数 
家庭教育学級実施団体数 ５ 
家庭教育講演会実施団体 １ 

  ６団体 

講演会出席者数  ３０５人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
対象対象対象対象となるとなるとなるとなる幼児幼児幼児幼児～～～～中学校中学校中学校中学校のののの子子子子どもをどもをどもをどもを持持持持つつつつ保護者保護者保護者保護者とととと、、、、小中学校小中学校小中学校小中学校ＰＴＡＰＴＡＰＴＡＰＴＡ会員会員会員会員はははは、、、、入入入入

学学学学とととと卒業卒業卒業卒業によりによりによりにより毎年毎年毎年毎年変変変変わるのでわるのでわるのでわるので継続的継続的継続的継続的なななな取組取組取組取組がががが必要必要必要必要となるとなるとなるとなる。。。。    

効率性 

企画企画企画企画・・・・立案立案立案立案からからからから講師講師講師講師へのへのへのへの依頼依頼依頼依頼、、、、対象者対象者対象者対象者へのへのへのへのＰＲＰＲＰＲＰＲ、、、、当日当日当日当日のののの司会等司会等司会等司会等をををを経験経験経験経験しししし、、、、家庭家庭家庭家庭

教育教育教育教育についてについてについてについて学学学学んでもらうんでもらうんでもらうんでもらう機会機会機会機会のののの提供提供提供提供とととと、、、、講座等講座等講座等講座等にににに参加参加参加参加するこするこするこすることでとでとでとで家庭教育家庭教育家庭教育家庭教育にににに

ついてついてついてついて学学学学んでもらうんでもらうんでもらうんでもらう機会機会機会機会をををを提供提供提供提供するというするというするというするという二二二二つのつのつのつの効果効果効果効果があるがあるがあるがある。。。。    

総合評価 

毎年入学毎年入学毎年入学毎年入学してくるしてくるしてくるしてくる子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの保護者保護者保護者保護者にににに対対対対しししし、、、、様様様様々々々々なななな角度角度角度角度からからからから家庭教育家庭教育家庭教育家庭教育についについについについ

てててて考考考考えるえるえるえる機会機会機会機会のののの場場場場をををを提供提供提供提供するこれらのするこれらのするこれらのするこれらの事業事業事業事業はははは、、、、単純単純単純単純にににに参加者参加者参加者参加者のののの数数数数だけではだけではだけではだけでは計計計計りりりり

知知知知れないれないれないれない効果効果効果効果があるがあるがあるがある事業事業事業事業であるであるであるである。。。。    
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整理番号 ５２ 事業名 成成成成成成成成人人人人人人人人式式式式式式式式事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 昭和６２年４月２日から昭和６３年４月１日までに出生した市内在住の者。 

対象人数・対象数 
２，２３９人（男性：１，１５６人、女性：１，０８３人） 

※平成１９年１１月１日現在 

事業内容 新成人の限りない前途を祝福し、「成人式」を行う。 

事業の目的・目標 ２０歳を迎えた若者、あるいは迎える若者が、社会人としての自覚を高めるため。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１，９４４ 千円 

［内訳］ 
○報償費 1,367,848  ○需用費 187,429  ○役務費 57,000 
○委託料  151,200  ○使用料及び賃借料 180,200 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

成人式参加者 参加者数 １，６０１人 

参加率 参加者数／対象者数×１００  ７２％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 社会人社会人社会人社会人としてのとしてのとしてのとしての自覚自覚自覚自覚をををを高高高高めるめるめるめる事業事業事業事業としてとしてとしてとして必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 

公募及公募及公募及公募及びびびび各中学校各中学校各中学校各中学校からからからから選出選出選出選出されたされたされたされた成人代表者成人代表者成人代表者成人代表者（（（（各校男女各校男女各校男女各校男女１１１１名名名名ずつずつずつずつ））））がががが、、、、事前事前事前事前のののの

企画企画企画企画からからからから当日当日当日当日のののの司会司会司会司会・・・・市民憲章朗読市民憲章朗読市民憲章朗読市民憲章朗読・・・・誓誓誓誓いのいのいのいの言葉言葉言葉言葉などのなどのなどのなどの運営運営運営運営にににに関関関関わることによわることによわることによわることによ

りりりり、、、、式典参加者式典参加者式典参加者式典参加者にもよりにもよりにもよりにもより身近身近身近身近なななな成人式成人式成人式成人式となるとなるとなるとなる。。。。またまたまたまた、、、、社会人社会人社会人社会人としてのとしてのとしてのとしての責任責任責任責任とととと自自自自

覚覚覚覚をををを高高高高められるめられるめられるめられる。。。。    

総合評価 

成人代表成人代表成人代表成人代表者者者者のののの式典進行式典進行式典進行式典進行やややや恩師恩師恩師恩師のののの参加参加参加参加もありもありもありもあり、、、、一部一部一部一部メディアメディアメディアメディア等等等等でででで報道報道報道報道されているされているされているされている

ようようようようなななな式典式典式典式典のののの妨害妨害妨害妨害やややや混乱混乱混乱混乱ももももななななくくくく、、、、和和和和やかにやかにやかにやかに進行進行進行進行されていることからされていることからされていることからされていることから、、、、社会人社会人社会人社会人とととと

してのしてのしてのしての自覚自覚自覚自覚がががが高高高高まるなどまるなどまるなどまるなど一定一定一定一定のののの成果成果成果成果があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

66 〔 Ⅲ 生涯学習の推進 ～公民館講座事業～ 〕 

 

整理番号 ５３ 事業名 公公公公公公公公民民民民民民民民館館館館館館館館講講講講講講講講座座座座座座座座事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 市民年齢や性別を問わず、広く市民を対象とする。 

対象人数・対象数 

●１９年度実績 

【上尾公民館】１７事業、３，５４１人（延べ人数） 

【上平公民館】２２事業、３，２０９人（  〃  ） 

【平方公民館】２２事業、１，９６４人（  〃  ） 

【原市公民館】３７事業、４，００３人（  〃  ） 

【大石公民館】２３事業、４，２５５人（  〃  ） 

【大谷公民館】３１事業、３，９７７人（  〃  ） 

事業内容 生涯学習の場の提供として、６公民館で講座事業を実施する。 

事業の目的・目標 
各種の事業を行うことにより、市民の教養または健康増進などの向上を図るととも

に、地域における自主的・主体的な生涯学習の推進。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

３，３２４ 千円 

［内訳］ 
○報償費 2,332,280  ○需用費 169,346  ○役務費 486,000 
○使用料及び賃借料 336,650 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

実施事業数 事業数 １５２事業 

   

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
社会教育施設社会教育施設社会教育施設社会教育施設としてとしてとしてとして各種講座事業各種講座事業各種講座事業各種講座事業をををを開催開催開催開催することですることですることですることで、、、、市民市民市民市民のののの学習要求学習要求学習要求学習要求にににに応応応応ええええ、、、、

生涯学習時代生涯学習時代生涯学習時代生涯学習時代にににに対応対応対応対応するためするためするためするため、、、、継続的継続的継続的継続的にににに開催開催開催開催するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    

効率性 

６６６６公民館公民館公民館公民館のののの連携連携連携連携をををを強化強化強化強化するとともにするとともにするとともにするとともに情報情報情報情報をををを共有共有共有共有しながらしながらしながらしながら、、、、優良優良優良優良なななな講師講師講師講師によるによるによるによる講講講講

座座座座をををを開催開催開催開催すすすするるるるほかほかほかほか、、、、限限限限られたられたられたられた予算予算予算予算のののの中中中中でででで大大大大きなきなきなきな事業事業事業事業をををを開催開催開催開催しておりしておりしておりしており効率的効率的効率的効率的にににに行行行行

われているわれているわれているわれている。。。。    

総合評価 

社会教育法社会教育法社会教育法社会教育法にににに基基基基づきづきづきづき、、、、社会教育施設社会教育施設社会教育施設社会教育施設としてとしてとしてとして人権講座人権講座人権講座人権講座やややや高齢者高齢者高齢者高齢者をををを対象対象対象対象としたとしたとしたとした講座講座講座講座

をはじめをはじめをはじめをはじめ、、、、各種各種各種各種のののの教室教室教室教室・・・・講座講座講座講座ややややイベントイベントイベントイベントをををを開催開催開催開催することによりすることによりすることによりすることにより、、、、生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習のののの場場場場

のののの提供及提供及提供及提供及びびびび生涯学習時代生涯学習時代生涯学習時代生涯学習時代にににに対応対応対応対応したしたしたした公民館公民館公民館公民館のののの役割役割役割役割をををを果果果果たしているたしているたしているたしている。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

 〔 Ⅲ 生涯学習の推進 ～あげおふるさと学園運営事業～ 〕 67 

 

整理番号 ５４ 事業名 ああああああああげげげげげげげげおおおおおおおおふふふふふふふふるるるるるるるるささささささささとととととととと学学学学学学学学園園園園園園園園運運運運運運運運営営営営営営営営事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 市内に在住・在勤または在学の人を対象としている。 

対象人数・対象数 

あげおふるさと学園第３期 １１０人 
 講座 第１回 定員４０人 
    第２回 定員３０人 
    第３回 定員４０人 

事業内容 
地元の大学等と連携し、公民館等で講座を開設し、今日的課題に対応した地域・郷
土学習などを主に行っている。 

事業の目的・目標 
広く市民に学習機会を設け、個人の知識向上に役立てる。また、学んだ成果を活か
し地域に還元していく。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１９９ 千円 

［内訳］ 
○報償費 120,000  ○需用費 73,001  ○役務費 1,380 
○使用料及び賃借料 4,700 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

参加者数 参加者数  ７４人 

参加率 参加人数÷定員数×１００ ６７％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
広広広広くくくく市民市民市民市民にににに学習機会学習機会学習機会学習機会をををを提供提供提供提供しししし個人個人個人個人のののの学習範囲学習範囲学習範囲学習範囲をををを広広広広げることげることげることげることやややや、、、、知識向上知識向上知識向上知識向上のためのためのためのため、、、、

またまたまたまた、、、、個人個人個人個人のののの自己実現自己実現自己実現自己実現やややや地域参加地域参加地域参加地域参加をををを市市市市がががが推進推進推進推進していくためにもしていくためにもしていくためにもしていくためにも必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 参加期間参加期間参加期間参加期間やややや事業内容事業内容事業内容事業内容からみてもからみてもからみてもからみても効率的効率的効率的効率的にににに実施実施実施実施できたできたできたできた。。。。    

総合評価 

第第第第３３３３期期期期ふるさとふるさとふるさとふるさと学園事業学園事業学園事業学園事業はははは、、、、事業見直事業見直事業見直事業見直しをしをしをしを行行行行ったったったった結果結果結果結果、、、、第第第第１１１１期期期期・・・・第第第第２２２２期期期期とととと続続続続けけけけ

てきたてきたてきたてきた約約約約１１１１年半年半年半年半のののの学習学習学習学習課程課程課程課程とととと比比比比べべべべ、、、、期間期間期間期間もももも短短短短くくくく参加参加参加参加しやすいしやすいしやすいしやすい形態形態形態形態となりとなりとなりとなり、、、、事業事業事業事業

効果効果効果効果、、、、運営面運営面運営面運営面においてもにおいてもにおいてもにおいても効率的効率的効率的効率的にににに実施実施実施実施できたできたできたできた。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

68 〔 Ⅲ 生涯学習の推進 ～図書館運営事業～ 〕 

 

整理番号 ５５ 事業名 図図図図図図図図書書書書書書書書館館館館館館館館運運運運運運運運営営営営営営営営事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 図書館 

●事業の概要 

対象者・対象物 上尾市民（２市１町広域利用協定により、さいたま市民・伊奈町民） 

対象人数・対象数 225,340 人（＋1,245,000 人） 

事業内容 
市民の情報ステーションであり、生涯学習の基盤施設として、図書資料の充実・図

書館網の整備を図り、市民サービスを向上させる。 

事業の目的・目標 
市民のくらしに役立ち、市民とともに歩む図書館として、市民が求める図書館資料

の構成とサービスの充実 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１４４，０１８ 千円 

［内訳］○報酬 14,827,000  ○賃金 280,000  ○報償費 197,000 
○需用費 4,213,595  ○役務費 330,120  ○委託料 69,684,351 
○使用料及び賃借料 24,488,417  ○備品購入費 29,997,695 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

図書館開館日数  ３０１日 

蔵書数  ３２１，４３７冊 

貸出密度（市民１人あたりの貸出冊数） 年間貸出数÷人口  ３．３冊 

蔵書回転率 年間貸出数÷蔵書数   ２．３回転 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

高齢化社会高齢化社会高齢化社会高齢化社会のののの中中中中においてにおいてにおいてにおいて、、、、図書館図書館図書館図書館のののの利用利用利用利用はははは増加増加増加増加しているとともにしているとともにしているとともにしているとともに、、、、市民市民市民市民からからからから求求求求

められるめられるめられるめられる図書館図書館図書館図書館サービスサービスサービスサービスはははは高度多様化高度多様化高度多様化高度多様化しているしているしているしている。。。。公共図書館公共図書館公共図書館公共図書館がががが担担担担うううう役割役割役割役割、、、、必要必要必要必要

性性性性はははは今後今後今後今後もももも増大増大増大増大するするするする。。。。    

効率性 
選書選書選書選書からからからから、、、、受入受入受入受入、、、、提供提供提供提供までまでまでまで各基準各基準各基準各基準にににに拠拠拠拠りりりり、、、、本館本館本館本館でででで市内市内市内市内のののの９９９９館分館分館分館分をををを集中管理集中管理集中管理集中管理しししし、、、、

コンピュータシステムコンピュータシステムコンピュータシステムコンピュータシステムとととと回送車回送車回送車回送車によりによりによりにより、、、、効率的効率的効率的効率的にににに市民市民市民市民にににに提供提供提供提供しているしているしているしている。。。。    

総合評価 
平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度ににににカウンターカウンターカウンターカウンター業務業務業務業務のののの委託委託委託委託をををを行行行行ったがったがったがったが、、、、市民市民市民市民ニーズニーズニーズニーズのののの実現実現実現実現にににに努努努努めつめつめつめつ

つつつつ効率的効率的効率的効率的なななな事業運営事業運営事業運営事業運営をををを行行行行っているっているっているっている。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

 〔 Ⅲ 生涯学習の推進 ～視聴覚ライブラリー運営事業～ 〕 69 

 

整理番号 ５６ 事業名 視視視視視視視視聴聴聴聴聴聴聴聴覚覚覚覚覚覚覚覚ラララララララライイイイイイイイブブブブブブブブララララララララリリリリリリリリーーーーーーーー運運運運運運運運営営営営営営営営事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 図書館 

●事業の概要 

対象者・対象物 団体登録している市民 

対象人数・対象数 １８０団体 

事業内容 
視聴覚教材の収集及び貸出、ビデオプロジェクター等の機材の貸出、１６ミリ映写

機等の技術講習会や映画会の開催等の事業を実施する。 

事業の目的・目標 
市内で活動する団体への視聴覚機材・教具とサービスの提供を行い、団体活動の活

性化と充実を図る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

３，４５９ 千円 

［内訳］○賃金 2,485,700  ○報償費 35,000  ○需用費 159,900 
○役務費  36,000  ○使用料及び賃借料 215,460   
○備品購入費 526,935 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

登録団体数  １８０団体 

教材貸出密度（１団体あたりの貸出数） 貸出数÷団体数   ０．９ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
市民市民市民市民のののの生涯学習支援生涯学習支援生涯学習支援生涯学習支援のためのためのためのため、、、、団体団体団体団体をををを対象対象対象対象としたとしたとしたとした視聴覚視聴覚視聴覚視聴覚機材機材機材機材のののの提供提供提供提供はははは今後今後今後今後もももも必要必要必要必要

であるであるであるである。。。。    

効率性 対象対象対象対象がががが限限限限られているのでられているのでられているのでられているので少少少少ないないないない経費経費経費経費をををを効率的効率的効率的効率的にににに使用使用使用使用しているしているしているしている。。。。    

総合評価 
１６１６１６１６ｍｍｍｍｍｍｍｍフィルムフィルムフィルムフィルムはははは伸伸伸伸びがびがびがびが期待期待期待期待できないができないができないができないが、、、、プロジェクタープロジェクタープロジェクタープロジェクターなどなどなどなど利用利用利用利用がががが伸伸伸伸びるびるびるびる

部分部分部分部分をををを活用活用活用活用しつつしつつしつつしつつ事業事業事業事業をををを実施実施実施実施しているしているしているしている。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

70 〔 Ⅲ 生涯学習の推進 ～図書館分館等運営事業～ 〕 

 

整理番号 ５７ 事業名 図図図図図図図図書書書書書書書書館館館館館館館館分分分分分分分分館館館館館館館館等等等等等等等等運運運運運運運運営営営営営営営営事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 図書館 

●事業の概要 

対象者・対象物 上尾市民（２市１町広域利用協定により、さいたま市民・伊奈町民） 

対象人数・対象数 225,340 人（＋1,245,000 人） 

事業内容 
図書館分館（５館）及び公民館図書室（３室）の運営事業で、図書資料の貸出・返

却・書架の整理等の業務を委託し、効率的な運営とし、市民サービスの向上を図る。 

事業の目的・目標 
市民のくらしに役立ち市民とともに歩む図書館として市民の求める図書館分館に

ふさわしい資料構成とサービスの充実 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

６９，０５９ 千円 

［内訳］ 
○報酬  13,663,000  ○需用費    4,568,968  ○役務費 115,500 
○委託料 8,103,523  ○備品購入費 42,608,003 

※分館・公民館図書室協力員報酬等の図書館分館等運営事業の一部については、図書館運営事業に計上されているが、

「事業費」には平成１９年度決算書に記載されている公民館図書室運営事業分のみを記載している。 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

図書館開館延べ日数（８館分）  ２，４０３日 

蔵書数（８館分）  ２２８，８２６冊 

貸出密度（市民１人あたりの貸出冊数） 分館年間貸出数÷人口 ２．３冊 

蔵書回転率（蔵書１冊あたりの年間利用日数） 分館年間貸出数÷分館蔵書数   ２．３回転 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 誰誰誰誰もがもがもがもが身近身近身近身近なななな図書館利用図書館利用図書館利用図書館利用をををを可能可能可能可能とするたとするたとするたとするためめめめ、、、、このこのこのこの事業事業事業事業のののの必要性必要性必要性必要性はははは大大大大きいきいきいきい。。。。    

効率性 資料資料資料資料のののの選書選書選書選書等等等等はははは、、、、本館本館本館本館でででで集中管理集中管理集中管理集中管理しししし、、、、効率的効率的効率的効率的にににに行行行行っているっているっているっている。。。。    

総合評価 

駅前分館開館駅前分館開館駅前分館開館駅前分館開館についてはについてはについてはについては開館時開館時開館時開館時のののの平成平成平成平成１８１８１８１８年年年年１１１１月月月月からからからから、、、、他他他他のののの分館分館分館分館についてはについてはについてはについては平平平平

成成成成２０２０２０２０年年年年１１１１月月月月からからからから業務委託業務委託業務委託業務委託をををを行行行行いいいい、、、、市民市民市民市民ニーズニーズニーズニーズのののの実現実現実現実現にににに努努努努めつつめつつめつつめつつ効率的効率的効率的効率的なななな事業事業事業事業

運営運営運営運営をををを行行行行っているっているっているっている。。。。    
       



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

 〔 Ⅲ 生涯学習の推進 ～学校施設開放事業～ 〕 71 

 

整理番号 ５８ 事業名 学学学学学学学学校校校校校校校校施施施施施施施施設設設設設設設設開開開開開開開開放放放放放放放放事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 市内に在住、在勤、在学の方で構成された施設利用登録をしている生涯学習団体。 

対象人数・対象数 

【平成１９年度活動実績】 
●平方東小施設利用登録団体（３３団体）  団体利用件数（累計）４５２件 
 利用人数（累計） ５，２８４人 
●芝川小施設利用登録団体（１団体）  団来利用件数（累計） １１件 
 利用人数  （累計） １００人 

事業内容 生涯学習団体を対象として「学校施設」を広く地域社会に開放する。 

事業の目的・目標 
市民の学びの場として、また余暇活動の充実を図る場として学校の余裕教室を活動
拠点施設として地域の交流を図る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１，３１２ 千円 

［内訳］ 
○需用費   129,341  ○役務費 62,240  ○委託料 820,048 
○備品購入費 299,976 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

利用団体登録件数   ３４件 

利用件数  ４６３件 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 市市市市民民民民のののの学学学学びのびのびのびの場場場場、、、、同同同同じじじじ趣味趣味趣味趣味をををを持持持持つつつつ人人人人とのとのとのとの交流交流交流交流のののの場場場場としてとしてとしてとして、、、、活用活用活用活用されているされているされているされている。。。。    

効率性 
土日土日土日土日・・・・夜間夜間夜間夜間などなどなどなど空空空空きのきのきのきの時間帯時間帯時間帯時間帯をををを利用利用利用利用しししし校内校内校内校内のののの教室教室教室教室をををを活用活用活用活用。。。。それぞれそれぞれそれぞれそれぞれ団体団体団体団体のののの都合都合都合都合

にあわせてにあわせてにあわせてにあわせて活動活動活動活動することがすることがすることがすることが可能可能可能可能であるであるであるである。。。。    

総合評価 
平成平成平成平成１９１９１９１９年年年年１１１１１１１１月月月月にににに芝川小学校芝川小学校芝川小学校芝川小学校のののの特別教室特別教室特別教室特別教室をををを開放開放開放開放しししし、、、、東側東側東側東側のののの生涯学習団体生涯学習団体生涯学習団体生涯学習団体のののの活活活活

動拠点動拠点動拠点動拠点としてとしてとしてとして、、、、更更更更なるなるなるなる利用利用利用利用がががが期待期待期待期待できるできるできるできる。。。。    
 



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 
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〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅳ 人権教育の推進（現況と課題）〕 73 

ⅣⅣⅣⅣ    人権教育人権教育人権教育人権教育のののの推進推進推進推進 

１ 現況と課題 

あらゆる市民が人権を尊重し合い、人権が確立された社会を実現するためには、教育・啓発ととも

に人権に配慮した施策の推進が必要です。 

本市では、平成 16 年に総合的な人権施策の基本的な指針とする「人権施策推進指針」を策定しま

した。また、教育の分野では、平成１９年に「上尾市人権教育推進プラン」を策定し、学校教育や社

会教育の場において、人権尊重の精神の涵養を図る施策を実施しています。 

しかしながら、今なお様々な偏見や差別、ＤＶや児童、高齢者に対する虐待などの人権問題が後を

絶ちません。また、学校におけるいじめや不登校、インターネットによる人権侵害といった新たな差

別事象の発生が見られるなど、心理的差別が大きな課題となっています。 

これらの解消のため、人権教育が果たす役割はますます重要になっており、様々な人権問題に対す

る取組みが求められています。                                                                    

２ 平成１９年度に実施した主な事業 

（５９） 人権教育集会所運営事業 

（６０） 人権教育推進事業 （生涯学習課所管分） 

（６１） 人権教育推進事業 （指導課所管分） 

 
 



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

74 〔 Ⅳ 人権教育の推進 ～人権教育集会所運営事業～ 〕 

 

整理番号 ５９ 事業名 人人人人人人人人権権権権権権権権教教教教教教教教育育育育育育育育集集集集集集集集会会会会会会会会所所所所所所所所運運運運運運運運営営営営営営営営事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 市民 

対象人数・対象数 

２，１８４人 

・集会所主催講座（子どもわくわく体験教室を含む） ４４１人 

・集会所まつり（原市・畔吉集会所）                ６８３人 

・人権研修会（公民館実施分を含む）      １，０６０人 

事業内容 

上尾市人権教育推進基本計画を基に、人権教育を推進していく中心的拠点施設とし

て各種講座、研修会等を開催していく。また、他の公民館や図書館など社会教育機

関や各人権課題の主管課などに対し、情報発信を積極的に行っていく。 

事業の目的・目標 

全ての人の基本的人権が尊重されるよう、社会教育における講座や研修会等を通

し、身近な人権問題について意見交換をすることにより、日常生活において態度や

行動に表れるような人権感覚を身に付ける。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１，９１０ 千円 

［内訳］ 

○報酬  564,000  ○報償費 1,096,800  ○旅費 71,200   

○委託料 75,600  ○使用料及び賃借料 102,550 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

集会所主催講座数   ２５講座 

人権研修会開催回数  ２７回 

集会所主催講座参加者数  ４４１人 

人権研修会参加者数  １，０６０人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
全全全全てのてのてのての人人人人のののの人権人権人権人権がががが相互相互相互相互にににに共存共存共存共存しししし、、、、平和平和平和平和でででで豊豊豊豊かなかなかなかな社会社会社会社会をををを実現実現実現実現するためにはするためにはするためにはするためには多多多多くのくのくのくの

人人人人にににに人権感覚人権感覚人権感覚人権感覚がががが身身身身にににに付付付付くようくようくようくよう事業事業事業事業をををを行行行行っていくっていくっていくっていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    

効率性 

人権教育人権教育人権教育人権教育はははは年齢層年齢層年齢層年齢層にににに応応応応じてそのじてそのじてそのじてその手法手法手法手法はははは異異異異なるためなるためなるためなるため、、、、それにそれにそれにそれに合合合合わせたわせたわせたわせた事業展開事業展開事業展開事業展開をををを

行行行行っているっているっているっている。。。。またまたまたまた、、、、できるだけできるだけできるだけできるだけ多多多多くのくのくのくの人人人人へへへへ研修研修研修研修のののの機会機会機会機会がががが持持持持てるようてるようてるようてるよう、、、、集会所運集会所運集会所運集会所運

営委員営委員営委員営委員のののの協力協力協力協力もももも得得得得ながらながらながらながら、、、、研修研修研修研修のののの手法手法手法手法をををを考案考案考案考案、、、、開催開催開催開催のののの機会機会機会機会をををを設設設設けているけているけているけている。。。。よりよりよりより

良良良良いいいい研修方法研修方法研修方法研修方法をををを公民館公民館公民館公民館などなどなどなどににににもももも情報情報情報情報をををを発信発信発信発信しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀はははは「「「「人人人人権権権権のののの世紀世紀世紀世紀」」」」とととと言言言言われているわれているわれているわれている。。。。しかししかししかししかし、、、、現実現実現実現実にはにはにはには DVDVDVDV やややや児童児童児童児童、、、、高齢高齢高齢高齢

者者者者にににに対対対対するするするする虐待虐待虐待虐待、、、、いじめなどさまざまないじめなどさまざまないじめなどさまざまないじめなどさまざまな人権侵害人権侵害人権侵害人権侵害がががが後後後後をををを絶絶絶絶たないたないたないたない状況状況状況状況であるであるであるである。。。。

こうしたことからこうしたことからこうしたことからこうしたことから、、、、全全全全てのてのてのての人人人人のののの人権人権人権人権がががが相互相互相互相互にににに共存共存共存共存しししし、、、、平和平和平和平和でででで豊豊豊豊かなかなかなかな社会社会社会社会をををを実現実現実現実現

するためにはするためにはするためにはするためには多多多多くのくのくのくの人人人人にににに人権感覚人権感覚人権感覚人権感覚がががが身身身身にににに付付付付くようくようくようくよう事業事業事業事業をををを行行行行っていくっていくっていくっていく必要必要必要必要があがあがあがあ

るるるる。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅳ 人権教育の推進 ～人権教育推進事業（生涯学習課所管分）～ 〕 75 

 

整理番号 ６０ 事業名 人人人人人人人人権権権権権権権権教教教教教教教教育育育育育育育育推推推推推推推推進進進進進進進進事事事事事事事事業業業業業業業業（（（（（（（（生生生生生生生生涯涯涯涯涯涯涯涯学学学学学学学学習習習習習習習習課課課課課課課課所所所所所所所所管管管管管管管管分分分分分分分分））））））））         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 市民 

対象人数・対象数 人権標語  １３，０００人 

事業内容 
上尾市人権教育推進協議会の開催、北足立北部人権教育推進協議会等が開催する各

種研修会への参加、小中学校児童生徒人権標語コンクールの実施 

事業の目的・目標 
市民を対象に、差別意識の解消に向けた人権教育、啓発を充実し、市民一人ひとり

の人権意識の高揚を図る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１，０１７ 千円 

［内訳］ 

○報償費 290,665  ○旅費 300,000  ○需用費 200,311   

○役務費  10,500  ○負担金、補助金及び交付金  215,500 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

人権標語コンクール実施回数    １回 

作品応募率 応募者数÷児童生徒数×１００  ９６％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 差別差別差別差別のないのないのないのない社会社会社会社会のののの実現実現実現実現のためにのためにのためにのために、、、、充実充実充実充実したしたしたした人権教育人権教育人権教育人権教育がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 
人権教育人権教育人権教育人権教育のののの推進推進推進推進のためのためのためのため、、、、人権標語人権標語人権標語人権標語にににに取取取取りりりり組組組組むことでむことでむことでむことで、、、、小中学生小中学生小中学生小中学生のののの頃頃頃頃からからからから人権感覚人権感覚人権感覚人権感覚

がががが培培培培うことができるうことができるうことができるうことができる。。。。    

総合評価 

小学生小学生小学生小学生、、、、中学生中学生中学生中学生のののの頃頃頃頃からからからから人権意識人権意識人権意識人権意識をををを持持持持つことはつことはつことはつことは重要重要重要重要でありでありでありであり、、、、学校教育学校教育学校教育学校教育のののの中中中中でででで行行行行わわわわ

れるれるれるれる人権教育人権教育人権教育人権教育とととと相相相相まってまってまってまって、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒がががが人権意識人権意識人権意識人権意識をををを持持持持つつつつ機会機会機会機会としてとしてとしてとして重要重要重要重要でありでありでありであり、、、、事事事事

業業業業のののの継続継続継続継続がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

76 〔 Ⅳ 人権教育の推進 ～人権教育推進事業（指導課所管分）～ 〕 

 

整理番号 ６１ 事業名 人人人人人人人人権権権権権権権権教教教教教教教教育育育育育育育育推推推推推推推推進進進進進進進進事事事事事事事事業業業業業業業業（（（（（（（（指指指指指指指指導導導導導導導導課課課課課課課課所所所所所所所所管管管管管管管管分分分分分分分分））））））））         担当 指導課 

●事業の概要 

対象者・対象物 市立小・中学校 校長、教頭、教員、児童生徒 

対象人数・対象数 

全児童生徒・教員及び管理職数 
●校長対象 ……… ３３名    ●教頭対象 ……… ３３名 
●一般教員対象 
 担当者研修会（年２回） ６６名 
 授業研究会       ３０名 
 各部会年３回（資料作成・啓発・調査統計） ９９名 

事業内容 

人権教育研修会（人権教育施設体験研修会含む）を通して校長、教頭、教員（教頭、

人権教育主任等）の資質の向上を図る。人権教育を視点においた指導方法の研究を

より一層推進をする。 

事業の目的・目標 

人権を尊重する教育と心豊かな人づくりの推進を図り、人権尊重の意識を高めるこ

とで、いじめや差別をなくせる学校の実現と相手の立場に立って考える思いやりの

ある児童生徒の育成を図る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１，３６８ 千円 

［内訳］ 

○報償費 16,000  ○旅費 173,840  ○需用費 136,500   

○負担金、補助金及び交付金  1,042,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

研修会参加者数  １９５人 

作文・標語集等の配布率 配布数／児童生徒数×１００ １００％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

近年近年近年近年、、、、いじめいじめいじめいじめ、、、、暴力行為暴力行為暴力行為暴力行為、、、、不登校不登校不登校不登校などなどなどなど生徒指導上生徒指導上生徒指導上生徒指導上のののの問題行動問題行動問題行動問題行動がががが深刻深刻深刻深刻なななな課題課題課題課題となとなとなとな

っているっているっているっている。。。。またまたまたまた、、、、地域社会地域社会地域社会地域社会においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、社会的身分又社会的身分又社会的身分又社会的身分又はははは門地門地門地門地、、、、性別性別性別性別、、、、障害障害障害障害のののの有有有有

無無無無、、、、児童児童児童児童やややや高齢者高齢者高齢者高齢者にににに対対対対するするするする虐待等問題虐待等問題虐待等問題虐待等問題がががが深刻化深刻化深刻化深刻化しししし、、、、喫緊喫緊喫緊喫緊のののの取組取組取組取組がががが求求求求められていめられていめられていめられてい

るるるる。。。。このようなこのようなこのようなこのような現状現状現状現状のののの中中中中でででで、、、、人権人権人権人権についてのについてのについてのについての正正正正しいしいしいしい理解理解理解理解をををを深深深深めめめめ、、、、それがそれがそれがそれが態度態度態度態度やややや

行動行動行動行動にににに表表表表れることをれることをれることをれることを目的目的目的目的としたとしたとしたとした人権教育人権教育人権教育人権教育のののの役割役割役割役割はははは、、、、今後今後今後今後もももも重要重要重要重要でありでありでありであり取取取取りりりり組組組組むむむむ

必要性必要性必要性必要性がががが高高高高いいいい。。。。    

効率性 
上尾市上尾市上尾市上尾市人権教育小中学校研究会人権教育小中学校研究会人権教育小中学校研究会人権教育小中学校研究会のののの事業事業事業事業をををを上尾市教育委員会上尾市教育委員会上尾市教育委員会上尾市教育委員会がががが支援支援支援支援することによすることによすることによすることによ

りりりり効率化効率化効率化効率化をををを図図図図っているっているっているっている。。。。    

総合評価 

様様様様々々々々なななな研修内容研修内容研修内容研修内容をををを通通通通してしてしてして、、、、一人一人一人一人一人一人一人一人がががが人権人権人権人権をををを尊重尊重尊重尊重することのすることのすることのすることの重要性重要性重要性重要性をををを正正正正しくしくしくしく認認認認

識識識識しししし、、、、人権人権人権人権へのへのへのへの配慮配慮配慮配慮やややや態度態度態度態度がががが行動行動行動行動にににに表表表表れるようなれるようなれるようなれるような人権感覚人権感覚人権感覚人権感覚をををを養養養養うことがうことがうことがうことが重要重要重要重要でででで

ありありありあり継続継続継続継続していくしていくしていくしていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

〔 Ⅴ 文化芸術の振興・文化財の保存継承 （現況と課題）〕 77  

ⅤⅤⅤⅤ    文化芸術文化芸術文化芸術文化芸術のののの振興振興振興振興・・・・文化財文化財文化財文化財のののの保存保存保存保存継承継承継承継承 

１ 現況と課題 

市民の文化・芸術に対する関心は高まっており、多くの市民が各公民館や文化センター、コミュニ

ティセンター、イコス上尾等を拠点とし自主的に文化・芸術活動を展開しています。また、文化団体

連合会には 16 団体、約 3,000 人が集い活動しており、上尾市美術展覧会、上尾市民音楽祭、上尾

市文化芸術祭等が行われ、その他にも市民の文化・芸術活動は大きく広がっています。 

今後とも文化・芸術活動の奨励・充実のため、文化・芸術分野での発表の機会の提供、後援等によ

る活動への支援や、文化芸術振興基金の積立金の充実、各種文化・芸術団体育成のための基盤強化を

図っていく必要があります。 

これらによって、市民が豊かな文化を自由に享受し、文化の発信ができるような環境を実現し、表

現する喜びや自らの新たな可能性を発見することにつなげていく必要があります。 

文化財は地域の歴史、文化等の正しい理解のために欠くことのできないものであり、将来の文化向

上・発展の基礎になるものです。このため、行政や市民はそれぞれの立場から適切に保存継承してい

くよう努める必要があります。 

市内の文化財の調査を進め、新たな指定や保護の方策を検討する必要があります。特に埋蔵文化財

については、開発に伴う試掘調査や発掘調査が年々増加する傾向にあり、調査後の整理活用も含め体

制の充実が必要とされています。 

一方、本市では地域の歴史資料の収集を目的に市史編さん事業を実施してきました。この中の主な

事業である『上尾市史』全 10 巻の刊行事業が平成 13 年度に完了しましたが、引き続き、収集した

歴史資料の整理を進める必要があります。また、市の歴史や文化への理解を深めるため、報告書等の

発行や各種啓発事業を進めてきました。今後も、文化財や歴史資料に関する情報を提供し、市民の研

究・学習活動に活用されるよう、資料の所有者の協力を得ながら公開していくことが必要です。 

２ 平成１９年度に実施した主な事業 

 ① 文化・芸術団体の支援  

（６２） 文化芸術振興事業 

（６３） 美術展覧会事業 

（６４） 市民音楽祭事業

 ② 文化財の保存・継承  

（６５） 文化財調査・保存事業 

（６６） 埋蔵文化財調査事業 

（６７） 無形民俗文化財記録保存事業 

（６８） 文化財保護啓発事業 

（６９） 歴史資料調査事業

 

 



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

78 〔 Ⅴ 文化芸術の振興・文化財の保存継承 ～文化芸術振興事業～ 〕 

 

整理番号 ６２ 事業名 文文文文文文文文化化化化化化化化芸芸芸芸芸芸芸芸術術術術術術術術振振振振振振振振興興興興興興興興事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 文化団体連合会等 

対象人数・対象数 １３団体 

事業内容 文化団体連合会に補助金を支出や社会教育指導員を配置して活動支援を行った。 

事業の目的・目標 上尾市における文化芸術活動を育成支援し、市民文化の向上を目指す。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

２，３０１ 千円 

［内訳］ 
○報酬 1,260,000  ○負担金、補助金及び交付金 900,000 
○積立金 141,134 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

文化団体連合会加盟団体数 団体数  １３団体 

上尾市文化芸術祭参加者  ３，５００人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
文化団体連合会文化団体連合会文化団体連合会文化団体連合会についてはについてはについてはについては、、、、上尾市文化芸術祭上尾市文化芸術祭上尾市文化芸術祭上尾市文化芸術祭のののの実施実施実施実施やややや機関紙機関紙機関紙機関紙のののの発行発行発行発行などなどなどなど、、、、上上上上

尾市尾市尾市尾市のののの文化団体文化団体文化団体文化団体のののの活動支援活動支援活動支援活動支援などをなどをなどをなどを行行行行っているっているっているっている。。。。    

効率性 
文化芸術祭文化芸術祭文化芸術祭文化芸術祭でででで実施実施実施実施されるされるされるされる各団体各団体各団体各団体のののの事業事業事業事業とととと他他他他のののの文化芸術事業文化芸術事業文化芸術事業文化芸術事業とのとのとのとの統合統合統合統合もももも可能可能可能可能であであであであ

るがるがるがるが、、、、現在現在現在現在のところのところのところのところ機会機会機会機会をををを多多多多くくくく持持持持つというつというつというつという意味意味意味意味でそれぞれでそれぞれでそれぞれでそれぞれ実施実施実施実施しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

文化団体連合会文化団体連合会文化団体連合会文化団体連合会はははは、、、、市市市市のののの文化芸術関係団体文化芸術関係団体文化芸術関係団体文化芸術関係団体のとりまとめのとりまとめのとりまとめのとりまとめ役役役役をををを果果果果たしているたしているたしているたしている。。。。補補補補

助金支出団体助金支出団体助金支出団体助金支出団体としてとしてとしてとして、、、、印刷物印刷物印刷物印刷物のののの発行部数発行部数発行部数発行部数などなどなどなど見直見直見直見直しのしのしのしの必要必要必要必要もあるがもあるがもあるがもあるが、、、、全体的全体的全体的全体的にににに

見見見見ればればればれば必要性必要性必要性必要性のあるのあるのあるのある事業事業事業事業といえるといえるといえるといえる。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

 〔 Ⅴ 文化芸術の振興・文化財の保存継承 ～美術展覧会事業～ 〕 79 

 

整理番号 ６３ 事業名 美美美美美美美美術術術術術術術術展展展展展展展展覧覧覧覧覧覧覧覧会会会会会会会会事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 市美術展覧会出品者 

対象人数・対象数 ５７３人 

事業内容 
市美術展覧会を実施し、美術に関する創作活動を行う市民の発表の場を提供した。

優秀作については褒章を行い、更なる創作活動のきっかけづくりとなっている。 

事業の目的・目標 
市の美術家協会との共催により、広く市民の美術活動の発表の場として公募により

美術展を開催し、その奨励と充実を図る。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

１，２４０ 千円 

［内訳］ 
○報償費 574,014  ○需用費 178,172  ○役務費 30,000 
○委託料 186,900  ○使用料及び賃借料 271,050 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

出品件数  ５７８件 

観覧者数  ７，５３２人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
展覧会展覧会展覧会展覧会についてはについてはについてはについては、、、、市民市民市民市民レベルレベルレベルレベルのののの唯一唯一唯一唯一のののの公募展公募展公募展公募展でありでありでありであり、、、、地域文化地域文化地域文化地域文化のののの広広広広がりにがりにがりにがりに貢貢貢貢

献献献献しているしているしているしている。。。。    

効率性 

美術家協会美術家協会美術家協会美術家協会などではなどではなどではなどでは組織内組織内組織内組織内のののの美術展美術展美術展美術展をををを実施実施実施実施しているがしているがしているがしているが、、、、公募展公募展公募展公募展はははは上尾市上尾市上尾市上尾市としてとしてとしてとして

はははは唯一唯一唯一唯一であるであるであるである。。。。またまたまたまた、、、、費用対効果費用対効果費用対効果費用対効果についてもについてもについてもについても、、、、出品料出品料出品料出品料（（（（1111 点点点点 1,0001,0001,0001,000 円円円円））））のののの徴収徴収徴収徴収もももも

行行行行っておりっておりっておりっており、、、、コストコストコストコスト削減削減削減削減やややや事務事務事務事務のののの効率化効率化効率化効率化もももも行行行行っているっているっているっている。。。。    

総合評価 

全体的全体的全体的全体的にににに市教育委員会市教育委員会市教育委員会市教育委員会がががが運営運営運営運営しししし、、、、審査審査審査審査とととと運営運営運営運営のうちのうちのうちのうち搬入搬入搬入搬入・・・・搬出搬出搬出搬出とととと当日当日当日当日のののの受付受付受付受付のののの

一部一部一部一部をををを美術家美術家美術家美術家協会協会協会協会がががが実施実施実施実施しているしているしているしている。。。。現在美術家協会現在美術家協会現在美術家協会現在美術家協会ではではではでは独自独自独自独自のののの展覧会展覧会展覧会展覧会もももも実施実施実施実施しししし

ておりておりておりており、、、、市展市展市展市展のののの運営運営運営運営をををを美術家協会美術家協会美術家協会美術家協会にににに移行移行移行移行することはすることはすることはすることは一部一部一部一部をををを除除除除いていていていて可能可能可能可能であるであるであるである。。。。

公募展公募展公募展公募展ではではではでは出品者出品者出品者出品者のののの管理管理管理管理のののの点点点点でででで美術家協会美術家協会美術家協会美術家協会でのでのでのでの管理管理管理管理はははは困難困難困難困難でありでありでありであり、、、、運営運営運営運営のののの役割役割役割役割

分担分担分担分担についてについてについてについて、、、、今後検討今後検討今後検討今後検討のののの余地余地余地余地がががが大大大大きくきくきくきく残残残残されているされているされているされている。。。。出品件数出品件数出品件数出品件数・・・・観覧者数観覧者数観覧者数観覧者数とととと

もにもにもにもに頭打頭打頭打頭打ちであるがちであるがちであるがちであるが、、、、常常常常にににに出品者出品者出品者出品者・・・・観覧者観覧者観覧者観覧者がががが増増増増ええええ続続続続けることはありえないことけることはありえないことけることはありえないことけることはありえないこと

でありでありでありであり、、、、これについてはこれについてはこれについてはこれについては必必必必ずしもずしもずしもずしも評評評評価価価価がががが低低低低いとはいとはいとはいとは言言言言いいいい難難難難いいいい。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

80 〔 Ⅴ 文化芸術の振興・文化財の保存継承 ～市民音楽祭事業～ 〕 

 

整理番号 ６４ 事業名 市市市市市市市市民民民民民民民民音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽祭祭祭祭祭祭祭祭事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 市民の音楽団体 

対象人数・対象数 ５３団体 

事業内容 合唱祭、邦楽祭、吹奏楽・器楽祭の３部門で開催。 

事業の目的・目標 
実行委員会形式で実施し、市内音楽活動団体の発表の場とするとともに、参加団体

同士の交流を図る。また、広く市民に音楽鑑賞の場の提供をする。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

６４９ 千円 

［内訳］ 
○需用費 241,477  ○委託料 31,500  ○使用料及び賃借料 376,500 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

参加団体数 団体数  ５３団体 

入場者数  １，９６２人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 
平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度でででで３４３４３４３４回回回回をををを数数数数ええええ、、、、市民市民市民市民のののの音楽音楽音楽音楽グループグループグループグループのののの発表発表発表発表のののの場場場場としてとしてとしてとして定着定着定着定着してしてしてして

いるいるいるいる事業事業事業事業であるであるであるである。。。。    

効率性 
出演団体出演団体出演団体出演団体がががが定期演奏会定期演奏会定期演奏会定期演奏会などのなどのなどのなどの発表発表発表発表のののの場場場場をををを持持持持っておりっておりっておりっており、、、、市市市市のののの音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭とそれぞれのとそれぞれのとそれぞれのとそれぞれの

団体団体団体団体のののの発表発表発表発表のののの場場場場とのとのとのとの連携等連携等連携等連携等がががが必要必要必要必要となるとなるとなるとなる。。。。    

総合評価 

出演団体出演団体出演団体出演団体やややや部門部門部門部門についてはについてはについてはについては、、、、横横横横ばいのばいのばいのばいの傾向傾向傾向傾向でありでありでありであり、、、、運営運営運営運営にあたりにあたりにあたりにあたり、、、、実行委員会実行委員会実行委員会実行委員会

をををを組織組織組織組織しているがしているがしているがしているが、、、、実際実際実際実際にはにはにはには市市市市がががが舞台舞台舞台舞台をををを用意用意用意用意してこれにしてこれにしてこれにしてこれに参加参加参加参加しているしているしているしている状況状況状況状況であであであであ

るるるる。。。。    

今後今後今後今後、、、、文化芸術文化芸術文化芸術文化芸術のののの中中中中のののの音楽音楽音楽音楽にににに関関関関するするするする支援支援支援支援のののの方策方策方策方策としてとしてとしてとして、、、、このこのこのこの発表発表発表発表のののの場場場場をををを行政行政行政行政でででで

提供提供提供提供するするするする現状現状現状現状のののの方法方法方法方法からからからから、、、、別別別別のののの支援方策支援方策支援方策支援方策へのへのへのへの転換転換転換転換をををを図図図図るるるる必要性必要性必要性必要性があるとがあるとがあるとがあると思思思思われわれわれわれ

るるるる。。。。ただしただしただしただし、、、、参加団体参加団体参加団体参加団体のののの中中中中にはにはにはには、、、、音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭のほかにのほかにのほかにのほかに発表発表発表発表のののの場場場場がががが少少少少ないないないない団体団体団体団体もあるもあるもあるもある

ことからことからことからことから、、、、そのそのそのその支援方策支援方策支援方策支援方策についてはについてはについてはについては十分十分十分十分なななな検討検討検討検討をををを行行行行うううう必要性必要性必要性必要性があるがあるがあるがある。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

 〔 Ⅴ 文化芸術の振興・文化財の保存継承 ～文化財調査・保存事業～ 〕 81 

 

整理番号 ６５ 事業名 文文文文文文文文化化化化化化化化財財財財財財財財調調調調調調調調査査査査査査査査・・・・・・・・保保保保保保保保存存存存存存存存事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 市内の文化財 

対象人数・対象数 指定・登録文化財は８６件 

事業内容 

上尾市文化財保護条例に基づき、指定・登録文化財の維持管理や修理のための補助

金・交付金の交付等や文化財の基礎調査（石造物調査）を実施する。このほか文化

財の周知のため説明板や標柱の設置管理を行う。 

事業の目的・目標 

藤波のささら獅子舞の用具修理の補助、指定文化財であるもくこく・文化財収蔵庫

の消毒、説明板の修理、市内３か所の石造物調査、無形民俗文化財保持団体に対す

る維持交付金の交付などを実施した。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

２，１２３ 千円 

［内訳］○報償費 200,000  ○旅費  39,520  ○需用費 1,147,957 
○役務費 117,110  ○委託料 159,600  ○備品購入費 154,875 
○負担金、補助金及び交付金   304,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

石造物調査箇所 調査箇所   ３箇所 

調査した石造物の数   １７ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

文化財文化財文化財文化財のののの修理修理修理修理のためののためののためののための補助金補助金補助金補助金、、、、消毒消毒消毒消毒やややや維持交付金維持交付金維持交付金維持交付金のののの交付交付交付交付についてはについてはについてはについては、、、、文化財文化財文化財文化財のののの

維持管理維持管理維持管理維持管理のためにのためにのためにのために必要必要必要必要なななな支出支出支出支出であるであるであるである。。。。説明説明説明説明板板板板についてはについてはについてはについては、、、、市民市民市民市民にににに文化財文化財文化財文化財のののの内容内容内容内容

についてについてについてについて知知知知っていただくためっていただくためっていただくためっていただくため、、、、文化財文化財文化財文化財のののの所在地所在地所在地所在地にににに設置設置設置設置しているものでありしているものでありしているものでありしているものであり、、、、文文文文

化財化財化財化財のののの啓発啓発啓発啓発のためにのためにのためにのために必要必要必要必要であるであるであるである。。。。石造物調査事業石造物調査事業石造物調査事業石造物調査事業についてはについてはについてはについては、、、、文化財文化財文化財文化財のののの指定登指定登指定登指定登

録録録録のためのためのためのため、、、、悉皆的悉皆的悉皆的悉皆的なななな調調調調査査査査がががが必要必要必要必要でありでありでありであり、、、、これにあたるこれにあたるこれにあたるこれにあたる事業事業事業事業となっているとなっているとなっているとなっている。。。。    

効率性 

上尾市上尾市上尾市上尾市のののの指定指定指定指定・・・・登録文化財登録文化財登録文化財登録文化財のののの指定指定指定指定・・・・登録登録登録登録とそのとそのとそのとその後後後後のののの保護保護保護保護にににに関関関関するするするする事業事業事業事業であるであるであるである。。。。

無形民俗文化財記録保存事業無形民俗文化財記録保存事業無形民俗文化財記録保存事業無形民俗文化財記録保存事業やややや歴史資料調査事業歴史資料調査事業歴史資料調査事業歴史資料調査事業のののの一部一部一部一部とととと目的目的目的目的がががが重複重複重複重複するがするがするがするが、、、、

これらをこれらをこれらをこれらを除除除除いたいたいたいた部分部分部分部分のののの事業事業事業事業となっているとなっているとなっているとなっている。。。。維持交付金維持交付金維持交付金維持交付金についてはについてはについてはについては、、、、これまですこれまですこれまですこれまです

べてのべてのべてのべての文化財文化財文化財文化財にににに関関関関してしてしてして交付交付交付交付していたものをしていたものをしていたものをしていたものを、、、、運営費運営費運営費運営費がががが必要必要必要必要なななな無形民俗文化財無形民俗文化財無形民俗文化財無形民俗文化財にににに

のみのみのみのみ交付交付交付交付するというようにするというようにするというようにするというように効率化効率化効率化効率化しているしているしているしている。。。。    

総合評価 
指定指定指定指定・・・・登録文化財登録文化財登録文化財登録文化財のののの維持管理維持管理維持管理維持管理、、、、文化財指定文化財指定文化財指定文化財指定・・・・登録登録登録登録のためののためののためののための基礎調査事業基礎調査事業基礎調査事業基礎調査事業でありでありでありであり、、、、

文化財保護事業文化財保護事業文化財保護事業文化財保護事業のののの根幹根幹根幹根幹をををを成成成成すすすす事業事業事業事業としてとしてとしてとして重要重要重要重要であるであるであるである。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

82 〔 Ⅴ 文化芸術の振興・文化財の保存継承 ～埋蔵文化財調査事業～ 〕 

 

整理番号 ６６ 事業名 埋埋埋埋埋埋埋埋蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵文文文文文文文文化化化化化化化化財財財財財財財財調調調調調調調調査査査査査査査査事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 埋蔵文化財 

対象人数・対象数 ６５件 

事業内容 

土木工事等が埋蔵文化財包蔵地において実施される場合、埋蔵文化財の有無の確

認、範囲・性格・内容などを掌握するために試掘調査を実施する。また、事業者負

担以外の埋蔵文化財の発掘調査と出土品(遺物)整理を行い、その報告書の刊行を行

う。 

事業の目的・目標 

埋蔵文化財包蔵地で行われる土木工事等の前に、当該工事で影響を受ける埋蔵文化

財の状況を調査する試掘調査を６５件行い、記録すべき遺構・遺物が発見された場

合行う発掘調査を４件（うち２件は教育委員会、２件は遺跡調査会）実施した。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

４，８８２ 千円 

［内訳］ 
○賃金 1,217,390  ○需用費 336,272  ○委託料 499,800 
○使用料及び賃借料 2,828,700 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

試掘件数   ６４件 

非発掘率   ９４％ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

文化財保護法第文化財保護法第文化財保護法第文化財保護法第９３９３９３９３条条条条にににに基基基基づくづくづくづく事業事業事業事業でありでありでありであり、、、、市市市市としてとしてとしてとして行行行行わなければならないわなければならないわなければならないわなければならない事事事事

業業業業でありでありでありであり、、、、土木工事等土木工事等土木工事等土木工事等についてはについてはについてはについては土地所有者等土地所有者等土地所有者等土地所有者等のののの権利権利権利権利もかかわるためもかかわるためもかかわるためもかかわるため、、、、緊急性緊急性緊急性緊急性

がががが高高高高いいいい。。。。    

効率性 

費用対効果費用対効果費用対効果費用対効果についてはについてはについてはについては、、、、本来本来本来本来あるべきあるべきあるべきあるべき設備設備設備設備、、、、機材機材機材機材のののの利用利用利用利用をををを抑制抑制抑制抑制してしてしてして、、、、十分十分十分十分にににに精精精精

査査査査をををを行行行行いいいい最小限最小限最小限最小限のののの予算予算予算予算でででで実施実施実施実施しているしているしているしている。。。。またまたまたまた、、、、類似事業類似事業類似事業類似事業・・・・関連事業関連事業関連事業関連事業はなくはなくはなくはなく、、、、極極極極

めてめてめてめて効率的効率的効率的効率的にににに行行行行っているっているっているっている。。。。    

総合評価 

文化財保護法文化財保護法文化財保護法文化財保護法にににに基基基基づくづくづくづく事業事業事業事業でありでありでありであり、、、、必要性必要性必要性必要性、、、、妥当性妥当性妥当性妥当性はははは極極極極めてめてめてめて高高高高くくくく、、、、効率性効率性効率性効率性につにつにつにつ

いてもいてもいてもいても現状現状現状現状でででで十分効率的十分効率的十分効率的十分効率的にににに行行行行っているっているっているっている。。。。このこのこのこの事業事業事業事業にはにはにはには高高高高いいいい専門性専門性専門性専門性をををを持持持持ったったったった職員職員職員職員

はははは必要必要必要必要であるがであるがであるがであるが、、、、不足不足不足不足しているしているしているしている状況状況状況状況であるであるであるである。。。。    



〔 第３部 教育委員会の事務に係る点検評価結果 〕 

 〔 Ⅴ 文化芸術の振興・文化財の保存継承 ～無形民俗文化財記録保存事業～ 〕 83 

 

整理番号 ６７ 事業名 無無無無無無無無形形形形形形形形民民民民民民民民俗俗俗俗俗俗俗俗文文文文文文文文化化化化化化化化財財財財財財財財記記記記記記記記録録録録録録録録保保保保保保保保存存存存存存存存事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 藤波のささら獅子舞 

対象人数・対象数 １件 

事業内容 

無形民俗文化財は、その性質上伝承によって成り立っており、その公開も限られて

いる。失われやすい伝承の保存や公開手法の一つとして、藤波のささら獅子舞や須

田家の神楽道具を使用した神楽、竹細工職人等、民俗芸能や民俗技術の映像や文書

による記録作成事業を実施する。 

事業の目的・目標 藤波のささら獅子舞の全貌を記録することができた。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

４，１７２ 千円 

［内訳］ 
○旅費 1,690  ○需用費 630,000  ○委託料 3,540,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

作成した映像記録の数 映像記録数   １件 

作成した映像記録の記録時間  １５４時間 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

無形民俗文化財無形民俗文化財無形民俗文化財無形民俗文化財はははは、、、、内容内容内容内容のののの掌握掌握掌握掌握がががが年年年年にににに１１１１度度度度といったといったといったといった公開日公開日公開日公開日だけにだけにだけにだけに限限限限られるられるられるられる。。。。まままま

たたたた、、、、伝承者伝承者伝承者伝承者がががが行行行行うことによってそのうことによってそのうことによってそのうことによってその内容内容内容内容がががが成立成立成立成立することがあってすることがあってすることがあってすることがあって、、、、映像映像映像映像でででで記録記録記録記録

することはすることはすることはすることは、、、、伝承伝承伝承伝承やややや公開公開公開公開といったといったといったといった両方両方両方両方のののの意味意味意味意味でででで必要性必要性必要性必要性のののの高高高高いいいい事業事業事業事業であるであるであるである。。。。またまたまたまた、、、、

文化財文化財文化財文化財によってはによってはによってはによっては、、、、伝承伝承伝承伝承がががが途絶途絶途絶途絶えるといったこともえるといったこともえるといったこともえるといったことも考考考考えられるのでえられるのでえられるのでえられるので、、、、そのそのそのその記録記録記録記録

手法手法手法手法としてとしてとしてとして映像記録映像記録映像記録映像記録はははは効果効果効果効果もももも高高高高いいいい。。。。    

効率性 

目的目的目的目的をををを持持持持ったったったった事業事業事業事業でありでありでありであり、、、、他他他他にににに類似類似類似類似したしたしたした事業事業事業事業もないもないもないもない。。。。費用対効果費用対効果費用対効果費用対効果についてはについてはについてはについては、、、、

十分十分十分十分なななな事業精査事業精査事業精査事業精査をををを行行行行いいいい（（（（財財財財））））地域創造地域創造地域創造地域創造のののの助成制度助成制度助成制度助成制度をををを活用活用活用活用するなどするなどするなどするなど経費節減経費節減経費節減経費節減のののの努努努努

力力力力もしているもしているもしているもしている。。。。    

総合評価 

文化財保護文化財保護文化財保護文化財保護のののの基幹事業基幹事業基幹事業基幹事業のののの一一一一つでありつでありつでありつであり、、、、無形民俗文化財無形民俗文化財無形民俗文化財無形民俗文化財のののの保護保護保護保護のののの上上上上でででで重要重要重要重要のののの事業事業事業事業

であるであるであるである。。。。記録方法記録方法記録方法記録方法がががが、、、、フィルムフィルムフィルムフィルムからからからからビデオビデオビデオビデオにににに変変変変わったことによりわったことによりわったことによりわったことにより、、、、長時間長時間長時間長時間のののの記記記記

録録録録もももも可能可能可能可能になったことからになったことからになったことからになったことから、、、、よりよりよりより一層効果的一層効果的一層効果的一層効果的になっているになっているになっているになっている。。。。またまたまたまた、、、、助成制度助成制度助成制度助成制度をををを

活用活用活用活用しておりしておりしておりしており、、、、費用対費用対費用対費用対効果効果効果効果のののの点点点点からもからもからもからも効率性効率性効率性効率性がががが高高高高いいいい。。。。    
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整理番号 ６８ 事業名 文文文文文文文文化化化化化化化化財財財財財財財財保保保保保保保保護護護護護護護護啓啓啓啓啓啓啓啓発発発発発発発発事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 文化財保護啓発事業の参加者 

対象人数・対象数 １８４人 

事業内容 
市民に対して、日常的に文化財保護思想の啓発・普及を図って保護の関心と理解を

深めてもらい、市の文化の質的向上及び発展を目指す。 

事業の目的・目標 
文化財めぐりや郷土史講座をとおして、文化財について知ることにより、文化財保

護に関する理解を深める。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

３５ 千円 

［内訳］ 
 ○ 報償費 30,000  ○旅費 2,860  ○役務費 2,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

文化財保護啓発事業の延べ日数 文化財めぐり・郷土史講座の延べ日数   ７日 

文化財保護啓発事業の参加延べ人数 文化財めぐり・郷土史講座の参加延べ人数 １６０人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

文化財文化財文化財文化財やややや郷土郷土郷土郷土のののの歴史歴史歴史歴史やややや文化文化文化文化をををを素材素材素材素材としてとしてとしてとして文化財保護文化財保護文化財保護文化財保護のののの必要性必要性必要性必要性にににに理解理解理解理解をををを求求求求めるめるめるめる本本本本

事業事業事業事業についてはについてはについてはについては、、、、地域地域地域地域をををを知知知知りたいというりたいというりたいというりたいという動機動機動機動機でででで参加参加参加参加するするするする市民市民市民市民もももも多多多多くくくく、、、、常常常常にににに一定一定一定一定

のののの参加者参加者参加者参加者があるがあるがあるがある。。。。またまたまたまた、、、、文化財保護文化財保護文化財保護文化財保護のののの啓発啓発啓発啓発というだけでなくというだけでなくというだけでなくというだけでなく、、、、社会教育事業社会教育事業社会教育事業社会教育事業とととと

してもしてもしてもしても一定一定一定一定のののの市民市民市民市民ニーズニーズニーズニーズがあるがあるがあるがある必要性必要性必要性必要性がががが高高高高いいいい。。。。公民館事業公民館事業公民館事業公民館事業でででで実施実施実施実施されることもされることもされることもされることも

あるがあるがあるがあるが、、、、目的目的目的目的もももも異異異異なることからなることからなることからなることから補完補完補完補完することはすることはすることはすることは困難困難困難困難であるであるであるである。。。。    

効率性 

本事業本事業本事業本事業のののの１１１１人人人人あたりのあたりのあたりのあたりの費用費用費用費用はははは、、、、平均平均平均平均でででで１８５１８５１８５１８５円円円円でありでありでありであり、、、、費用費用費用費用のののの面面面面においてはにおいてはにおいてはにおいては大大大大

変効率的変効率的変効率的変効率的なななな事業事業事業事業となっているとなっているとなっているとなっている。。。。またまたまたまた、、、、公民館事業公民館事業公民館事業公民館事業とのとのとのとの連携連携連携連携することもすることもすることもすることも考考考考えられえられえられえられ

るがるがるがるが、、、、毎年必毎年必毎年必毎年必ずずずず実施実施実施実施されるというわけでもなくされるというわけでもなくされるというわけでもなくされるというわけでもなく、、、、さらにさらにさらにさらに文化財保護文化財保護文化財保護文化財保護のののの観点観点観点観点からからからから

のののの事業事業事業事業ということになるとということになるとということになるとということになると、、、、連携事業連携事業連携事業連携事業だけではだけではだけではだけでは十分十分十分十分とはいえないとはいえないとはいえないとはいえない。。。。    

総合評価 

本事業本事業本事業本事業のようなのようなのようなのような啓発事業啓発事業啓発事業啓発事業のののの場合場合場合場合、、、、回数回数回数回数やややや参加人参加人参加人参加人数数数数でのでのでのでの評価評価評価評価はははは難難難難しくしくしくしく、、、、内容内容内容内容やややや参参参参

加者加者加者加者のののの受受受受けけけけ止止止止めめめめ方方方方をををを評価評価評価評価のののの対象対象対象対象としていくことがとしていくことがとしていくことがとしていくことが必要必要必要必要であろうであろうであろうであろう。。。。こうしたこうしたこうしたこうした評価評価評価評価

のののの測定測定測定測定についてはについてはについてはについては、、、、実施後実施後実施後実施後ののののアンケートアンケートアンケートアンケートなどがなどがなどがなどが考考考考えられるがえられるがえられるがえられるが、、、、事業規模事業規模事業規模事業規模がががが小小小小ささささ

いことからいことからいことからいことから、、、、担当者担当者担当者担当者によるによるによるによる評価評価評価評価のののの方方方方がががが精度精度精度精度がががが高高高高いといといといと考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。こうしたことこうしたことこうしたことこうしたこと

やややや必要性必要性必要性必要性・・・・妥当性妥当性妥当性妥当性、、、、効率性効率性効率性効率性もももも高高高高いことからいことからいことからいことから、、、、継続継続継続継続してしてしてして実施実施実施実施していくしていくしていくしていく。。。。    
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整理番号 ６９ 事業名 歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史資資資資資資資資料料料料料料料料調調調調調調調調査査査査査査査査事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 生涯学習課 

●事業の概要 

対象者・対象物 歴史的価値のある公文書、諸家文書。 

対象人数・対象数 ２，５７８点（文書目録） 

事業内容 

市史刊行事業の中で、上尾市に所在する歴史資料（古文書や旧役場文書・公文書等）

の調査・収集を実施してきた。これらの資料を文書目録などの報告書の刊行や資料

公開を目的として、整理・保存を行う。現在のマイクロ撮影必要コマ数（旧大谷農

協文書）は３０万コマあり、１９年度は、平方石倉家文書と合わせて２６，８２７

コマ撮影を行った。 

事業の目的・目標 

歴史的価値のある公文書を収集し、市史編さん事業で収集した諸家文書の中でマイ

クロフィルム化していないものについて撮影、旧役場文書のうち、上尾町・平方町・

大谷村のものについて文書目録を発行。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

４，２２１ 千円 

［内訳］○報償費 1,485,500  ○旅費 2,300  ○需用費 627,372 
○役務費  31,350  ○委託料  1,943,616   
○備品購入費 117,600  ○負担金、補助金及び交付金 13,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

文書目録の発行数 発行された文書目録の数   １ 

文書目録に掲載された文書数 発行される文書目録の掲載文書数 ２，５７８ 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

市史編市史編市史編市史編さんさんさんさん事業事業事業事業はははは、、、、市史刊行市史刊行市史刊行市史刊行だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、収集収集収集収集したしたしたした史料史料史料史料についてについてについてについて、、、、これをこれをこれをこれを活用活用活用活用

できるようにできるようにできるようにできるように整理保存整理保存整理保存整理保存しししし、、、、文書目録文書目録文書目録文書目録をををを作成作成作成作成することがすることがすることがすることが基本基本基本基本となるとなるとなるとなる。。。。このためこのためこのためこのためママママ

イクロフィルムイクロフィルムイクロフィルムイクロフィルム化化化化やややや目録化目録化目録化目録化はははは必要性必要性必要性必要性がががが高高高高いいいい。。。。一方一方一方一方でででで、、、、歴史的価値歴史的価値歴史的価値歴史的価値のあるのあるのあるのある公文書公文書公文書公文書

のののの収集収集収集収集についてはについてはについてはについては、、、、行政文書行政文書行政文書行政文書としてはとしてはとしてはとしては不要不要不要不要になってもになってもになってもになっても、、、、修史事業修史事業修史事業修史事業のののの中中中中ではではではでは必要必要必要必要

なななな史料史料史料史料となるものについてとなるものについてとなるものについてとなるものについて、、、、自治体自治体自治体自治体のののの責任責任責任責任としてとしてとしてとして実施実施実施実施するものでありするものでありするものでありするものであり、、、、道義的道義的道義的道義的

にににに必要性必要性必要性必要性のののの高高高高いいいい事業事業事業事業であるであるであるである。。。。    

効率性 
歴史資料調査事業歴史資料調査事業歴史資料調査事業歴史資料調査事業でででで収集整理保存収集整理保存収集整理保存収集整理保存されているされているされているされている史料史料史料史料はははは、、、、そのままそのままそのままそのまま文化財文化財文化財文化財のののの有形文有形文有形文有形文

化財化財化財化財のうちのうちのうちのうち歴史資料歴史資料歴史資料歴史資料でもありでもありでもありでもあり、、、、大変効率的大変効率的大変効率的大変効率的なななな事事事事業業業業のののの位置位置位置位置づけとなっているづけとなっているづけとなっているづけとなっている。。。。    

総合評価 

市史編市史編市史編市史編さんさんさんさん事業事業事業事業でででで実施実施実施実施のできなかったのできなかったのできなかったのできなかった目録目録目録目録のののの刊行刊行刊行刊行ややややマイクロフィルムマイクロフィルムマイクロフィルムマイクロフィルム撮影撮影撮影撮影をををを実実実実

施施施施しておりしておりしておりしており、、、、収集収集収集収集したしたしたした史料史料史料史料のののの保存活用保存活用保存活用保存活用やそのやそのやそのやその全貌全貌全貌全貌のののの確認確認確認確認のためにものためにものためにものためにも重要重要重要重要なななな事業事業事業事業

であるであるであるである。。。。今後今後今後今後もももも着実着実着実着実にににに進進進進めていくめていくめていくめていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    
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ⅥⅥⅥⅥ    スポーツスポーツスポーツスポーツ・・・・レクリエーションレクリエーションレクリエーションレクリエーションのののの推進推進推進推進 

１ 現況と課題 

高齢化や高度情報化、生活水準の向上、労働時間の短縮及びライフスタイルの変化などにより自由

時間が増大していく中、市民の健康・体力づくりに対する関心やスポーツ・レクリエーションへの欲

求はますます多様化、高度化してきています。 

国、県のスポーツ振興計画やスポーツ都市宣言の趣旨を踏まえ、平成１８年度からスポーツ・レク

リエーション活動の拠点として新たにスポーツ振興センターを設立し、市民の継続的な生涯スポーツ

活動の受け皿となる団体の育成や指導者・リーダーの養成することをすすめております。 

また、本市は、市民一人一人がスポーツに親しみ、スポーツを通じて心と体をたくましく鍛え、市

民相互の交流と連帯を育み、創造的で人間性あふれる上尾市を築くことをねらいとして、昭和 51 年

に「スポーツ都市宣言」を行い、スポーツ・レクリエーション施設として、上尾市民体育館をはじめ、

各地区公民館体育室、平方スポーツ広場、上平公園の上尾市民球場及びテニスコートなどの整備を進

めるとともに、学校開放施設の活用を図ってきました。 

しかし、増え続けるスポーツ人口に対応した施設は十分とは言えない状況であり、ニュースポーツ、

軽スポーツ及びレクリエーションなどができる新たなスポーツ・レクリエーションパークや体育館の

整備の検討が必要となっております。    

２ 平成１９年度に実施した主な事業 

 ① スポーツ・レクリエーション活動  

（７０） スポーツ大会等開催事業 

 ② 市民スポーツ施設  

（７１） 市民体育館管理運営事業 （７２） 学校施設開放事業
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整理番号 ７０ 事業名 ススススススススポポポポポポポポーーーーーーーーツツツツツツツツ大大大大大大大大会会会会会会会会等等等等等等等等開開開開開開開開催催催催催催催催事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 スポーツ振興センター 

●事業の概要 

対象者・対象物 市民全体。上尾シティマラソンについては、全国のマラソン愛好者。 

対象人数・対象数 

いきいきライフ大運動会 １，０００人 

市民体育祭 １０，０００人 

上尾シティマラソン ８，０００人 

市民駅伝競走大会 ３，０００人 

事業内容 

市民への生涯スポーツ・レクリエーションの普及、振興を図るため、上尾シティマ

ラソンをはじめ、各種大会及び講座、教室、講演会等の多くの事業メニューを提供

する。 

事業の目的・目標 

大会を開催することにより生涯スポーツ・レクリエーションの普及、振興を図る。

またスポーツ・レクリエーションを通じ、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな

市民生活の形成に寄与する。埼玉県で開催される平成２０年度全国高等学校総合体

育大会のうち、上尾市では新体操と柔道競技が開催される。その大会運営の準備、

ＰＲを推進する。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

３２，５８６ 千円 

［内訳］○報酬 3,640,000  ○報償費 1,001,598  ○需用費  817,685 
○役務費 223,789  ○委託料 488,250  ○使用料及び賃借料 115,000 
○負担金、補助金及び交付金 26,300,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

開催事業数   ２９事業 

上尾シティマラソン参加申込者数 参加者数 ６，８９０人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

スポーツスポーツスポーツスポーツ振興法第振興法第振興法第振興法第７７７７条条条条においてにおいてにおいてにおいて「「「「地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体はははは、、、、ひろくひろくひろくひろく住民住民住民住民がががが自主的自主的自主的自主的かつかつかつかつ積極積極積極積極

的的的的にににに参加参加参加参加できるようなできるようなできるようなできるような運動会運動会運動会運動会、、、、競技会競技会競技会競技会、、、、運動能力運動能力運動能力運動能力テストテストテストテスト、、、、スポーツスポーツスポーツスポーツ教室等教室等教室等教室等ののののスポスポスポスポ

ーツーツーツーツ行事行事行事行事をををを実施実施実施実施するようするようするようするよう努努努努めなければならないめなければならないめなければならないめなければならない」」」」とととと定定定定められておりめられておりめられておりめられており必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    

効率性 

市民体育祭市民体育祭市民体育祭市民体育祭やややや上尾上尾上尾上尾シティマラソンシティマラソンシティマラソンシティマラソンなどなどなどなどスポーツスポーツスポーツスポーツ大会大会大会大会についてはについてはについてはについては、、、、企画企画企画企画・・・・運営運営運営運営はははは職職職職

員員員員がががが行行行行っているがっているがっているがっているが、、、、事前準備事前準備事前準備事前準備・・・・大会当日大会当日大会当日大会当日のののの進行進行進行進行などはなどはなどはなどは体育指導委員体育指導委員体育指導委員体育指導委員やややや体育協会体育協会体育協会体育協会のののの

他他他他、、、、様様様様々々々々ななななボランティアボランティアボランティアボランティアをををを活用活用活用活用しているしているしているしている。。。。行政行政行政行政とととと市民市民市民市民とのとのとのとの協働協働協働協働でのでのでのでの事業推進事業推進事業推進事業推進をををを進進進進

めめめめ効率的効率的効率的効率的にににに実施実施実施実施しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

少子高齢社会少子高齢社会少子高齢社会少子高齢社会をををを迎迎迎迎ええええ、、、、市民市民市民市民のののの生涯生涯生涯生涯スポーツスポーツスポーツスポーツ・・・・レクリエーションレクリエーションレクリエーションレクリエーション等等等等、、、、健康増進健康増進健康増進健康増進へのへのへのへの

ニーズニーズニーズニーズはははは多種多様化多種多様化多種多様化多種多様化しているしているしているしている。。。。今後今後今後今後もそれらにもそれらにもそれらにもそれらに応応応応えるためにもえるためにもえるためにもえるためにも、、、、様様様様々々々々ななななスポースポースポースポー

ツツツツ・・・・レクリエーションレクリエーションレクリエーションレクリエーション教室教室教室教室やややや指導員指導員指導員指導員のののの養成養成養成養成などがなどがなどがなどが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。    
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整理番号 ７１ 事業名 市市市市市市市市民民民民民民民民体体体体体体体体育育育育育育育育館館館館館館館館管管管管管管管管理理理理理理理理運運運運運運運運営営営営営営営営事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 スポーツ振興センター 

●事業の概要 

対象者・対象物 上尾市民 

対象人数・対象数 ２２万５千人 

事業内容 
利用者が安全に快適な利用ができるよう施設の整備及び管理運営の充実を図る。ま

た、施設の老朽化に伴う改修、設備、備品の交換・修繕を行う。 

事業の目的・目標 施設の利用者数を増やす 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

４２，１７２ 千円 

［内訳］○賃金 1,243,200  ○需用費 16,866,510  ○役務費 346,207 
○委託料 22,144,150  ○使用料及び賃借料 1,431,093   
○原材料費  130,946  ○負担金、補助金及び交付金 10,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

利用可能日数  ３４５日 

年間利用料金 施設使用料収入 １８，１１３千円 

年間利用者数  ２０７，０００人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

建設後建設後建設後建設後２８２８２８２８年経過年経過年経過年経過しししし、、、、施設施設施設施設････設備設備設備設備のののの老朽化老朽化老朽化老朽化がががが進進進進んでいるもののんでいるもののんでいるもののんでいるものの、、、、年間延年間延年間延年間延べべべべ２０２０２０２０万万万万

人以上人以上人以上人以上のののの市民市民市民市民にににに利用利用利用利用されてされてされてされておりおりおりおり、、、、市民市民市民市民スポーツスポーツスポーツスポーツのののの振興振興振興振興にににに寄与寄与寄与寄与しているしているしているしている。。。。今後今後今後今後もももも

生涯生涯生涯生涯スポーツスポーツスポーツスポーツ・・・・レクリエーションレクリエーションレクリエーションレクリエーションのののの需要増大需要増大需要増大需要増大がががが見込見込見込見込まれるまれるまれるまれるところでありところでありところでありところであり、、、、市民市民市民市民

体育館体育館体育館体育館にににに対対対対するするするする利用者利用者利用者利用者ニーズニーズニーズニーズはははは益益益益々々々々高高高高まるものとまるものとまるものとまるものと思思思思われるわれるわれるわれる。。。。    

効率性 
平成平成平成平成１８１８１８１８年年年年４４４４月月月月からからからから、、、、利用時間利用時間利用時間利用時間やややや使用料使用料使用料使用料のののの額及額及額及額及びびびび区分区分区分区分をををを改正改正改正改正するなどするなどするなどするなど、、、、市民体市民体市民体市民体

育館育館育館育館のののの利用促進利用促進利用促進利用促進をををを図図図図りりりり、、、、市民本位市民本位市民本位市民本位のののの運営運営運営運営をををを心心心心がけているがけているがけているがけている。。。。    

総合評価 

利用者利用者利用者利用者のののの増加増加増加増加とともにとともにとともにとともに施設施設施設施設のののの拡充拡充拡充拡充がががが求求求求められているめられているめられているめられている一方一方一方一方でででで、、、、施設施設施設施設のののの老朽化老朽化老朽化老朽化もももも進進進進

んでおりんでおりんでおりんでおり、、、、維持管理維持管理維持管理維持管理にににに掛掛掛掛かるかるかるかる経費経費経費経費のののの増加増加増加増加はははは避避避避けられないけられないけられないけられない状況状況状況状況でありでありでありであり、、、、適切適切適切適切なななな管管管管

理体制理体制理体制理体制をををを整整整整えるえるえるえる必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。またまたまたまた、、、、施設施設施設施設のののの老朽化老朽化老朽化老朽化によりによりによりにより利用利用利用利用上上上上のののの安全確保安全確保安全確保安全確保にににに支支支支

障障障障がががが生生生生じてきているじてきているじてきているじてきていることからことからことからことから、、、、対策対策対策対策をををを講講講講じるじるじるじる必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    
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整理番号 ７２ 事業名 学学学学学学学学校校校校校校校校施施施施施施施施設設設設設設設設開開開開開開開開放放放放放放放放事事事事事事事事業業業業業業業業         担当 スポーツ振興センター 

●事業の概要 

対象者・対象物 市内在住・在勤・在学の人 

対象人数・対象数 

＜平成１９年度実績＞ 

校庭（小学校２２校・中学校１１校）   ２１６，６０４人 

体育館（小学校２２校・中学校１１校）  １５６，１６０人 

夜間照明付き校庭開放（富士見小・東小）   ２，６２８人 

              総 計   ３７５，３９２人 

事業内容 
学校施設（体育館、校庭）の開放のために、修繕、備品の交換、補充や固定テント

等の設置等を行う。 

事業の目的・目標 
学校開放施設（校庭・体育館）の利用にあたり、随時、施設・備品等の修繕を行い、

利用者の安全を確保する。 

●平成１９年度事業費決算額（人件費除く） 

平成１９年度 

５，０５５ 千円 

［内訳］ 
○報償費  96,000  ○需用費 2,476,663  ○役務費 84,100 
○委託料 748,185  ○負担金、補助金及び交付金  1,650,000 

●評価指標 

指標名 指標の説明（算出式） 平成１９年度 

学校開放登録団体数  ５１９団体 

学校開放施設利用者数 年間利用者数の促進 ３７０，０００人 

◎教育委員会の評価の結果 

必要性 

生涯生涯生涯生涯スポーツスポーツスポーツスポーツ・・・・レクリエーションレクリエーションレクリエーションレクリエーションのののの需要増大需要増大需要増大需要増大がががが見込見込見込見込まれるまれるまれるまれる中中中中、、、、年間延年間延年間延年間延べべべべ３７３７３７３７万万万万

人以上人以上人以上人以上のののの利用利用利用利用がありがありがありがあり、、、、教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会がががが管理管理管理管理するするするする施設施設施設施設をををを有効的有効的有効的有効的にににに活用活用活用活用していくしていくしていくしていく必要必要必要必要

があるがあるがあるがある。。。。    

効率性 

社会体育施設社会体育施設社会体育施設社会体育施設にににに補修補修補修補修・・・・修繕等修繕等修繕等修繕等のののの必要性必要性必要性必要性がががが生生生生じたじたじたじた場場場場合合合合はははは、、、、学校学校学校学校又又又又はははは学校施設開放学校施設開放学校施設開放学校施設開放

運営委員会運営委員会運営委員会運営委員会からからからからスポーツスポーツスポーツスポーツ振興振興振興振興センターセンターセンターセンターへへへへ連絡連絡連絡連絡するするするする体制体制体制体制をををを整整整整ええええ、、、、各学校各学校各学校各学校とのとのとのとの連携連携連携連携

のもとのもとのもとのもと、、、、効率的効率的効率的効率的にににに事業事業事業事業をををを実施実施実施実施しているしているしているしている。。。。    

総合評価 

既存既存既存既存のののの施設施設施設施設をををを活用活用活用活用しながらしながらしながらしながら、、、、生涯生涯生涯生涯スポスポスポスポーツーツーツーツのののの振興振興振興振興をををを図図図図っていくことはっていくことはっていくことはっていくことは、、、、財政的財政的財政的財政的

なななな見地見地見地見地からしてもからしてもからしてもからしても効率的効果的効率的効果的効率的効果的効率的効果的でありでありでありであり、、、、有効有効有効有効なななな手段手段手段手段であるであるであるである。。。。学校学校学校学校におけるにおけるにおけるにおける教育教育教育教育

活動活動活動活動とととと生涯生涯生涯生涯スポーツスポーツスポーツスポーツのののの両者両者両者両者のののの充実充実充実充実をををを図図図図るべくるべくるべくるべく、、、、学校学校学校学校とのとのとのとの連携体制連携体制連携体制連携体制のののの強化強化強化強化をををを図図図図っっっっ

ていくていくていくていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    
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上尾市教育委員会が実施した点検評価結果について、客観性を確保する観点から、教育に関し学

識経験を有する方に報告するとともに、資料を提供し、次のとおり、ご意見ご助言をいただきました。        

１１１１１１１１        上上上上上上上上尾尾尾尾尾尾尾尾市市市市市市市市教教教教教教教教育育育育育育育育委委委委委委委委員員員員員員員員会会会会会会会会のののののののの点点点点点点点点検検検検検検検検評評評評評評評評価価価価価価価価制制制制制制制制度度度度度度度度にににににににに対対対対対対対対すすすすすすすするるるるるるるる意意意意意意意意見見見見見見見見        

◆上尾市行財政３ヵ年実施計画に基づき、７２事業という広範な事業を網羅している。市民への説

明責任を果たすという趣旨から妥当な選択であると考えられる。ただし、説明のわかりやすさという

点からは、さらに主要な事業を抽出整理して点検評価を行う方法もあると考えられる。 

◆全ての事業についての評価指標の設定は難しい面もあると感じる。教育に関する事業は、必ずし

も数字として評価できない部分もあり、参考数値としてみるべき部分も多い。ただし、目標数値の

はっきりしている事業については、目標値と実績値を比較しやすいように記載すべきである。また、

事業によっては、前年度数値との比較があった方が良いと思われる。 

◆各事業について、きめ細かく丁寧に点検評価しているとの印象を受ける。この点検評価制度は始

まったばかりであり、また、その報告書の様式も、各教育委員会に委ねられているものである。した

がって、今後、市民の意見を参考にしつつ、よりわかりやすい様式に整えられていくことが課題であ

る。 

◆外部評価の実施にあたっては、外部評価委員会を設置し、実際に業務に携わっている職員の現

場の声を聞き、様々な意見交換を行う場を設けるなど、更なる効率的効果的な事業展開に役立

てるために、工夫する余地ある。 

 

２２２２２２２２        総総総総総総総総括括括括括括括括的的的的的的的的意意意意意意意意見見見見見見見見 

◆各学年１クラスの小学校が２校あるが、このような小規模学校には、児童の社会性の発達などに

マイナス面があることはいろいろと指摘されている。これらの学校について通学区指定を緩めると

か、魅力ある教育活動を計画的に育てるなどの手段を使って、児童生徒数の調整を図ることを検

討する必要がある。 

◆教員のスムーズな世代交代の進行を意識した、市独自の人材養成のプログラムの構築が必要で

ある。 

 

３３３３３３３３        各各各各各各各各事事事事事事事事業業業業業業業業にににににににに対対対対対対対対すすすすすすすするるるるるるるる意意意意意意意意見見見見見見見見 

【Ⅰ 教育環境の整備・充実】 

 （整理番号１ ３０人程度学級「あげおっ子アッピープラン」事業：１０㌻） 

◆３０人程度学級「あげおっ子アッピープラン」の必要性・効率性については高く評価できる。ただし、

対象となる学年が限定されているため、次の学年で急激に人数が増えて戸惑うケースもあると聞

いている。学校施設との関係もあるが、対象となっている学年以外についても、この取組みを広げ

るとともに、教師の加配等による TT（少人数指導：Team Teaching）を拡充するなど、さらなる効果的な

授業展開が期待される。 

◆小学校低学年の小規模クラスが学習指導に大きな効果をもたらすことは、国際的にも多くの研究

報告があり、今後とも継続することが妥当であると考える。ただし、少人数クラス編成による高い学

習効果をあげる指導方法について、小学校の先生方の経験交流などを通じて、より効果的な工

夫などを広く共有する機会を設けることも考えられる。 
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（整理番号４ 小学校理科支援員配置事業：１３㌻） 

◆理科教育の重要性については繰り返し指摘されているところであり、必要性は大きいと考える。し

かしながら、現職の小学校教員の能力開発につながるような利用法も考えられる。さらに今後は、

教員には、英語教育の能力開発も求められる。 

（整理番号５ 小学校校舎大規模改造（耐震補強）事業：１４㌻）  
（整理番号６ 中学校校舎大規模改造（耐震補強）事業：１５㌻） 

◆学校は災害時の市民の避難場所にもなるので、計画どおり確実に進め、保護者のみならず市民

にも広く進捗状況を逐次知らせる必要があると考える。 

（整理番号８ 小学校図書整備事業：１７㌻） 
（整理番号１１ 中学校図書整備事業：２０㌻） 
（整理番号１３ 学校図書館支援員派遣事業：２２㌻） 

◆子どもたちの読書離れは、ＰＩＳＡ調査（※１）での「読解力｣の低下と読解力成績の下位層の増加傾

向などの結果とも密接な関係があると考えられる。ともかく本に親しませることを第一義的な目標と

した教育活動として効果が期待される。 

（※１）ＰＩＳＡ調査（Programme for International Student Asessment）の概要 

＊参加国が共同して国際的に開発した１５歳児を対象とする学習到達度問題を実施。 

＊平成１２年に最初の本調査を行い、以後３年ごとのサイクルで実施。平成１８年調査は第３サイクルとして行われた

調査。 

＊読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシーの３分野について調査。 

＊各調査サイクルでは調査時間の３分の２を費やす中心分野を重点的に調べ、他の２つの分野については概括的

な状況を調べる。平成１２年調査では読解力、平成１５年調査では数学的リテラシー、平成１８年調査では科学的

リテラシーが中心分野。 

＊平成１８年年調査には、５７か国・地域（ＯＥＣＤ加盟３０か国、非加盟２７か国・地域）から約４０万人の 

１５歳児が参加。なお、平成１２年調査には３２か国（OECD 加盟２８か国、非加盟４か国）が、平成１５年調査には 

４１か国・地域（ＯＥＣＤ加盟３０か国、非加盟１１か国・地域）が参加。 

［出典：文部科学省 「OECD 生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）２００６年調査国際結果の要約」］ 
ＵＲＬ：http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/sonota/071205/001.pdf 

 
ＯＥＣＤＯＥＣＤＯＥＣＤＯＥＣＤ…「Organisation for Economic Co-operation and Development：経済協力開発機構」の略。 

先進国間の自由な意見交換・情報交換を通じて、1)経済成長、2)貿易自由化、3)途上国支援に貢献す

ることを目的とする。加盟国は３０か国。 

［出典：経済産業省 対外経済政策総合サイト］ 

ＵＲＬ：http://www.meti.go.jp/policy/trade_policy/oecd/html/index.html 

 

（整理番号１７ 不登校児童生徒の学校適応指導事業：２６㌻） 

◆不登校の児童生徒を学校に戻すことが、必ずしも「正しい」目的でないとしても、これらの児童生徒

の社会性の発達が阻害されていることは想像される。「学校適応」を主目的としてながらも、不登

校児童生徒の社会性を養成するための柔軟な指導体制が求められる。 

 

【Ⅱ 魅力ある教育内容の充実】 

（整理番号３４ 日本語指導職員派遣事業：４５㌻） 

◆「外国人児童生徒」という捉え方が適当かどうか。日本国籍でありながら日本語を「第二言語」と

する児童生徒もいると考えられる。また、言語学的には「母国語」という用語は使わず「母語」がよ

り適切である。「日本語を第二言語とする児童生徒」の表現を今後は使用するようにしてはどうか。

そのうえで、受益率が５割程度という現状は、当該児童を特定の小学校に集めるなどの方法によ

り改善するなど、別の方法を考える余地がある。 
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（整理番号３５ 小中学校ＡＬＴ配置事業：４６㌻） 

◆ＡＬＴ（外国語指導助手：Assistant Language Teacher）との触れ合いによって、学んだ語学力を活かし、

発揮する機会を設ける必要があると考えられる。 

◆ＪＥＴプログラム（※２）のＡＬＴについては、課題も指摘されており、他の人材確保の方途を考えること

は適当と考えられる。ただ、より適切な人材を確保するうえで、教員の英語教育指導力の向上な

どとも結び付けて英語圏の特定の教育関係機関などと結びつきを作るなどの人材確保の方法も

検討する余地がある。 

 

（※２）ＪＥＴプログラムの概要 

「語学指導等を行う外国青年招致事業」（The Japan Exchange and Teaching Programme）の略称で、地方公共団体

が総務省、外務省、文部科学省及び財団法人自治体国際化協会（CLAIR）の協力の下に実施するもの。このプログ

ラムは、外国語教育の充実と地域レベルの国際交流の進展を図ることを通し、わが国と諸外国との相互理解の増進

とわが国の地域の国際化の推進に資することを目的として、昭和６２年度に開始された。参加者の職種は、小学校・

中学校や高等学校で語学指導に従事する外国語指導助手（ALT）、地域において国際交流活動に従事する国際交

流員（CIR）及び地域においてスポーツを通じた国際交流活動に従事するスポーツ国際交流員（SEA）がある。 

［出典：財団法人自治体国際化協会 ＵＲＬ：http://www.jetprogramme.org/j/introduction/index.html］ 

 
（整理番号３７ 中学生海外派遣研修事業：４８㌻） 

◆ＡＬＴ配置と関連させ、英語圏の教育関係機関などとの連携は考えられないか。市独自の関係づ

くりが難しいようであれば、近隣の市町村との連携も検討する必要がある。 

（整理番号４０ 小学校給食室管理運営事業：５１㌻） 

◆老朽化が進んでいる備品について、優先順位をつけるなど、計画的な更新が急がれている。 

（整理番号４５ 中学生社会体験チャレンジ事業：５６㌻） 

◆一定の経済産業規模をもつ上尾市にとって、各種の事業所の協力を得たこのような事業は有意

義である。事業所が過重負担を感じない範囲で効率的にかつ生徒たちの意識改革につながる内

容となるように実施していく必要があると考える。 

（整理番号４６ 中学生進路意識啓発事業：５７㌻） 

◆地域の身近な人材を利用しての講演は、それなりの意義があるものと考える。しかし、上記のチャ

レンジ事業など、他の啓発事業と統一的な企画を検討する必要もある。たとえば、市内の事業所

が協力して一斉に中学校を訪問して、企業活動と仕事の紹介をする機会をつくり、その後に、希

望に応じて職場体験をすることなどが考えられる。 

（整理番号４８ 学力向上支援事業：５９㌻） 

◆文部科学省による学力調査も２年目となるが、これに加えての市独自の学力調査が児童生徒に

とって負担にならないように配慮しなければならない。そして、学力調査結果を学習指導、特に学

習につまづきのある子どもへの指導に利用することを考えるとともに、テスト結果の利用方法などに

ついて教師間の情報交換を行う機会を設けるなど、より積極的な利用を検討する必要がある。 
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【Ⅲ 生涯学習の推進】 

（整理番号５３ 公民館講座事業：６６㌻） 

◆多岐にわたる事業が広く提供され、市民の積極的な参加、利用状況がうかがわれる。今後は、上

尾市の年齢構成からして、急速に高齢者人口が増えていくことが確実であり、これに対応した開設

講座の開発が求められている。 

（整理番号５５ 図書館運営事業：６８㌻） 
（整理番号５７ 図書館分館等運営事業：７０㌻） 

◆情報伝達手段の多様化が進み、「活字離れ」、「読書離れ」が懸念されているが、生涯学習時代

を迎え、様々な情報を発信し文化を創出する等、図書館は、今後も引き続き重要な役割を担っ

ていかなければならない。多くの市民が本と触れ合う機会を設けるとともに、開館時間の拡大を図

るなど市民が利用しやすい図書館となるよう、更なる事業展開を期待する。 

 

【Ⅳ 人権教育の推進】 

◆外国人差別、児童虐待や高齢者虐待などのほか、携帯メールや学校裏サイトによるいじめ、イン

ターネット上における差別書き込みなど、新たな人権侵害が問題化しつつある。家族の内部にま

で届くような啓発が必要であり、活動内容や方法についても、一層の工夫が求められる。 

 

 

【Ⅴ 文化芸術の振興・文化財の保存継承】 

◆いずれも市民生活に潤いをもたらす大切な活動であり、関係者の要望に応えながら、新しい活動

の工夫も必要である。 

 

 

【Ⅵ スポーツ・レクリエーションの推進】 

（整理番号７０ スポーツ大会等開催事業：８８㌻） 

◆いずれの事業も文化芸術振興などと同様、市民のより積極的な参加を得られるような活動のあり

方を常に検討することが必要と考えられる。           

（整理番号７１ 市民体育館管理運営事業：８９㌻） 

◆施設の老朽化による事故の可能性が懸念される事態になる前に、確実な補修計画が必要と思わ

れる。 
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ⅠⅠⅠⅠ    児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒数数数数・・・・学級数学級数学級数学級数 

［小学校 （平成１９年５月１日現在）］ 

学 校 名 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 
特別支援 
学  級 

学校計 

１２３ 人 １２４ 人 １１５ 人 １２８ 人 １３６ 人 １１６ 人 １２ 人 ７５４ 人 上尾小学校 
４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ 

１２２ 人 １１８ 人 １１０ 人 ９９ 人 １０４ 人 １１３ 人 ２ 人 ６６８ 人 
中央小学校 

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ ２１ ｸﾗｽ 

１５２ 人 １９２ 人 １５７ 人 １５８ 人 １６７ 人 １５８ 人   ９８４ 人 
大谷小学校 

５ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ   ２８ ｸﾗｽ 

９１ 人 ８７ 人 ７７ 人 ８６ 人 ９０ 人 ８４ 人   ５１５ 人 
平方小学校 

３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   １７ ｸﾗｽ 

１８９ 人 ２０９ 人 １６５ 人 １８２ 人 １６７ 人 １７９ 人   １，０９１ 人 
大石小学校 

６ ｸﾗｽ ７ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ   ３３ ｸﾗｽ 

１０９ 人 １２３ 人 １１３ 人 １１３ 人 １１３ 人 １２０ 人 １９ 人 ７１０ 人 
原市小学校 

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ２４ ｸﾗｽ 

１２８ 人 １１１ 人 １６０ 人 １３５ 人 １２８ 人 １２７ 人 １7 人 ８０６ 人 
上平小学校 

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２８ ｸﾗｽ 

１５６ 人 １３０ 人 １３８ 人 １３１ 人 １５９ 人 １４９ 人   ８６３ 人 
富士見小学校 

５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ   ２５ ｸﾗｽ 

７０ 人 ６０ 人 ５０ 人 ７８ 人 ４７ 人 ４９ 人   ３５４ 人 
尾山台小学校 

３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ   １３ ｸﾗｽ 

１５９ 人 １３４ 人 １４１ 人 １４４ 人 １４６ 人 １３３ 人 １４ 人 ８７１ 人 
東 小 学 校 

５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２８ ｸﾗｽ 

      １ 人 ２ 人 １ 人   ４ 人 東 小 学 校 
向原分教室       １ ｸﾗｽ   １ ｸﾗｽ   ２ ｸﾗｽ 

８０ 人 ９２ 人 ８５ 人 ８５ 人 ８４ 人 ８９ 人 １０ 人 ５２５ 人 
大石南小学校 

３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２０ ｸﾗｽ 

２６ 人 ２７ 人 ２９ 人 ２５ 人 ３３ 人 ２３ 人 １２ 人 １７５ 人 
平方東小学校 

１ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ 

１０７ 人 １１１ 人 １００ 人 １０４ 人 １００ 人 ８０ 人   ６０２ 人 
原市南小学校 

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ   １９ ｸﾗｽ 

７１ 人 ７４ 人 ９０ 人 ７３ 人 ８９ 人 ９２ 人   ４８９ 人 
鴨川小学校 

３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   １７ ｸﾗｽ 

１０２ 人 １０２ 人 １１４ 人 １０５ 人 ９９ 人 ９２ 人   ６１４ 人 
芝川小学校 

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   ２０ ｸﾗｽ 

５７ 人 ５９ 人 ５３ 人 ５３ 人 ５２ 人 ３９ 人   ３１３ 人 
瓦葺小学校 

２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ   １１ ｸﾗｽ 

５２ 人 ７９ 人 ６７ 人 ６０ 人 ６３ 人 ５２ 人 ２６ 人 ３９９ 人 
今泉小学校 

２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ 

８１ 人 ６７ 人 ７８ 人 ６３ 人 ５０ 人 ４９ 人   ３８８ 人 
西 小 学 校 

３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ   １４ ｸﾗｽ 

１３１ 人 １２５ 人 １２５ 人 １２３ 人 １３７ 人 １３１ 人   ７７２ 人 
東町小学校 

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ   ２４ ｸﾗｽ 

４９ 人 ３６ 人 ３６ 人 ５１ 人 ６５ 人 ５４ 人   ２９１ 人 
平方北小学校 

２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ   １１ ｸﾗｽ 

１３９ 人 １７０ 人 １５３ 人 １４５ 人 １３２ 人 １５０ 人 ３ 人 ８９２ 人 
大石北小学校 

５ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ ２８ ｸﾗｽ 

２６ 人 ２７ 人 ３１ 人 ３７ 人 ２６ 人 ２８ 人   １７５ 人 
上平北小学校 

１ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ   ６ ｸﾗｽ 

２，２００ 人 ２，２５７ 人 ２，１８７ 人 ２，１７９ 人 ２，１８９ 人 ２，１０８ 人 １１５ 人 １３，２５５ 人 
総 合 計 

７７ ｸﾗｽ ７９ ｸﾗｽ ６４ ｸﾗｽ ６６ ｸﾗｽ ６７ ｸﾗｽ ６４ ｸﾗｽ ２３ ｸﾗｽ ４４０ ｸﾗｽ 

 

上段：人数 
下段：クラス数 
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［中学校 （平成１９年５月１日現在）］ 

学 校 名 第１学年 第２学年 第３学年 
特別支援 
学  級 

学校計 

２８０ 人 ２９２ 人 ２７８ 人 ２８ 人 ８７８ 人 

上 尾 中 学 校 
９ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ ７ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ２９ ｸﾗｽ 

１４１ 人 １６６ 人 １２３ 人   ４３０ 人 

太 平 中 学 校 
５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ   １４ ｸﾗｽ 

３２０ 人 ２９９ 人 ２６４ 人   ８８３ 人 

大 石 中 学 校 
１０ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ ７ ｸﾗｽ   ２５ ｸﾗｽ 

１６８ 人 １８１ 人 １６６ 人   ５１５ 人 

原 市 中 学 校 
６ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ   １６ ｸﾗｽ 

２２８ 人 １７８ 人 ２０６ 人 ８ 人 ６２０ 人 

上 平 中 学 校 
７ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ 

１７５ 人 １６９ 人 １５４ 人 ２８ 人 ５２６ 人 

西 中 学 校 
６ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ２０ ｸﾗｽ 

２３７ 人 ２０７ 人 ２００ 人   ６４４ 人 

東 中 学 校 
８ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ   １９ ｸﾗｽ 

７ 人 １５ 人 ２８ 人   ５０ 人 東 中 学 校 
向 原 分 校 １ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   ６ ｸﾗｽ 

１３４ 人 １０７ 人 １５０ 人   ３９１ 人 

大 石 南 中 学 校 
５ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ   １２ ｸﾗｽ 

１０７ 人 １００ 人 ８６ 人   ２９３ 人 

瓦 葺 中 学 校 
４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   １０ ｸﾗｽ 

１７０ 人 １７０ 人 １４４ 人   ４８４ 人 

南 中 学 校 
６ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ   １５ ｸﾗｽ 

７８ 人 ８５ 人 ９１ 人   ２５４ 人 

大 谷 中 学 校 
３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   ９ ｸﾗｽ 

２，０４５ 人 １，９６９ 人 １，８９０ 人 ６４ 人 ５，９６８ 人 

総 合 計 
７０ ｸﾗｽ ５８ ｸﾗｽ ５５ ｸﾗｽ １１ ｸﾗｽ １９４ ｸﾗｽ 

 

 

上段：人数 
下段：クラス数 
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ⅡⅡⅡⅡ    学校施設学校施設学校施設学校施設のののの整備整備整備整備 

１ これまでの学校施設の整備 （平成１０年度以降） 

年度 増改築・改修等の状況 

10 

尾山台小・大石南小・瓦葺中・大石南中（管理諸室エアコン） 平方東小（校舎改修、耐震補強） 

平方小（給食室増改築） 上尾小・原市小（給食室改修） 大石北小（仮設校舎設置） 

尾山台小・大谷小（屋体改修） 大石中（校舎増築） 上尾中・大石中・西中・南中（さわやか相談室）

小学校全校（パソコン教室） 小学校全校（FF 暖房機） 

11 

東小･原市南小・南中・大谷中（管理諸室エアコン） 平方東・大石中（校舎改修、耐震補強）  

大石小（給食室改築） 鴨川小（給食室改修） 平方小・上平小（屋体改修） 太平中（トイレ前面改修） 

小学校（トイレ洋式化） 小学校特別教室（FF 暖房機） 

12 
富士見小・鴨川小・芝川小・瓦葺小（管理諸室エアコン） 西中（校舎改善、耐震補強）  

大谷小（給食室改築） 東小・西小（屋体床改修） 中学校（トイレ洋式化） 小学校特別教室（FF 暖房機） 

13 

大石小・東町小（屋体床改修） 東小（プール改修） 西小・東町小・平方北小（管理諸室他エアコン）  

中央小・大谷小平方小・大石小・大石北小・上平北小（パソコン教室エアコン）  

芝川小・瓦葺小（用務員室エアコン） 鴨川小・西小（シャッター改修） 瓦葺小（給食室改修工事） 

西小（エアコン用パーテーション設置） 中央小他 17 校（LAN 設置工事） 上平小（校舎改修・耐震補強） 

原市中（屋体床改修） 大石南中（屋上防水） 大石中他 8 校（LAN 設置工事）  

大石中（校舎改修・耐震補強） 

14 

原市南小（校舎改修、耐震補強） 原市小・平方北小（屋体床改修) 平方小（屋体屋根・外壁改修）  

大石南中（屋体外壁改修） 芝川小（屋上防水） 平方幼稚園（屋根改修）  

上平小･原市中（プールサイド改修） 大石北小・上平北小（管理諸室エアコン）  

鴨川小・大石南小・東小・東中・上平中（用務員室エアコン） 

15 

原市南小・尾山台小を除く市内小中学校図書室（エアコン工事） 平方小（プール改修）  

尾山台小（校舎改修・耐震補強） 上平小（給食室改修） 芝川小（屋外運動場整備）  

大石南小･西小・芝川小・平方北小（給食室給湯器設置工事） 東小・上尾小（教室床改修工事）  

大谷小（音楽室・図工室改修工事） 上尾中（音楽室他改修） 

16 

芝川小（校舎改修・耐震補強） 西中（体育館改修） 東町小（屋上防水改修） 平方小（公共下水道接続工事）

大石小（公共下水道接続及び駐車場整備工事） 上平北小・今泉小（給食室給湯器設置工事）  

上尾小・大石小（教室床改修工事） 東小（音楽室改修工事） 太平中（教室床改修工事） 

17 

芝川小（校舎改修・耐震補強） 太平中（体育館改修・プールろ過機改修工事） 南中（給食室配水管改修工事） 

中央小・瓦葺小・西中（給水管改修工事） 瓦葺小（プール槽改修工事） 平方東小（プールサイド改修工事） 

富士見小（教室床改修工事） 尾山台小（校庭改修工事） 

18 

芝川小（体育館改修・耐震補強） 鴨川小（校舎体育館改修・耐震補強） 東小・上平中（給水管改修）  

平方北小（屋上防水改修） 上尾小・太平中（消火管改修） 大石中（体育館外壁改修）  

平方小（受水槽更新） 全小学校（普通教室扇風機設置） 東町小（体育館屋根改修） 西中（プール槽改修） 

19 

上尾小（耐震補強・トイレ改修） 尾山台小（南校舎耐震補強・トイレ改修） 太平中（耐震補強・トイレ改修） 

原市中（耐震補強・トイレ改修） 大石北小（外壁改修） 上尾中（体育館屋根改修）  

平方小（南校舎給水管改修） 東中（屋上防水改修） 全中学校（普通教室扇風機設置） 
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２ 学校施設の現況 

校舎等保有面積 

校   舎 

       施設事項 

学校名 

普通 
教室 

保有数 

特別 
教室 

保有数 
給食室 

    ㎡ 

プール 

    ㎡ 

格技場 

  ㎡ 
木造 

   ㎡ 
鉄筋コンクリート 

        ㎡ 
鉄骨 

       ㎡ 
計 

           ㎡ 

平 方 幼 稚 園 ４ ０  ２０   ２３５ ２５７ ４９２ 

上 尾 小 学 校 ２９ ６ ２５２ ３７５   ４，５６４ １１８ ４，６８２ 

中 央 小 学 校 ２１ ８ ２４８ ３７５  ２５ ４，０７６ ４４ ４，１４５ 

大 谷 小 学 校 ２６ ６ ３１６ ４００  ２０ ４，６１４ ２７２ ４，９０６ 

平 方 小 学 校 １７ ９ ３４２ ３７５  ２２ ５，５４０ ８２ ５，６４４ 

大 石 小 学 校 ３３ ９ ２９１ ３７５  ４０ ５，９５８ １４９ ６，１４７ 

原 市 小 学 校 ２４ １１ ３０６ ３７５  ２３ ６，９６１ １００ ７，０８４ 

上 平 小 学 校 ２８ ７ ３１４ ３７５  １７ ５，５７３ １５２ ５，７４２ 

富 士 見 小 学 校 ２６ ８ ２７３ ３７５  ２５ ４，６８８ １４０ ４，８５３ 

尾 山 台 小 学 校 １３ ７ １７８ ３７５  １９ ３，９１７ １３ ３，９４９ 

東 小 学 校 ２８ ７ ２９９ ３７５   ４，９０４ １１１ ５，０１５ 

大 石 南 小 学 校 ２０ １０ ２９５ ３７５   ６，０００ ８３ ６，０８３ 

平 方 東 小 学 校 ９ １３ １６７ ３７５   ５，８５８ ８４ ５，９４２ 

原 市 南 小 学 校 ２０ ８ ２６４ ３７５   ４，３４０ ９１ ４，４３１ 

鴨 川 小 学 校 １５ ９ ２５２ ３７５   ４，１７６ ８７ ４，２６３ 

芝 川 小 学 校 ２０ １０ ２６５ ３７５   ６，５７１ １２１ ６，６９２ 

瓦 葺 小 学 校 １２ １１ ２９２ ３７５   ４，７６２ ９６ ４，８５８ 

今 泉 小 学 校 １７ １０ ２９５ ３７５   ５，２４８ ８７ ５，，３３５ 

西 小 学 校 １４ １１ ２３２ ３７５  ７ ５，８２４ ８６ ５，９１７ 

東 町 小 学 校 ２４ ８ ３２５ ３７５   ４，８７８ ４７２ ４，９７３ 

平 方 北 小 学 校 １０ ９ ２８６ ３７５   ６，０５５ ７２ ６，１２７ 

大 石 北 小 学 校 ２７ ７ ３２１ ３９５   ５，５４５ ５４５ ６，０９０ 

上 平 北 小 学 校 ６ ８ ３２５ ３９５   ３，６３５ ９４ ３，７２９ 

小 学 校   計 ４３９４３９４３９４３９    １９２１９２１９２１９２    ６６６６，，，，１３８１３８１３８１３８    ８８８８，，，，３１５３１５３１５３１５    ００００    １９８１９８１９８１９８    １１３１１３１１３１１３，，，，６８７６８７６８７６８７    ３３３３，，，，０９９０９９０９９０９９    １１６１１６１１６１１６，，，，６０７６０７６０７６０７    

上 尾 中 学 校 ２６ １５ １５４ ４００  ７１ ５，３７４ ５０６ ５，９５１ 

太 平 中 学 校 １４ １５ １６７ ４００ ４３２ １９ ６，４０６ １０５ ６，５３０ 

大 石 中 学 校 ２６ １５ １４５ ４００ ４６８  ５，５７６ １，０８４ ６，６６０ 

原 市 中 学 校 １６ １７ １４６ ３２５ ４３２  ５，５３５ ５９７ ６，１３２ 

上 平 中 学 校 １８ １５ １４３ ３５０ ４３６  ６，６４４ ２５０ ６，８９４ 

西 中 学 校 １８ １３ １７３ ４００ ４５９  ４，８４８ ３６０ ５，２０８ 

東 中 学 校 １９ １７ １５８ ３５０ ６１３  ６，５５７ ３６０ ６，９１７ 

東中学校向原分校 ８ ８  ４１５   ２，２２４ ７９ ２，３０３ 

大 石 南 中 学 校 １１ ２３ １４６ ４００ ４５９  ７，７４２ ８９ ７，８３１ 

瓦 葺 中 学 校 ９ １４ ８４ ４００ ４５９  ３，８７７ ４７０ ４，３４７ 

南 中 学 校 １５ １２ ２０２ ４００ ５５２  ５，０１１ ８９ ５，１００ 

大 谷 中 学 校 ８ １４ １６６ ３２５ ４７８  ４，８３６  ４，８３６ 

中中中中    学学学学    校校校校            計計計計    １８８１８８１８８１８８    １１１１７８７８７８７８    １１１１，，，，６８４６８４６８４６８４    ４４４４，，，，５６５５６５５６５５６５    ４４４４，，，，７８８７８８７８８７８８    ９０９０９０９０    ６４６４６４６４，，，，６３０６３０６３０６３０    ３３３３，，，，９８９９８９９８９９８９    ６８６８６８６８，，，，７０９７０９７０９７０９    

総総総総            合合合合            計計計計    ６３１６３１６３１６３１    ３７０３７０３７０３７０    ７７７７，，，，８２２８２２８２２８２２    １２１２１２１２，，，，９００９００９００９００    ４４４４，，，，７８８７８８７８８７８８    ２８８２８８２８８２８８    １７８１７８１７８１７８，，，，５５２５５２５５２５５２    ７７７７，，，，３４５３４５３４５３４５    １８１８１８１８５５５５，，，，８０８８０８８０８８０８ 
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校舎等保有面積 用地保有面積 

屋体・講堂 用 地 
       施設事項 

学校名 

鉄筋 
コンクリート 

      ㎡ 
鉄骨 

     ㎡ 
計 

      ㎡ 

建物敷地 
       ㎡ 

屋外運動場 
       ㎡ 

その他 
    ㎡ 

計 
        ㎡ 

設置 

年度 

平 方 幼 稚 園    ８６０   ８６０ 昭４０ 

上 尾 小 学 校 ７８８  ７８８ １１，８６１ ７１６０  １９，０２１ 明６ 

中 央 小 学 校 ５２４  ５２４ ６，１４９ １１，４５５  １７，６０４ 昭３１ 

大 谷 小 学 校 ７０１  ７０１ １１，０３３ ７，１６０  １８，１９３ 明２２ 

平 方 小 学 校 ５６３  ５６３ ４，７４０ １８，２０８  ２２，９４８ 明５ 

大 石 小 学 校 ６８７ １７ ７０４ １３，１３９ １２，０６４  ２５，２０３ 明１９ 

原 市 小 学 校 ７７８  ７７８ ３，７７９ １１，３２９  １５，１０８ 明６ 

上 平 小 学 校 ６８７  ６８７ ６，８８６ ９，７９５  １６，６８１ 明６ 

富 士 見 小 学 校 ７７０  ７７０ １０，９０４ １５，５１９  ２６，４２３ 昭３８ 

尾 山 台 小 学 校 ６７２  ６７２ ５，４１０ １５，６１５  ２１，０２５ 昭４２ 

東 小 学 校 ６８７  ６８７ ７，６６９ １５，３３８  ２３，００７ 昭４４ 

大 石 南 小 学 校 ７１８  ７１８ １３，２３２ １２，８９０  ２６，１２２ 昭４７ 

平 方 東 小 学 校 ７４１  ７４１ １０，２３３ ７，３６９  １７，６０２ 昭４９ 

原 市 南 小 学 校 ７９２  ７９２ １２，３９１ １２，９２５  ２５，３１６ 昭４９ 

鴨 川 小 学 校 ６７４  ６７４ １０，４３０ ８，４３６  １８，８６６ 昭４９ 

芝 川 小 学 校 ７２９  ７２９ １１，５３４ ７，２３８  １８，７７２ 昭５０ 

瓦 葺 小 学 校 ８５９  ８５９ １２，７３１ １０，０４０  ２２，７７１ 昭５０ 

今 泉 小 学 校 ６８７  ６８７ ９，９０５ １１，５３１  ２１，４３６ 昭５１ 

西 小 学 校 ７１２  ７１２ ９，１９９ ９，１９０  １８，３８９ 昭５１ 

東 町 小 学 校 ６７７  ６７７ １０，４６５ １０，６９９  ２１，１６４ 昭５２ 

平 方 北 小 学 校  ６６５ ６６５ １１，７４５ ９，２９０  ２１，０３５ 昭５２ 

大 石 北 小 学 校  ６８０ ６８０ １１，３５８ １０，５４２  ２１，９００ 昭５４ 

上 平 北 小 学 校  ５３７ ５３７ ８，４４１ １４，１９２  ２２，６３３ 昭５４ 

小小小小     学学学学     校校校校             計計計計    １３１３１３１３，４４６４４６４４６４４６    １１１１，８９９８９９８９９８９９    １５１５１５１５，３４５３４５３４５３４５    ２１３２１３２１３２１３，２３４２３４２３４２３４    ２４７２４７２４７２４７，９８５９８５９８５９８５    ００００    ４６４６４６４６，，，，１２１９１２１９１２１９１２１９        

上 尾 中 学 校  １，１５０ １１５０ １２，９６５ １４，６３３  ２７，５９８ 昭２２ 

太 平 中 学 校 ７６２  ７６２ １２，５７４ １４，２３４  ２６，８０８ 昭２２ 

大 石 中 学 校 ７７０  ７７０ １２，０８１ １２，９９３  ２５，０７４ 昭２２ 

原 市 中 学 校 ７７０  ７７０ １１，４７０ １５，０７７  ２６，５４７ 昭２２ 

上 平 中 学 校 ７６５  ７６５ ９，６５１ ２２，１００  ３１，７５１ 昭２２ 

西 中 学 校 ７７０  ７７０ ７，５７８ １５，１５５  ２２，７３３ 昭４６ 

東 中 学 校 ８１２  ８１２ １１，２５７ １９，７６０  ３１，０１７ 昭５１ 

東中学校向原分校 ８００  ８００ ７，９９８ ８，１５０  １６，１４８ 平１４ 

大 石 南 中 学 校 ７８８  ７８８ １４，７７８ １３，１２４ ９００ ２８，８０２ 昭５２ 

瓦 葺 中 学 校 ７８９  ７８９ １２，６１４ １０，８４７  ２３，４６１ 昭５２ 

南 中 学 校  ８４０ ８４０ １０，７２１ １６，９５６  ２７，６７７ 昭５４ 

大 谷 中 学 校 １０６０  １，０６０ ９，８８０ １３，１２０  ２３，０００ 昭６０ 

中中中中     学学学学     校校校校             計計計計    ８８８８，０８６０８６０８６０８６    １１１１，９９０９９０９９０９９０    １０１０１０１０，０７６０７６０７６０７６    １３３１３３１３３１３３，５６７５６７５６７５６７    １７６１７６１７６１７６，１４９１４９１４９１４９    ９００９００９００９００    ３１０３１０３１０３１０，，，，６１６６１６６１６６１６        

総総総総             合合合合             計計計計    ２１２１２１２１，５３２５３２５３２５３２    ３３３３，８８９８８９８８９８８９    ２５２５２５２５，４２１４２１４２１４２１    ３４６３４６３４６３４６，８０１８０１８０１８０１    ４２４４２４４２４４２４，１３４１３４１３４１３４    ９００９００９００９００    ７７１７７１７７１７７１，，，，８３５８３５８３５８３５     



〔 第５部 資料 〕 

100 〔 Ⅲ 学校課題研究の実施 〕 
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【幼稚園】 

№ 学校名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 
等機関   

委嘱 
期間 

発表日 

1 
平方 
幼稚園 

幼・保・小連携 
「幼・保・小の連携による心豊かに生きる子どもの育成」 
～話したり聞いたりすることが好きになり、伝え合う喜びを味わうよ
うになるためには～ 

市教委 １８・１９ H20.2.7 

【小学校】                            

№ 学校名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 
等機関   

委嘱 
期間 

発表日 

1 上尾小 地域連携 「児童の思いや願いを生かし、生きる力を育む学習活動の創造」 県教委 １８・１９ H20.1.30 

2 上尾小 
国語・道徳 
特別活動 

「豊かな表現力を育成し、伝え合う力を養う」 
～生きて働く国語力の研究～ 

文科省 
県教委 
市教委 

１９・２０ H20.11.6 

３ 中央小 国  語 
「自ら学び、生き生きと活動する児童の育成」 
～国語科を中心に、確かな学力の向上を目指して～ 

市教委 １９・２０ H20.10.28 

４ 大谷小 国  語 
「人間関係の力を育む国語科授業の創造」 

～「書くこと」「読むこと」を通して伝え合う力の定着を目指す指導の工夫～ 
市教委 １９・２０ H20.10.31 

５ 平方小 幼・保・小連携 「幼・保・小の連携による心豊かに生きる子どもの育成」 
県教委 
市教委 

１８・１９ H20.2.7 

６ 原市小 国語・道徳 「心豊かに、生き生きと学び続ける児童の育成」 市教委 １８・１９ H19.10.26 

７ 上平小 ３つの達成目標 
「個を生かし、主体的に活動するかみひらっ子の育成」 
～生きる力をはぐくむ教育に関する３つの達成目標の達成～ 

市教委 １８・１９ H19.11.8 

８ 富士見小 
国   語 

総合的な学習の時間 
「幅広い言語力の育成～読書・英語活動をとおして～」 

文科省 
市教委 

１９・２０ H21.2.6 

９ 東小 算  数 
「分かる喜びを味わい、生き生きと学習する児童の育成」 
～基礎・基本の確実な定着と豊かな算数的活動～ 

市教委 １８・１９ H20.2.6 

１０ 大石南小 学習指導 
「確かな学力」をはぐくむ学習指導法の工夫 
～基礎的・基本的な内容の定着を目指して～ 

市教委 １９・２０ H21.1.29 

１１ 鴨川小 学習指導 

「確かな学力の定着」を図る取組  

～小学校における教科担任制と３０分単位の良さを生かした 
授業の実施と効果に関する研究～ 

市教委 １９・２０ H21.1.27 

１２ 瓦葺小 国  語 
「確かな国語力の育成」 
～「読む・書く」の力を高める指導法の研究～ 

市教委 １９・２０ H20.11.25 

１３ 西小 道  徳 
自己を見つめ、よりよく生きようとする西小っ子の育成 
～望ましい人間関係を築ける児童の育成～ 

市教委 １８・１９ H19.11.30 

１４ 東町小 国  語 

「確かな学力と豊かな心を育てる指導の工夫」 

～国語科の「読むこと」の指導法の研究とソ～シャルスキル 
の定着を目指して～ 

市教委 １９・２０ H20.11.11 

１５ 平方北小 国  語 
「確かな力を身に付け、生き生きと学ぶ児童の育成」 
～書くことを通して伝え合う力の育成を目指す指導の工夫～ 

市教委 １８・１９ H19.11.2 

１６ 大石北小 国  語 「共に高め合う心豊かな児童の育成」 市教委 １８・１９ H19.11.27 
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【中学校】 

№ 学校名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 
等機関   

委嘱 
期間 

発表日 

１ 上尾中 道  徳 「体験活動等を生かした心に響く道徳教育の推進」 市教委 １８・１９ H19.11.7 

２ 太平中 学習指導 
「確かな学力を育む指導法の研究」 
～わかる授業、進んで学ぶ生徒～ 

市教委 １９・２０ H20.11.13 

３ 原市中 学力向上 「基礎学力を身に付け、主体的に学ぶ元気で思いやりある生徒の育成」 市教委 １８・１９ H19.10.31 

４ 西中 生徒指導 「集団生活を通し、自尊感情を高め、社会性を育てる生徒指導の推進」 市教委 １８・１９ H19.10.24 

５ 大石南中 
教育課程 

（学習指導） 
「生きる力を育む学習指導の研究」 
～基礎学力の向上をめざして～ 

市教委 １８・１９ H20.1.24 

６ 瓦葺中 学習指導 
「基礎学力の定着を目指した指導法の研究」 
～規律ある態度の育成を基盤とし、学習課題の明確化・焦点化
を図った、わかる授業の創造～ 

市教委 １９・２０ H20.11.27 

７ 南中 
進路指導 

キャリア教育 
「啓発的体験を生かしたキャリア教育の推進」 市教委 １９・２０ H20.11.20 
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ⅣⅣⅣⅣ    教職員教職員教職員教職員のののの資質資質資質資質のののの向上向上向上向上 

１ 教職員の研修会 〔教職員研修計画一覧〕 

  【指導法に関する研修】 

実施 
時期 

研 修 会 名 研 修 内 容 対象・定員 

5 月中 司書教諭等研修会 学校図書館運営の充実を図る 
小・中司書教諭 
小・中図書館教育主任 

8 月中 人権教育担当者研修会① 人権教育の充実を図る 小・中人権教育主任担当教員  

8 月中 教頭人権教育研修会 
人権教育推進における管理職としての
役割について  

小・中教頭 

8 月中 校長人権教育研修会 
人権教育推進における管理職としての
役割について 

小・中校長 

8 月 
上旬 

人権教育施設体験研修会 フィールドワーク研修 
小・中人権教育主任 
担当教員他  

8 月中 ★理科施設体験研修会 
指導方法の工夫・改善を図るための 
現地研修  

小教員・中理科担当教員  

8 月中 特別支援学級等担当者研修会 
特別支援学級の特性を生かした指導
の充実を図る 

小・中特別支援学級等担当教員 

6 月中 

12 月中 
生徒指導主任研修会  

積極的な生徒指導の推進に関わる 
研修 

小・中生徒指導主任 

8 月中 特別支援教育研修会① 
通常学級において特別な教育的支援
を必要とする児童生徒への支援の在り
方 

特別支援教育コーディネーター  

8 月中 ★社会科施設体験研修会 
施設見学や体験をとおして指導力の向
上を図る  

小教員、中社会担当教員  

8 月中 英語科主任研修会 
英語科経営と課題、授業の充実につい
て 

中英語科主任 

8 月中 国際理解教育担当者会 
小学校英語活動実践報告と活動の 
充実 

小国際理解教育担当  

8 月中 ★道徳主任研修会 道徳教育の実践報告と協議 小・中道徳主任等 

10 月中 言語障害児学習指導法研修会 言語障害児の理解と指導のあり方 難聴言語通級指導教室担当  

11 月中 難聴児学習指導法研修会 難聴児の理解と指導のあり方 難聴言語通級指導教室担当  

１･２学期 ＩＣＴ活用研修会 
コンピュータ利用方法とコンテンツの作
成ネットワークの活用、セキュリティ他 

小・中教員 

1 月中 特別支援教育研修会② 特別支援教育の充実を図る 特別支援教育コーディネーター  

2 月中 人権教育担当者研修会② 
各学校における人権教育の実践事例
発表及び協議 

小・中人権教育主任 
担当教員  

2 月中 体育学習指導法研修会 
体育学習指導における課題について研
修し、資質の向上を図る 

小・中体育主任等 

（★印は市教育研究会との共催） 
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【教育相談等に関する研修（教育センター所管の研修）】 

実施 
時期 

研 修 会 名 研 修 内 容 対象・定員 

6 月 就学相談員研修① 就学相談員としての心構え・資質を高める 就学相談員  

8･10･
11 月 

上尾市３年経験者研修 学校教育に関する基本的事項について 小・中 3 年次教員  

8 月 臨時的任用教員研修会 服務・生徒指導等について講義 小・中臨時的任用教員  

8 月 学校カウンセリング中級研修会 児童生徒理解を深めるための演習 小・中教員（初級修了者）  

8 月 小・中学校初任者研修 
市内の文化財、史跡、公共施設の見学 
及び体験 

小・中初任者教員 

学期 
１回 

教育相談主任会議 不登校児童生徒の解消のため講義･協義 小･中教育相談主任 

 【保健・安全衛生に関する研修】 

実施 
時期 

研 修 会 名 研 修 内 容 対象・定員 

6 月 
中旬 

学校安全指導担当研修会 学校安全担当者の資質向上を図る 小・中安全担当  

8 月 保健主事・養護教諭合同研修会 全校的に取り組む健康教育の充実を図る 
小・中保健主事 
養護教諭 

6・12・
3 月 

保健主事研究協議会 健康教育の課題を研究協議する 小・中保健主事  

各月 
1 回 

養護教諭研修会 健康教育の課題を研究し、資質向上を図る 小・中養護教諭 

3 月 
中旬 

伝達講習会 養護教諭の専門性を高める 小・中養護教諭 

 【各教科等授業研究会】 

実施 
時期 

研 修 会 名 研 修 内 容 対象・定員 

2 学期 ★理科学習指導法研修会 
授業研究会、実験等講習会をとおして指導力
の向上を図る 

小・中理科担当者  

〃 ★特別活動授業研究会 
児童生徒の自主的実践的な活動を支援する
授業改善を図る 

小・中特別活動主任等  

〃 ★体育授業研究会 
保健体育授業研究会をとおして指導方法の 
工夫改善を図る  

小・中体育科主任等  

〃 ★特別支援教育授業研究会 授業研究会をとおして指導力の向上を図る 小・中特別支援学級担任等  

〃 人権教育授業研究会 
授業研究及び研究協議をとおして人権教育の
充実を図る 

小・中人権教育主任、担当教員  

〃 ★社会科授業研究会 
授業研究会をとおして授業改善を図るとともに
小・中の交流を図る 

小・中社会科担当教員  

〃 ★音楽科授業研究会 授業研究会をとおして指導方法の改善を図る 小・中音楽科担当教員  

〃 ★算数・数学授業研究会 授業研究会をとおして指導方法の改善を図る 小・中算数・数学科主任等  

〃 ★生活科授業研究会 授業研究会をとおして指導力の向上を図る 生活科主任、担当教員  

〃 家庭科授業研究会 授業研究会をとおして指導方法の改善を図る 家庭科主任、担当教員 

〃 ★道徳授業研究会 授業研究会をとおして道徳教育の充実を図る 小・中道徳主任、担当教員 
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２ 教職員数・平均年齢 （県費負担教職員） 

職 名 性別 小学校 中学校 計  職 名 性別 小学校 中学校 計 

男性 ２０ １１ ３１  男性 ３ ０ ３ 

女性 ２ ０ ２  女性 ９ ０ ９ 校長 

合計 ２２ １１ ３３  

事務職員 

合計 １２ ０ １２ 

男性 １８ １3 ３１  男性 ２ ３ ５ 

女性 ４ ０ ４  女性 ５ １ ６ 教頭 

合計 ２２ １３ ３５  

用務員 

合計 ７ ４ １１ 

男性 １６８ １５８ ３２６  男性 ０ ０ ０ 

女性 ３５４ １４３ ４９７  女性 ４４ ０ ４４ 教諭 

合計 ５２２ ３０１ ８２３  

給食調理員 

合計 ４４ ０ ４４ 

男性 ０ ０ ０  男性 ２ ０ ２ 

女性 １ ０ １  女性 ６ １ ７ 助教諭 

合計 １ ０ １  

特別支援学級 
補助員 

合計 ８ １ ９ 

男性 ０ ０ ０  男性 １ １０ １１ 

女性 ２７ １４ ４１  女性 ９ ６ １５ 養護教諭 

合計 ２７ １４ ４１  

30 人程度 
学級教員 

合計 １０ １６ ２６ 

男性 ０ ０ ０  男性 ８ １３ ２１ 

女性 ０ １ １  女性 ７３ ８ ８１ 栄養教諭 

合計 ０ １ １  

市費負担 
教職員合計 

合計 ８１ ２１ １０２ 

男性 ６ ８ １４       

女性 １７ ６ ２３       事務職員 

合計 ２３ １４ ３７       

男性 １ ０ １       

女性 １３ １ １４       
学校栄養 

職員 
合計 １４ １ １５    小学校 中学校 合計 

男性 ２１３ １９０ ４０３  男性 ２２１ ２０３ ４２４ 

女性 ４１８ １６５ ５８３  女性 ４９１ １７３ ６６４ 
県費負担 

教職員合計 
合計 ６３１ ３５５ ９８６  

教職員総合計 

合計 ７１２ ３７６ １，０８８ 

 【県費負担教職員平均年齢】 

    
区分 校長 教頭 教諭 

男 女 
養護 事務 

男 女 
栄養 全体 

小学校 57.8 55.0 41.2 40.1 42.3 42.2 43.6 41.2 44.5 42.1 46.4 

中学校 56.0 55.0 44.0 43.9 44.1 47.4 43.6 45.9 41.2 44.0 48.1 

計 57.2 54.9 42.2 41.4 42.9 44.1 46.4 43.9 43.7 42.3 47.0 

（平成２０年３月３１日基準） 
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ⅤⅤⅤⅤ    公民館事業公民館事業公民館事業公民館事業のののの充実充実充実充実 

 【上尾公民館】 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 385 295 342 342 259 375 373 387 306 369 369 401 

人数 7,984 4,012 5,244 5,631 3,656 5,041 6,837 6,719 4,563 5,264 4,949 5,435 

利用合計利用合計利用合計利用合計    ４４４４，，，，２０２０２０２０３３３３    件件件件            ６５６５６５６５，，，，３３５３３５３３５３３５    人人人人    

【上平公民館】 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 299 306 338 316 267 308 318 311 280 290 325 332 

人数 5,312 4,585 6,027 5,443 4,074 4,934 5,349 4,791 4,266 4,305 6,955 5,249 

利用合計利用合計利用合計利用合計    ３３３３，，，，６９０６９０６９０６９０    件件件件            ６１６１６１６１，，，，２９０２９０２９０２９０    人人人人    

【平方公民館】 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 218 216 208 206 179 189 219 206 178 152 195 216 

人数 2,908 3,143 2,698 2,544 2,621 2,423 2,807 2,593 2,124 2,095 2,402 2,778 

利用合計利用合計利用合計利用合計    ２２２２，，，，３８２３８２３８２３８２    件件件件            ３１３１３１３１，，，，１３６１３６１３６１３６人人人人    

【原市公民館】 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 305 287 295 297 233 274 295 301 270 252 302 290 

人数 4,902 4,890 4,143 5,666 3,817 3,413 4,204 3,526 4,474 3,075 5,465 3,504 

利用合計利用合計利用合計利用合計    ３３３３，，，，４０１４０１４０１４０１    件件件件            ５１５１５１５１，，，，０７９０７９０７９０７９    人人人人    

【大石公民館】 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 295 297 284 296 294 294 283 298 278 265 306 299 

人数 4,123 4,276 5,023 4,279 3,944 6,201 4,052 4,227 4,032 3,750 4,104 4,278 

利用合計利用合計利用合計利用合計    ３３３３，，，，４８９４８９４８９４８９    件件件件            ５２５２５２５２，，，，２８９２８９２８９２８９    人人人人    

【大谷公民館】 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 343 337 357 340 260 355 348 376 317 306 352 373 

人数 4,869 5,529 5,297 4,802 3,609 4,679 4,755 5,132 4,192 4,031 5,093 4,982 

利用合計利用合計利用合計利用合計    ４４４４，，，，０６４０６４０６４０６４    件件件件            ５６５６５６５６，，，，９７０９７０９７０９７０    人人人人    
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ⅥⅥⅥⅥ    図書館事業図書館事業図書館事業図書館事業のののの充実充実充実充実 

１ 名称と所在地 （平成２０年４月１日現在） 

名  称 所在地 電話番号 

上尾市図書館 （本館） 上町１－７－１ ７７３－８５２１ 

図書館平方分館 平方４３５４－２ （平方東小学校内） ７８１－６８００ 

図書館瓦葺分館 瓦葺２５２８－３ ７２３－１０７０ 

図書館たちばな分館 平方１７１３－１ ７８２－１９１９ 

図書館上尾駅前分館 柏座１－１－１５ プラザ館 1.2 階 ７７８－４１１１ 

図書館大石分館 中分１－２３２ ７２６－６０５９ 

上平公民館図書室 南７５－１ ７７５－９３０８ 

原市公民館図書室 原市３４９９ ７２１－４９４６ 

大谷公民館図書室 大谷本郷９４９－１ ７８１－０８９２ 

２ 開館時間と休館日 （平成２０年４月１日現在） 

区分 開館時間 休館日 

上尾市図書館（本館） 
火～日曜日・祝日 ： 午前９時～午後７時 

（１Ｆ児童室・視聴覚機材団体利用は午後５時まで） 

駅前分館 
火～金曜日 ： 午前１０時～午後８時 

土･日・祝日 ： 午前１０時～午後５時 

分館及び公民館図書室 
火～金曜日 ： 午後１時３０分～午後５時 

土曜日・日曜日・祝日・夏休み期間 ： 午前１０時～午後５時 

月曜日（祝日を除く） 

年末年始・図書整理期間 

３ 平成１９年度 利用状況 

施設名 開館日 年間利用者数 年間貸出冊数 １日平均貸出冊数 

上尾市図書館 （本館） ３０１ 日 １８３，９３０ 人 ７４６，１６３ 冊 ２，４７８ 冊 

図書館平方分館 ２８８ 日 １３，９４４ 人 ５０，６７３ 冊 １７５ 冊 

図書館瓦葺分館 ２８８ 日 ２１，６１７ 人 ８４，１８０ 冊 ２９２ 冊 

図書館たちばな分館 ２８８ 日 １１，８８４ 人 ５１，７３２ 冊 １７９ 冊 

図書館上尾駅前分館 ２８８ 日 ４９，０１４ 人 １３８，９４３ 冊 ４８２ 冊 

図書館大石分館 [※１] ６０ 日 １２，４９１ 人 ５０，７０２ 冊 ８４５ 冊 

上平公民館図書室 ２８６ 日 ９，２６７ 人 ３７，６０１ 冊 １３１ 冊 

原市公民館図書室 ２８８ 日 ８，８３０ 人 ３４，６０３ 冊 １２０ 冊 

大谷公民館図書室 ２８６ 日 １０，７１０ 人 ４１，８０１ 冊 １４６ 冊 

西上尾こども図書館 [※２] １３５ 日 １，９３１ 人 ７，９５５ 冊 ５８ 冊 

大石公民館図書室 [※３] １９６ 日 ７，９８８ 人 ２９，０２４ 冊 １４８ 冊 

全館合計 ２，７０４ 日 ３３１，６０６ 人 １，２７３，３７７ 冊  

※１ 大石分館は、平成２０年１月１５日に開館。 

※２・※３ 西上尾こども図書館及び大石公民館図書室は、平成１９年１０月末に閉館。 
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４ 各館の種類別資料の状況 （平成２０年３月３１日現在） 

 一般書 児童書 紙芝居 郷土資料 雑誌 洋書 AV 資料 計 

上尾市図書館
（本館） 

２２７，１５８ ７１，０３２ ７４２ ６，０６６ ８，５８９ ９２０ ６，９３０ ３２１，４３７ 

平方分館 ２１，０６３ １５，８０７ １４１ １５０ ５７８ ０ ０ ３７，７３９ 

瓦葺分館 １７，８２４ １３，６５３ １２８ １３９ ３２６ ０ ０ ３２，０７０ 

たちばな分館 １７，８３７ ７，９２８ １０２ １０２ ４１３ ０ ０ ２６，３８２ 

駅前分館 １８，２１１ １，６６６ ０ ８１ ５８８ ０ ０ ２０，５４６ 

大石分館 １９，５５６ １３，９７４ ５０６ ２ ５０２ ０ ２，４４４ ３６，９８４ 

上平公民館
図書室 

１１，８３１ １３，５８７ １９６ ０ ３１２ ０ ０ ２５，９２６ 

原市公民館
図書室 

１１，２２２ ９，９７７ １５６ １ ２６５ ４ ０ ２１，６２５ 

大谷公民館
図書室 

１６，８１４ ９，９７９ ４５０ ３６ ２７２ ３ ０ ２７，５５４ 

合 計 ３６１，５１６ １５７，６０３ ２，４２１ ６，５７７ １１，８４５ ９２７ ９，３７４ ５５０，２６３ 

５ 年齢別利用登録者数 （平成２０年３月３１日現在） 

年齢 

性別 

0～6 7～12 13～15 16～19 20～24 25～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～ 合計 

男性 １７７ ３，５１０ ２，７４２ ３，８５５ ３，９９８ ３，１２７ ５，３００ ４，２２２ ３，７０３ ３，６２５ ２，８３７ ３７，０９６ 

女性 ２０５ ４，０２７ ２，９８７ ４，１３３ ５，０８１ ４，８３９ １２，７０８ ９，０９１ ６，１６４ ４，６８４ ２，０６９ ５５，９８８ 

合計 ３８２ ７，５３７ ５，７２９ ７，９８８ ９，０７９ ７，９６６ １８，００８ １３，３１３ ９，８６７ ８，３０９ ４，９０６ ９３，０８４ 
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ⅦⅦⅦⅦ    スポーツスポーツスポーツスポーツ・・・・レクリエーションレクリエーションレクリエーションレクリエーションのののの推進推進推進推進 

１ 学校施設の開放の状況 

学校名 校庭 体育館 合計 学校名 校庭 体育館 合計 

上 尾 小 １，６８９ １，６１６ ３，３０５ 東 町 小 ６，３５４ ６，２８１ １２，６３５ 

中 央 小 ６，３８７ ８，２０４ １４，５９１ 平方北小 ６，８１０ ５，２５６ １２，０６６ 

大 谷 小 １０，１４０ ７，８４０ １７，９８０ 大石北小 ７，３１０ ６，４０５ １３，７１５ 

平 方 小 ２，８７６ ５，１０７ ７，９８３ 上平北小 １０，９０９ ９，６６１ ２０，５７０ 

大 石 小 １１，５７３ ４，１６１ １５，７３４ 小学校合計 １７７，１６５ １２５，３４６ ３０２，５１１ 

原 市 小 １０，６７９ ８，０１６ １８，６９５ 上 尾 中 ５，６８４ ４，１６０ ９，８４４ 

上 平 小 ５，０６２ ３，３０５ ８，３６７ 太 平 中 ３，５５６ ４，１５７ ７，７１３ 

富士見小 ９，５１４ ５，３５０ １４，８６４ 大 石 中 １９０ ２，４８２ ２，６７２ 

尾山台小 １７，７１５ ６，５２０ ２４，２３５ 原 市 中 ２，０７５ １，５７５ ３，６５０ 

東 小 ８，８１５ ３，３１０ １２，１２５ 上 平 中 １，０８４ ２，１４９ ３，２３３ 

大石南小 １０，９１０ ２，６６７ １３，５７７ 西 中 １２，５７４ ９８０ １３，５５４ 

平方東小 ８，８８０ ８，０４０ １６，９２０ 東 中 ３，５２８ ７０１ ４，２２９ 

原市南小 ９，０００ ５，９４７ １４，９４７ 大石南中 ５５１ ２，１５４ ２，７０５ 

鴨 川 小 １１，６７０ ３，２１４ １４，８８４ 瓦 葺 中 ３，７３０ ４，９３０ ８，６６０ 

芝 川 小 ７，３２０ ９，３１０ １６，６３０ 南 中 ２，４４９ ４，３６５ ６，８１４ 

瓦 葺 小 ３，５５０ ８，８３０ １２，３８０ 大 谷 中 ４，４９５ ３，７７５ ８，２７０ 

今 泉 小 ８，３０３ ３，５０２ １１，８０５ 中学校合計 ３９，９１６ ３１，４２８ ７１，３４４ 

西 小 １，６９９ ２，８０４ ４，５０３ 総 計 ２１７，０８１ １５６，７７４ ３７３，８５５ 
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２ 市民体育館の状況 

①①①①    施設施設施設施設のののの概要概要概要概要    

  ・所在地  上尾市向山四丁目３番地１０ 

  ・電話番号 ７８１－８１１１ 

  ・利用時間  午前９時～午後９時 

  ・休館日  年末年始（１２月３１日～１月２日）・臨時休館日 年４日 

施設名 面積 利用内容 

アリーナ 
フロア 

(48m×38m) 

バレーボールコート３面 
バスケットボールコート２面 
ハンドボールコート１面 
卓球台３２台 
民踊・フォークダンス等 

卓球室 （ｻﾌﾞｱﾘｰﾅ） 
フロア 

308 ㎡ 
卓球台８台 

体力相談室兼ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 フロア （301 ㎡） トレーニング器具を利用して健康・体力の増進 

柔道場 フロア （333 ㎡） 柔道・合気道等 

剣道場 フロア （308 ㎡） 剣道・なぎなた・空手・拳法等 

弓道場 118.41 ㎡ 弓道(三人立) 

庭球場 7,410 ㎡ 全天候型２面  クレー４面 

会議室 フロア （129 ㎡） 全面利用 ９０人  

 

②②②②    市民体育館自主事業市民体育館自主事業市民体育館自主事業市民体育館自主事業    

○種目別個人開放 

市民の自主的スポーツ活動の促進と技術水準の向上を図り、市民スポーツの普及振興に寄与することを

目的として実施している。 

種 目 期日 時間 

バドミントン 毎週火曜日 １８：００～２１：００ 

バスケットボール 毎週金曜日 １８：００～２１：００ 

毎週金曜日 １８：００～２１：００ 

毎週土曜日 

毎月第４月曜日 
９：００～１８：００ 卓球 

毎週日曜日・祝日 ９：００～２１：００ 

バレーボール 毎週土曜日 １８：００～２１：００ 

○トレーニング初心者講習会 

トレーニングの初心者に、ウェート・トレーニングとサーキット・トレーニングの基礎的理論と実技を習得させ、

市民の体力づくりに寄与することを目的として実施している。 

 

 

 

期日 時間 対象 備考 

毎月第４日曜日 １３：３０～１６：３０ 

毎月第２水曜日 １８：００～２１：００ 

トレーニングの初心者 
（高校生以上） 

受講者に「トレーニング室 
使用許可証」を交付 



〔 第５部 資料 〕 

110 〔 Ⅵ スポーツ・レクリエーションの推進 〕 

 
③③③③    施設施設施設施設のののの利用状況利用状況利用状況利用状況    

 〔年度別・月別施設利用人数の推移〕 

  平成元年度 平成５年度 平成１０年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 

４月 １５,７１８ １５,８５９ ２０,４３５ １４,７００ １６,８４３ １７,７１５ １６,５０３ １５,７６３ 

５月 １５,８４７ １３,２７９ １５,８４８ １９,７６８ １９,２５２ １８,６１５ １８,７２０ １９,８９７ 

６月 １４,４２７ １４,７４１ ２０,８６５ ２１,１１７ １８,９１５ ２０,４６２ １９,３９６ ２０,３１２ 

７月 １５,５４１ １６,９１０ １５,６７０ ２０,９００ １８,２０２ １９,０８９ ２１,０１３ １８,１７６ 

８月 １５,４８６ １１,１２６ １１,０６２ １６,４２７ １８,６２２ １６,０５２ １７,１５２ １６,６２３ 

９月 １４,８０５ １３,１３１ １４,４３１ １８,４６４ １７,０１６ １７,３５７ １７,６５８ １７,６７１ 

１０月 １４,８２２ １６,０９０ １７,２２８ １９,３７５ １９,２０５ １９,１６５ ２０,６８７ １８,５４９ 

１１月 １６,４７９ １０,５４１ １２,３４０ １５,７９１ １５,５１５ １４,６８０ １５,４１８ １４,９３１ 

１２月 ９,０１４ ９,７３２ １２,５０８ １４,２９８ １６,１６７ １５,７３５ １６,７８６ １５,２０７ 

１月 ９,８０４ ９,６１４ １１,２５５ １５,６７５ １６,０２０ １６,５２５ １６,４１０ １３,６６３ 

２月 ９,６８９ １２,０５６ １２,６９０ １６,５４５ １５,３８７ １５,１２０ １６,７７０ １６,４２５ 

３月 １３,９２３ １２,５９２ １４,１８１ １７,９１２ １７,１３２ １９,２５７ １７,５１３ ２０,２７４ 

合計 １６５,５５５ １５５,６７１ １７８,５１３ ２１０,９７２ ２０８,２７６ ２０９,７７２ ２１４,０２６ ２０７,４９１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔施設利用の構成比〕                       〔施設利用者の構成比〕 

 
 

 

195,298
207,491

214,026
209,772

208,276

210,972

185,886

168,054

178,513

155,671

165,555

177,024

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

220,000

平
成
元
年

平
成

５
年
度

平
成

１
０
年
度

平
成

１
１
年
度

平
成

１
２
年
度

平
成

１
３
年
度

平
成

１
４
年
度

平
成

１
５
年
度

平
成

１
６
年
度

平
成

１
７
年
度

平
成

１
８
年
度

平
成

１
９
年
度

弓道場 

（３％） 

庭球場 

（４％） 

会議室 

（６％） 

剣道場 

（１２％） 

柔道場 

（１０％） 

トレーニング室 
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アリーナ 
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児童・生徒 

（２７％） 

一般・学生 

（７３％） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成２０年度 （平成１９年度対象） 
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